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Ⅰ ⻄東京市第 5 期障害福祉計画・第 1 期障害児福祉計画策定のためのアンケート調査実
施概要 

１ 調査目的 
 ⻄東京市第 5 期障害福祉計画・第 1 期障害児福祉計画策定の基礎資料とするため、市内に在住する障
害者および児童、特別支援教室・通級指導学級に通う⽣徒・児童、相談支援機関利用者の福祉サービス
利用状況・利用意向等を把握する。 
 

２ 調査対象 
身体障害者調査 市内在住の身体障害者手帳所持者／無作為抽出 
知的障害者調査 市内在住の愛の手帳（療育手帳）所持者／無作為抽出 
精神障害者調査 市内在住の精神障害者保健福祉手帳所持者／無作為抽出 
難病患者調査 市内在住の難病医療費等助成対象者／無作為抽出 
施設入所者調査 ⻄東京市に住所登録があり市内外の障害者施設⼊所者／無作為抽出 
児童調査 市内在住の障害手帳所持児童・難病医療費等助成対象児童／無作為抽出 
特別支援教室・通級指導学級調査 市内の特別支援教室・通級指導学級に通う児童・生徒／学校配布 
相談支援機関利⽤者調査 市内相談支援機関利⽤者（●か所）／窓口配布 

※いずれの対象者とも平成 29 年 7 月時点での抽出・配布 

 

３ 調査時期 
 平成 29 年 7 月〜9 月 
 

４ 調査方法 
 郵送配付・郵送回収 ※特別支援教室・通級指導学級に通う児童・⽣徒には学校を通じて配布し、郵
送回収。相談支援機関利用者には、相談機関に来所した際、調査協⼒に賛同した者のみに配布し、郵送
回収。 
 

５ 回収状況 
 

調査種類 発送数 有効回収票数 有効回収率 
身体障害者調査 910 456 50.1% 
知的障害者調査 215 96 44.7% 
精神障害者調査 240 86 35.8% 
難病患者調査 220 104 47.3% 
施設入所者調査 85 53 62.4% 
児童調査 330 149 45.2% 
特別支援教室・通級指導学級調査 100 46 46.0％ 
相談支援機関利⽤者調査 100 52 52.0% 

合   計 2,200 1,042 47.4% 
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６ 調査項目 

設問 回答 
形式 

身体 
障害 

知的 
障害 

精神 
障害 難病 施設 

入所 児童 
通級等に
通う児

童・⽣徒 

相談支援
機関利用

者等 
調査票記入者 単一 問１ 問１ 問１ 問１ 問１ 問１ 問１ 問１ 
相談支援機関  
相談対象者 ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ 問２ 

性別 単一 問２ 問２ 問２ 問２ 問２ 問２ 問２ 問３ 
年齢 数値 問３ 問３ 問３ 問３ 問３ 問３ 問３ 問４ 
暮らしている場所 単一 問４ 問４ 問４ 問４ ━ 問４ ━ ━ 
同居者 複数 問５ 問５ 問５ 問５ ━ 問５ ━ ━ 
通級指導学級に通
うきっかけ  ━ ━ ━ ━ ━ ━ 問４ ━ 

障害者手帳記載の
障害種類・等級など 

複数・
単一 問６ 問６ 問６ ━ ━ ━ ━ ━ 

その他の障害の状況 複数 問７ 問７ 問７ 問６ 問４ 問６ 問５ 問５ 
発達障害診断の有無  ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ 問６ 
【発達障害診断
有】日常⽣活上で
の支障 

自由 ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ 問７ 

【発達障害診断有】
日常⽣活上での支障
の際に必要な支援 

自由 ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ 問８ 

要介護認定状況・
介護度 単一 問８ 問８ ━ 問７ ━ ━ ━ ━ 

手当･年⾦の使いみち 単一 問９ 問９ 問８ 問８ ━ 問７ ━ ━ 
特定医療費受給者
証記載の難病名 自由 ━ ━ ━ 問９ ━ ━ ━ ━ 

難病治療のための
通院頻度 単一 ━ ━ ━ 問 10 ━ ━ ━ ━ 

医療的ケアの状況 複数 ━ ━ ━ 問 11 ━ ━ ━ ━ 
日常⽣活での困りごと 複数 ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ 問９ 
介助・援助を受け
ている内容 複数 問 10 問 10 問９ 問 12 ━ 問８ ━ ━ 

主な介助・援助者 単一 問 11 問 11 問 10 問 13 ━ 問９ ━ ━ 
外出頻度 単一 問 12 問 12 問 11 問 14 問７ 問 10 ━ ━ 
外出の際の支援の
必要性 単一 問 13 問 13 問 12 問 15 ━ ━ ━ ━ 

外出時に困ってい
ること 複数 問 14 問 14 問 13 問 16 問８ 問 11 問６ 問 10 

直近 1 年間に⾏っ
た活動 複数 問 15 問 15 問 14 問 17 問９ 問 12 ━ 問 11 

【スポーツ活動有】 
スポーツ活動の内容 複数 問 17 問 17 問 16 問 18 問 11 問 13 ━ ━ 

【選挙投票経験有】
選挙の投票の際の困
りごとや改善してほ
しいこと 

自由 問 16 問 16 問 15 問 19 問 10 ━ ━ ━ 
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設問 回答 
形式 

身体 
障害 

知的 
障害 

精神 
障害 難病 施設 

入所 児童 
通級等に
通う児

童・⽣徒 

相談支援
機関利用

者等 
【活動有】活動す
るために移動支援
等のヘルパー利用
の有無 

単一 問 18 問 18 問 17 問 20 ━ 問 14 ━ ━ 

今後、⾏いたい活動 複数 問 19 問 19 問 18 問 21 問 12 問 15 ━ 問 12 
活動するために 
必要な支援 複数 問 20 問 20 問 19 問 22 問 13 問 16 ━ 問 13 

日中の主な過ごし方 単一 問 21 問 21 問 20 問 23 問 14 問 17 ━ 問 14 
入所期間 単一 ━ ━ ━ ━ 問５ ━ ━ ━ 
入所を決めた理由 複数 ━ ━ ━ ━ 問６ ━ ━ ━ 
地域⽣活について
の意向 単一 ━ ━ ━ ━ 問 20 ━ ━ ━ 

【地域⽣活希望
者】退所後の不安 複数 ━ ━ ━ ━ 問 21 ━ ━ ━ 

退所後に必要とな
る支援 自由 ━ ━ ━ ━ 問 22 ━ ━ ━ 

【施設⽣活継続希望
者】施設での⽣活を
継続したい理由 

複数 ━ ━ ━ ━ 問 23 ━ ━ ━ 

通園・通学先 単一 ━ ━ ━ ━ ━ 問 18 ━ 問 15 
幼稚園・学校など
に通っていて困っ
ていること 

複数 ━ ━ ━ ━ ━ 問 19 問７ 問 16 

学童クラブ利用状況 単一 ━ ━ ━ ━ ━ 問 20 問９ ━ 
【学童クラブ利用
者】利用で困ること 複数 ━ ━ ━ ━ ━ 問 21 問 10 ━ 

放課後や⻑期休業
中の過ごし方 複数 ━ ━ ━ ━ ━ 問 22 ━ ━ 

放課後や⻑期休業中
に希望する過ごし方 複数 ━ ━ ━ ━ ━ 問 23 ━ ━ 

学校教育に望むこと 複数 ━ ━ ━ ━ ━ 問 24 問８ 問 17 
収入を伴う仕事の有無 単一 問 22 問 22 問 21 問 24 問 15 ━ ━ 問 18 
【収入を伴う仕事
有】就職活動時の
支援の有無 

複数 問 23 問 23 問 22 問 25 ━ ━ ━ ━ 

【収入を伴う仕事
有】仕事の形態 単一 問 24 問 24 問 23 問 26 ━ ━ ━ 問 19 

【収入を伴う仕事
有】１ヵ月当たりの
平均的給与・賃⾦ 

数値 問 25 問 25 問 24 問 27 ━ ━ ━ 問 20 

【収入を伴う仕事
有】仕事をするうえ
で困っていること 

複数 問 26 問 26 問 25 問 28 ━ ━ ━ 問 21 

【収入を伴う仕事無】
働いていない理由 単一 問 27 問 27 問 26 問 29 ━ ━ ━ 問 22 
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設問 回答 
形式 

身体 
障害 

知的 
障害 

精神 
障害 難病 施設 

入所 児童 
通級等に
通う児

童・⽣徒 

相談支援
機関利用

者等 
働くために整備さ
れていることが望
ましい環境 

複数 ━ ━ ━ ━ ━ 問 25 ━ ━ 

雇用促進のために
不⾜していると思
われるサービスや
取組み 

複数 問 28 問 28 問 27 問 30 ━ ━ ━ ━ 

【収入を伴う仕事
無】今後の就労意向 単一 ━ ━ ━ ━ 問 16 ━ ━ ━ 

ﾌﾚﾝﾄﾞﾘｰ認知状況 単一 問 29 問 29 問 28 問 31 ━ 問 26 問 11 問 23 
市の各福祉施設の
利用状況（５施設） 単一 問 30 問 30 問 29 問 32 問 17 問 27 問 12 問 24 

市の障害福祉施策
の認知度 複数 問 31 問 31 問 30 問 33 問 18 問 28 問 13 問 25 

家族や親せき以外
の相談先 複数 問 32 問 32 問 31 問 34 ━ 問 29 問 14 問 26 

【相談者、相談す
るところ無】相談
できるところがな
い理由 

複数 問 33 問 33 問 32 問 35 ━ 問 30 ━ ━ 

家族や親せき以外
に希望する相談
先、相談するため
にと取っていると
よい体制 

自由 ━ ━ ━ ━ ━ ━ 問 15 ━ 

障害福祉サービス
の情報入手先 複数 問 34 問 34 問 33 問 36 問 19 問 31 問 16 問 27 

【視覚・聴覚】コミ
ュニケーションや情
報入手で困ること 

複数 問 35 ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ 

【視覚・聴覚】コ
ミュニケーション
や情報入手に際あ
るとよいサービス 

自由 問 36 ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ 

障害福祉サービス
の利用に関する相
談先 

複数 ━ ━ ━ ━ ━ 問 32 ━ ━ 

地域で⽣活してい
く上で必要なもの 複数 ━ ━ 問 34 ━ ━ ━ ━ ━ 

利用したことがあ
るサービス 複数 問 37 問 35 問 35 問 37 ━ 問 33 問 17 問 28 

【児童発達支援利
用者】個別計画の
共有 

単一 ━ ━ ━ ━ ━ 問 33 ━ ━ 

【利用有】利用サ
ービスの利用感想 自由 問 38 問 36 問 36 問 38 ━ 問 34 問 18 ━ 
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設問 回答 
形式 

身体 
障害 

知的 
障害 

精神 
障害 難病 施設 

入所 児童 
通級等に
通う児

童・⽣徒 

相談支援
機関利用

者等 
⼗分、利用できてい
ないと思うサービス 複数 問 39 問 37 問 37 問 39 ━ 問 35 ━ ━ 

【利用不⼗分者】
⼗分利用できてい
ない理由 

複数 問 40 問 38 問 38 問 40 ━ 問 36 問 19 ━ 

今後利用したいサ
ービス 複数 問 41 問 39 問 39 問 41 ━ 問 37 問 20 ━ 

今後充実させてほ
しいサービス 複数 ━ ━ ━ ━ ━ ━ 問 21 ━ 

【65 歳以上】過去１
年間での介護保険サ
ービスの利用状況 

複数 問 42 問 40 ━ 問 42 ━ ━ ━ ━ 

【障害福祉サービ
ス、介護保険サービ
ス利用有】必要なサ
ービス利用状況 

複数 問 43 問 41 ━ 問 43 ━ ━ ━ ━ 

必要サービスを利用
しやすくするために
必要な情報や相談
先、利用するために
あるよい支援 

自由 問 44 問 42 問 40 問 44 ━ 問 38 問 22 ━ 

新たなサービスの
利用意向（4 項目） 単一 問 45 問 43 問 41 問 45 ━ 問 39 ━ ━ 

避難場所の認知状況 単一 問 46 問 44 問 42 問 46 ━ 問 40 問 23 問 29 
福祉避難施設の認
知状況 単一 問 47 問 45 問 43 問 47 ━ 問 41 ━ ━ 

災害時要援護者登
録の認知状況 単一 問 48 問 46 問 44 問 48 ━ 問 42 問 24 問 30 

災害時支援のための
個人情報提供意向 単一 問 49 問 47 問 45 問 49 ━ 問 43 ━ ━ 

災害時の自⼒避難可
否 単一 問 50 問 48 問 46 問 50 ━ 問 44 問 25 問 31 

災害が起こった際の
不安 複数 問 51 問 49 問 47 問 51 ━ 問 45 問 26 問 32 

災害にそなえた必要
な対策 複数 問 52 問 50 問 48 問 52 ━ 問 46 問 27 問 33 

今後希望する日中の
過ごし方 複数 問 53 問 51 問 49 問 53 ━ 問 47 ━ 問 34 

将来希望する暮らし
方（居住場所等） 複数 問 54 問 52 問 50 問 54 ━ 問 48 ━ 問 35 

成年後⾒制度の認知
状況 単一 問 55 問 53 問 51 問 55 問 24 問 49 ━ 問 40 

成年後⾒制度の活用
意向 単一 問 56 問 54 問 52 問 56 問 25 問 50 ━ 問 41 

差別や人権侵害、虐
待を受けていると感
じることの有無 

単一 問 57 問 55 問 53 問 57 問 26 問 51 問 28 問 36 
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設問 回答 
形式 

身体 
障害 

知的 
障害 

精神 
障害 難病 施設 

入所 児童 
通級等に
通う児

童・⽣徒 

相談支援
機関利用

者等 
障害者差別解消法の
認知 単一 問 58 問 56 問 54 問 58 問 27 ━ ━ ━ 

障害、障害者の理解 単一 問 59 問 57 問 55 問 59 問 28 問 52 問 29 問 37 
障害、障害者の理解
の深化に必要なこと 複数 問 60 問 58 問 56 問 60 問 29 問 53 問 30 問 39 

地域や社会へ参加す
るために⼤切なこと 複数 ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ 問 38 

施策推進にあたり市
に充実を求めるもの 複数 問 61 問 59 問 57 問 61 問 30 問 54 問 31 問 42 

⻄東京市の障害者
施策の総合満⾜度 単一 問 62 問 60 問 58 問 62 ━ 問 55 ━ ━ 

5 年前と⽐べた障
害サービス 単一 問 63 問 61 問 59 問 63 ━ 問 56 ━ 問 43 

5 年前と⽐べた障害
サービス回答理由 自由 問 64 問 62 問 60 問 64 ━ 問 57 ━ 問 44 

⻄東京市での継続
居住意向 単一 問 65 問 63 問 61 問 65 問 31 問 58 問 32 問 45 

意⾒、要望、計画に
盛り込みたいこと 自由 問 66 問 64 問 62 問 66 問 32 問 59 問 33 問 46 

 

 

 

【報告書における調査結果の⾒⽅】 

○ 調査結果の数値は、回答率(％)で表⽰している。回答率(％)の⺟数は、その質問項目に該当する回答者
の総数であり、その数は TOTAL 及びｎで⽰している。 

○ 回答率(％)については、小数点第２位を四捨五入し、小数点第１位までを表⽰している。このため、そ
の合計数値は必ずしも 100％とはならない場合がある。 

○ 回答には、単一回答（○は１つ）と複数回答（○はいくつでも）の２種類がある。複数回答の場合、そ
の回答率(％)の合計は 100％を超える場合がある。 

○ 調査結果を⽰した図表においては、表側から「無回答」等の項目を省略している場合がある。このよう
な場合、「無回答」の人数（割合）は TOTAL のみに計上されているため、各項目の合計値は必ずしも 100％
とならない場合がある。 

○ 図表の問のタイトル及び、回答の選択肢は、簡略化して表現している場合がある。正式な問のタイトル
及び、回答の選択肢は、調査票を参照されたい。 

○ 自由回答を掲載する場合は、性別・年齢・障害の種類（身体障害者調査のみ）も掲載しているが、紙⾯
の都合上、以下のように省略して表記している。 

 「視覚障害」→「視覚」／「聴覚障害」→「聴覚」／「平衡機能障害」→「平衡」／「音声機能・言語機
能・そしゃく機能の障害」→「音声」／「肢体不自由（上肢、下肢、体幹）」→「肢体不自由」／「内部
障害（心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこう、直腸、小腸、肝臓の機能の障害）」→「内部」 
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Ⅱ 調査結果 
１ 身体障害者 
（１）基本的な属性 
問１ この用紙（調査票）に記入されるのはどなたですか。（○は１つ） 
 調査票記入者は「本人（宛名の方）が記入、または本人が答え代筆者が記入」が 68.6％。 

 

 

問２ あなたの性別をお答えください。（○は１つ） 
問３ 年齢（８月１日現在）を記入してください。 
 性別は、男性が 46.3％、⼥性が 52.6％。 

 

 年齢は、65 歳以上が 73.2％で平均年齢は 71.5 歳。 

 

           （％） 

TOTAL 19 歳以下 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 歳以上 無回答 平均年齢 

n=456 0.2 2.6 2.4 4.6 7.9 17.3 61.6 3.3 71.5 歳 

 
 
問４ 現在、あなたはどこで暮らしていますか。（○は１つ） 
 居住形態は、「持ち家（分譲マンションを含む）」が 65.1％で最も多く、次いで、賃貸住宅（アパー
ト、賃貸マンション、借家）」が 27.6％である。 

（％） 

TOTAL 持ち家（分譲マ

ンションを含

む） 

賃貸住宅（ア

パート、賃貸

マンション、

借家） 

グループホー

ム、ケアホー

ム、福祉ホー

ム 

福祉施設（障

害者支援施

設、高齢者支

援施設） 

入院している その他 無回答 

n=456 65.1 27.6 1.1 2.6 1.3 0.7 1.5 

 

 

TOTAL（n=456）

本人（宛名の方）が記入、

または本人が答え

代筆者が記入

68.6

家族（本人の立場に

立って記入）

14.0

施設や病院等の職員

（本人の立場に立って

記入）

0.2

そのほかの方（本人の

立場に立って記入）

0.4

無回答

16.7

(%)

TOTAL（n=456）

男性

46.3

女性

52.6

無回答

1.1

(%)

TOTAL（n=456）

18-39歳

5.3

40-64歳

18.2

65歳以上

73.2

無回答

3.3

(%)
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問５ どなたと一緒に暮らしていますか。（○はいくつでも） 
 同居者は、「配偶者（夫または妻）」が 51.8％で最も高く、「子ども（子どもの配偶者も含む）」が 31.1％
で続いている。 
 年代別にみると、40 代の 28.6％、60 代の 26.6％が「自分ひとりだけで暮らしている」と回答して
おり、他の年代に⽐べ高い。50 代以上では「配偶者（夫または妻）」が半数を超えている。 

（％） 

 

n= 

自
分
ひ
と
り
だ
け
で

暮
ら
し
て
い
る 

配
偶
者 

（夫
ま
た
は
妻
） 

子
ど
も

（子
ど
も
の

配
偶
者
も
含
む
） 

父
親 

母
親 

祖
父 

祖
母 

兄
弟
、
姉
妹 

そ
の
他
の
親
せ
き 

福
祉
施
設
の
職
員
や

仲
間 

そ
の
他 

無
回
答 

TOTAL 456 19.1 51.8 31.1 5.5 8.6 0.7 0.4 4.8 1.1 3.1 1.3 1.5 

19 歳以下 1 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

20 代 12 8.3 0.0 0.0 83.3 83.3 25.0 16.7 50.0 0.0 8.3 0.0 0.0 

30 代 11 0.0 54.5 27.3 45.5 45.5 0.0 0.0 9.1 0.0 9.1 0.0 0.0 

40 代 21 28.6 28.6 33.3 19.0 28.6 0.0 0.0 9.5 0.0 0.0 0.0 0.0 

50 代 36 16.7 55.6 30.6 5.6 27.8 0.0 0.0 8.3 5.6 0.0 0.0 0.0 

60 代 79 26.6 59.5 31.6 1.3 6.3 0.0 0.0 5.1 1.3 0.0 0.0 0.0 

70 歳以上 281 18.1 54.1 33.1 0.4 0.4 0.0 0.0 1.8 0.7 4.3 2.1 1.1 

無回答 15 13.3 33.3 20.0 6.7 6.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 26.7 
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（２）障害状況 
問６ 身体障害者手帳に記載されている障害は次のどれですか。あてはまるものに○をつけてくださ
い。（○はいくつでも）また記載されている障害の程度（等級）をお答えください。 
 身体障害者手帳記載の障害は、視覚障害が 6.6％、聴覚障害が 9.2％、平衡機能障害が 1.5％、音声・
言語・そしゃく機能の障害が 2.4％、肢体不自由（上肢、下肢、乳幼児期以前の非進⾏性の脳病変によ
る運動機能障害）が 38.8％、肢体不自由（体幹）が 10.5％、内部障害（心臓、じん臓、呼吸器、ぼう
こう、直腸、小腸の機能の障害）が 30.5％、内部障害（免疫、肝臓の機能の障害）が 1.3％である。 

（％） 

n=456  １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 等級不明 

視覚障害 30 6.6 33.3 16.7 10.0 10.0 16.7 10.0 3.3 

聴覚障害 42 9.2 ━ 21.4 9.5 16.7 ━ 35.7 16.7 

平衡機能障害 7 1.5 ━ ━ 71.4 ━ 14.3 ━ 14.3 

音声・言語・そしゃく 11 2.4 ━ ━ 63.6 27.3 ━ ━ 9.1 

肢体不自由（上肢、下肢等） 177 38.8 6.8 14.7 18.1 35.0 14.1 7.9 3.4 

肢体不自由（体幹） 48 10.5 29.2 14.6 27.1 ━ 27.1 ━ 2.1 

内部障害（心臓、じん臓等） 139 30.5 66.2 ━ 9.4 15.1 ━ ━ 9.4 

内部障害（免疫、肝臓の機能の障害） 6 1.3 33.3 50.0 0.0 16.7 ━ ━ 0.0 

わからない 9 2.0 ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ 

無回答 24 5.3 ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ 

※等級は、各障害に対する割合である。障害等級がないものは「━」としている。 
 

問７ 次のうち、あてはまるものに○をつけてください。（○はいくつでも） 
 身体障害者手帳以外の障害との重複状況をみると、「国または東京都が指定する難病医療費等助成対
象疾病を患っている」が 14.7％である。 

（％） 

 

n= 

愛の手帳

（療育手

帳）を持っ

ている 

精神障害

者保健福

祉手帳を

持ってい

る 

国または東

京都が指定

する難病医

療費等助成

対象疾病を

患っている 

高次脳機

能障害と

診断され

たことがあ

る 

発達障害

と診断さ

れたこと

がある 

訪問看護

などの医

療的ケア

を受けて

いる 

あてはま

るものは

ない 

無回答 

TOTAL 456 5.0 1.5 14.7 2.2 0.4 6.8 55.7 16.4 

19 歳以下 1 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

20 代 12 50.0 0.0 0.0 0.0 8.3 0.0 41.7 8.3 

30 代 11 9.1 0.0 27.3 9.1 0.0 18.2 45.5 27.3 

40 代 21 9.5 4.8 28.6 0.0 0.0 9.5 52.4 4.8 

50 代 36 0.0 0.0 22.2 5.6 2.8 0.0 61.1 8.3 

60 代 79 0.0 1.3 16.5 2.5 0.0 5.1 63.3 12.7 

70 歳以上 281 4.3 1.8 12.1 1.4 0.0 7.8 55.9 18.5 

無回答 15 6.7 0.0 20.0 6.7 0.0 6.7 26.7 33.3 
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問８ あなたは、介護保険の介護認定を受けていますか。受けている場合、あてはまる要介護度に〇を
つけてください。（○は１つ） 
＜回答対象者：40 歳以上＞ 
 介護認定状況は、40〜64 歳、65 歳以上とも「認定は受けていない」が最も高いが、65 歳以上の 9.3％
が要支援、34.1％が要介護の認定を受けている。 

（％） 

  

n= 

認定は

受けて

いない 

要支援

１ 

要支援

２ 

要介護

１ 

要介護

２ 

要介護

３ 

要介護

４ 

要介護

５ 

わから

ない 
無回答 

TOTAL 417 53.0 4.3 3.8 10.1 6.0 5.3 4.1 3.6 1.9 7.9 

40-64 歳 21 81.9 1.2 2.4 3.6 1.2 2.4 1.2 0.0 2.4 3.6 

65 歳以上 281 45.8 5.1 4.2 11.7 7.2 6.0 4.8 4.5 1.8 9.0 

 

問９ あなたは、障害者支援の手当や年⾦を主にどのように利用していますか。（○は１つ） 
 障害者支援の手当や年⾦の利用状況は、「将来のために蓄えている（預貯⾦など）」が 8.8％、「日々の
⽣活のために利用することが多い」が 59.4％、「年⾦や手当は受給していない」が 25.4％である。 

 

※0.0 は非表⽰ 

 

  

TOTAL（n=456）

19歳以下（n=1）

20代（n=12）

30代（n=11）

40代（n=21）

50代（n=36）

60代（n=79）

70歳以上（n=281）

無回答（n=15）

将来のために蓄えて

いる（預貯金など）

8.8

66.7

9.1

9.5

8.3

10.1

5.7

13.3

日々の生活のために

利用することが多い

59.4

100.0

33.3

54.5

52.4

55.6

64.6

60.1

60.0

年金や手当は受給して

いない

25.4

36.4

33.3

33.3

22.8

25.6

20.0

無回答

6.4

4.8

2.8

2.5

8.5

6.7

(%)
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（３）介助・援助の状況 
問 10 あなたは、どのようなときに介助・援助を受けていますか。（○はいくつでも） 
 46.3％の人が「介助・援助は受けていない」と回答しているが、介助・援助を受けている場⾯として
は、「外出するとき」が 23.2％で最も高く、次いで、「お風呂に入ったり、身体を洗うとき」が 18.9％
である。 

 

 

 

  

外出するとき

お風呂に入ったり、身体を洗うとき

家事（調理、掃除、洗濯）をするとき

暮らしに必要な事務手続き

生活費などお金の管理

着替えをするとき

トイレの使用やオムツ交換するとき

服薬するとき

家の中の移動をするとき

相手の話を知りたいときや
自分の話を伝えたいとき

食事をするとき（ご飯を食べるとき）

学校や職場、作業所などへの
送り迎えのとき

介助・援助は受けていない

その他

無回答

23.2

18.9

18.6

16.2

13.4

12.9

10.5

9.0

7.7

5.7

5.0

5.0

46.3

3.3

14.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(%)

n=456
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問 11 ふだん、あなたを主に介助・援助しているのはどなたですか。（○は１つ） 
 ふだん、主に介助・援助している人は「配偶者（夫、妻）」が 34.3％で最も高く、次いで、「子ども、
子どもの配偶者」が 24.9％、「ホームヘルパー等の在宅サービス事業者」が 15.5％である。 
 年代別にみると、70 歳以上では「配偶者（夫、妻）」が高い。 
 

（％） 

 

n= 

配
偶
者

（夫
、
妻
） 

子
ど
も
、
子
ど
も
の
配

偶
者 

父
親 

母
親 

祖
父 

祖
母 

兄
弟
、
姉
妹 

そ
の
他
の
親
せ
き 

近
所
の
人
、
友
人
・
知

人 
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
等
の 

在
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者 

そ
の
他 

無
回
答 

TOTAL 181 34.3 24.9 3.3 6.1 0.0 0.0 2.2 2.2 0.6 15.5 8.3 2.8 

19歳以下 1 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

20 代 7 0.0 0.0 14.3 57.1 0.0 0.0 0.0 0.0 14.3 0.0 14.3 0.0 

30 代 6 50.0 0.0 16.7 16.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 16.7 0.0 0.0 

40 代 8 25.0 12.5 12.5 37.5 0.0 0.0 0.0 12.5 0.0 0.0 0.0 0.0 

50 代 11 27.3 9.1 9.1 18.2 0.0 0.0 9.1 0.0 0.0 27.3 0.0 0.0 

60 代 19 47.4 21.1 5.3 0.0 0.0 0.0 5.3 0.0 0.0 15.8 5.3 0.0 

70歳以上 119 35.3 29.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.8 2.5 0.0 17.6 10.9 3.4 

無回答 10 30.0 40.0 10.0 0.0 0.0 0.0 10.0 0.0 0.0 0.0 0.0 10.0 
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（４）日中の過ごし方や外出の状況・社会参加状況 
問 21 あなたは、平日（月曜日〜⾦曜日）の日中を主にどのように過ごしていますか。（○は１つ） 
 平日の日中の過ごし方は、「自宅にいることが多い」が 48.0％、「働いている」が 16.7％である。 
 年代別にみると、20 代では「福祉施設、作業所などに通っている」が 41.7％、「働いている」が 50.0％
である。70 歳以上の 8.2％が「入所・入院している施設や病院などで過ごしている」と回答しており、
他の年代に⽐べ高い。 

（％） 

 

n= 

幼稚園や

保 育 園 、

学 校 な ど

に 通 っ て

いる 

福 祉 施

設 、 作 業

所 な ど に

通 っ て い

る 

病 院 な ど

の デ イ ケ

ア に 通 っ

ている 

リハビリテ

ーションを

受 け て い

る 

働 い て い

る 

入 所 ・ 入

院 し て い

る 施 設 や

病 院 な ど

で 過 ご し

ている 

自 宅 に い

る こ と が

多い 

その他 無回答 

TOTAL 456 0.0 4.6 6.6 6.6 16.7 5.7 48.0 6.6 5.3 

19歳以下 1 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

20 代 12 0.0 41.7 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 8.3 0.0 

30 代 11 0.0 9.1 0.0 0.0 54.5 0.0 36.4 0.0 0.0 

40 代 21 0.0 4.8 9.5 0.0 38.1 4.8 42.9 0.0 0.0 

50 代 36 0.0 2.8 5.6 2.8 44.4 0.0 30.6 11.1 2.8 

60 代 79 0.0 1.3 0.0 11.4 24.1 2.5 45.6 7.6 7.6 

70歳以上 281 0.0 2.8 8.5 6.4 7.1 8.2 54.8 6.8 5.3 

無回答 15 0.0 20.0 13.3 13.3 6.7 0.0 33.3 0.0 13.3 

 

問 12 あなたは、どのくらい外出しますか。通所、通学、通勤、買い物、日常の散歩など、すべてを
含めてお答えください。（○は１つ） 
 外出頻度は、「週に 5 日以上」が 34.2％、「週に３〜４日」が 28.9％、「週に１〜2 日」が 20.8％で
ある。「ほとんど外出しない」と回答した人は 9.0％となっている。 

 

 

 

  

TOTAL（n=456）

週に５日以上

34.2

週に３～４日

28.9

週に１～２日

20.8

月に２～３日

3.3

ほとんど外出しない

9.0

その他

1.3

無回答

2.4

(%)
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問 13 あなたは、外出をするときに支援が必要ですか。（○は１つ） 
 外出時の支援の必要性は、58.8％の人が「ひとりで外出できる」と回答している。「いつも支援が必
要」は 20.2％である。 
 障害の種類別にみると、肢体不自由（体幹）では、37.5％が「いつも支援が必要」としている。視覚
障害では、３割の人が「慣れた場所にはひとりで⾏けるが、それ以外は支援が必要」と回答している。 

 
※0.0 は非表⽰ 

 

  

TOTAL（n=456）

視覚障害（n=30）

聴覚障害（n=42）

平衡機能障害（n=7）

音声・言語・そしゃく（n=11）

肢体不自由（上肢、下肢等）
（n=177）

肢体不自由（体幹）（n=48）

内部障害（心臓、じん臓等）
（n=139）

内部障害（免疫、肝臓の
機能の障害）（n=6）

わからない（n=9）

無回答（n=24）

ひとりで外出できる

58.8

40.0

66.7

54.5

55.4

37.5

69.1

50.0

44.4

50.0

いつも支援が必要

20.2

23.3

21.4

28.6

27.3

25.4

37.5

10.1

33.3

44.4

25.0

慣れた場所には

ひとりで行ける

が、それ以外は
支援が必要

11.4

30.0

7.1

42.9

9.0

10.4

10.8

11.1

16.7

いつもはひとりで

行けるが、調子

が悪い場合は
支援が必要

5.3

3.3

28.6

7.3

4.2

5.8

16.7

その他

2.0

3.3

1.7

2.9

4.2

無回答

2.4

4.8

18.2

1.1

10.4

1.4

4.2

(%)
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問 14 外出の際に困っていることはありますか。（○はいくつでも） 
 外出の際に困っていることとしては、「歩道が狭く、道路に段差が多い」との回答が 24.6％で最も高
い。次いで、「建物などに段差が多く、歩きにくい」（16.9％）、「電⾞やバスなどの交通機関が利用しづ
らい」（14.7％）、「道路に放置自転⾞等の障害物が多く、歩きにくい」（11.0％）となっており、ハー
ド⾯での困りごとが上位になっている。 

 

 
 
  

歩道が狭く、道路に段差が多い

建物などに階段が多く、歩きにくい

電車やバスなどの交通機関が
利用しづらい

道路に放置自転車などの
障害物が多く、歩きにくい

気軽に利用できる移送手段が少ない

他人との会話が難しい

車を駐車するところがない

障害者用のトイレが少ない

付き添ってくれる人がいない

必要なときに、まわりの人の
手助け・配慮が足りない

他人の視線が気になる

その他

特に困っていることはない

無回答

24.6

16.9

14.7

11.0

9.9

8.6

8.1

8.1

6.6

3.9

3.7

5.9

32.5

12.5

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(%)

n=456
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問 15 あなたは、この１年くらいの間に、次のような活動をしましたか。（○はいくつでも）：活動状況 
問 19 これからどのような活動をしたいと思いますか。（○はいくつでも）：活動意向 
 活動状況と活動意向を⽐べると、「旅⾏」は実際の活動状況が 33.8％、活動意向は 49.6％となって
おり、意向が約 16 ポイント高い。 
 実際の活動状況では、「買い物」（69.1％）、「選挙の投票」（53.5％）が高く、活動意向では、「旅⾏」
（49.6％）、「買い物」（44.1％）が高い。 

 

 
 

  

スポーツやレクリエーション

旅行

買い物

ボランティア活動

障害者団体の活動

趣味などのサークル活動

講座や講演会などへの参加

地域の行事やお祭り

選挙の投票

その他

特に何もしてない
特に活動したくない

無回答

19.5

33.8

69.1

4.6

3.5

21.5

9.0

7.0

53.5

2.2

14.9

4.4

19.7

49.6

44.1

6.8

6.1

27.0

16.9

11.2

29.4

3.5

15.1

10.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

活動状況（n=456）

活動意向（n=456）

(%)
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問 20 問 19 のような活動をするために、どのような支援が必要だと思いますか。（○はいくつでも） 
 活動のために必要な支援としては、「活動するための場所が近くにあること」が 28.1％で最も高く、
次いで、「活動についての情報が提供されること」（23.2％）、「一緒に⾏く仲間がいること」（22.8％）
が続いている。 

 

 

問 16 選挙の投票の際、困ったことや改善してほしいことはありましたか。（自由記述） 
＜回答対象者：問 15 で「選挙の投票」と回答した人＞ 
    整理中     

 

 

  

 活動するための場所が近くにあること

 活動についての情報が提供されること

一緒に行く仲間がいること

魅力的な内容であること

障害のある人に配慮した
施設や設備があること

適切な指導者がいること

移動支援など、外出のための
手段が確保されていること

介助者・援助者がいること

その他

特にない

無回答

28.1

23.2

22.8

21.5

21.3

18.2

16.0

14.9

3.1

22.6

16.9

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(%)

n=456



＜Ⅱ １ 身体障害者調査＞ 

18 

問 17 スポーツ活動をした方は、どのようなスポーツ活動をしましたか。あてはまるものに○をつけ
てください。（○はいくつでも） 
＜回答対象者：問 15 で「スポーツやレクリエーション」と回答した人＞ 
 スポーツ活動の内容は、以下の通りである。 

（％） 

n= 卓球 ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ ボッチャ ダンス ボウリング ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ 水泳 その他 無回答 

89 6.7 3.4 2.2 4.5 4.5 1.1 27.0 58.4 4.5 

 

 「その他」（58.4％）として以下の記述があった。      整理中     
 
問 18 活動のために外出する際に「同⾏援護」「⾏動援護」「移動支援」等のヘルパーを利用していま
すか。（○は１つ） 
＜回答対象者：問 15 で何らかの活動をしている人＞ 
 活動のためのヘルパー利用状況は、「ヘルパーを利用している」が 6.0％、「ヘルパーは利用していな
い」は 75.3％である。 
 障害の種類別にみると、視覚障害では 25 人のうち 6 人（24.0％）が「ヘルパーを利用している」と
回答している。 

 

※0.0 は非表⽰ 

 
 
  

TOTAL（n=368）

視覚障害（n=25）

聴覚障害（n=31）

平衡機能障害（n=7）

音声・言語・そしゃく（n=8）

肢体不自由（上肢、下肢等）
（n=149）

肢体不自由（体幹）（n=36）

内部障害（心臓、じん臓等）
（n=113）

内部障害（免疫、肝臓の
機能の障害）（n=4）

わからない（n=6）

無回答（n=14）

ヘルパーを利用

している

6.0

24.0

14.3

4.0

11.1

2.7

16.7

21.4

ヘルパーは利用

していない

75.3

48.0

74.2

57.1

87.5

73.2

80.6

82.3

75.0

66.7

71.4

わからない

2.2

6.5

2.7

2.8

0.9

無回答

16.6

28.0

19.4

28.6

12.5

20.1

5.6

14.2

25.0

16.7

7.1

(%)
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（５）将来の希望 
問 53 あなたは、今後、どのように日中を過ごしたいと思いますか。（○はいくつでも） 
 今後、希望する日中の過ごし方は、「自宅でのんびり過ごしたい」が 57.7％で最も高く、次いで「自
⽴した日常⽣活ができるよう、一定期間、身体機能や⽣活能⼒向上のために必要な訓練を受けたい」が
12.3％で続いている。 
 平日の日中の過ごし方別にみると、福祉施設、作業所などに通っている人では「一般企業などで働き
たい」、「一般企業での就労は難しいと思うが働きたいと思うので、施設内で就労したり、⽣産活動をし
ながら過ごしたい」がそれぞれ 14.3％である。 
 
＜平日の日中の過ごし方別・今後、希望する過ごし方＞ 

 
 

 

  

n=

自宅での
んびり過ご
したい

自立した
日常生活
ができるよ
う、一定期
間、身体
機能や生
活能力向
上のため
に必要な
訓練を受
けたい

創作活動
や社会と
の交流な
どを行った
りするとこ
ろで過ごし
たい

医療機関
で、機能
訓練、看
護、介護、
日常生活
の世話な
どを受けな
がら過ごし
たい

施設で、
入浴、排
せつ、食
事の介護
を受けな
がら、創作
的活動な
どを行いた
い

一般企業
などで働き
たい

一般企業
等での就
労は難し
いと思うが
働きたいと
思うので、
施設内で
就労した
り、生産活
動をしなが
ら過ごした
い

施設や企
業で作業
や実習な
どを行い、
職場探し
や職場定
着のため
の支援を
受けたい

学校に通
いたい

その他 わからな
い

無回答

TOTAL 456 57.7 12.3 12.1 8.8 7.7 7.5 5.3 2.0 0.9 4.8 4.8 11.0

福祉施設、作業所などに通っている 21 33.3 19.0 38.1 4.8 38.1 14.3 14.3 14.3 0.0 0.0 4.8 4.8

病院などのデイケアに通っている 30 56.7 16.7 13.3 6.7 13.3 0.0 3.3 0.0 0.0 3.3 6.7 10.0

リハビリテーションを受けている 30 53.3 30.0 20.0 40.0 10.0 0.0 0.0 0.0 0.0 3.3 0.0 6.7

働いている 76 55.3 6.6 11.8 1.3 1.3 28.9 6.6 0.0 1.3 6.6 6.6 10.5

入所・入院している施設や病院など
で過ごしている

26 23.1 11.5 0.0 26.9 34.6 3.8 7.7 0.0 0.0 0.0 7.7 7.7

自宅にいることが多い 219 67.1 9.6 9.1 5.5 4.1 3.2 5.0 1.8 0.0 3.7 5.0 10.0

その他 30 50.0 23.3 16.7 6.7 0.0 3.3 6.7 6.7 0.0 13.3 0.0 20.0

無回答 24 54.2 8.3 12.5 12.5 4.2 0.0 0.0 0.0 12.5 12.5 4.2 25.0

57.7

12.3 12.1
8.8 7.7 7.5

5.3
2.0 0.9

4.8 4.8

11.0

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0(%)
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問 54 あなたは、将来、どこで⽣活したいと思いますか。（○は１つ） 
 将来、⽣活したいところは、「今の場所で⽣活したい」が 57.9％、「グループホームなどを利用した
い」が 2.4％、「施設に入所して暮らしたい」が 6.6％、「一般の住宅で家族といっしょに⽣活したい」
が 20.8％、「一般の住宅でひとり暮らしをしたい」が 3.7％である。 

 

※0.0 は非表⽰ 

 
問 55 成年後⾒制度とは、知的障害や精神障害などの理由により、判断能⼒が⼗分でない方の財産な
どの権利を守る制度です。あなたは、成年後⾒制度について知っていますか。（○は１つ） 
 成年後⾒制度について、「名前も内容も知っている」人は 38.2％、「名前を聞いたことはあるが、内
容は知らない」人は 29.8％である。18.0％の人が「名前も内容も知らない」と回答している。 

 

 
 
  

TOTAL（n=456）

19歳以下（n=1）

20代（n=12）

30代（n=11）

40代（n=21）

50代（n=36）

60代（n=79）

70歳以上（n=281）

無回答（n=15）

今の場所で

生活したい

57.9

100.0

16.7

45.5

57.1

50.0

60.8

60.1

60.0

グループホーム

などを利用したい

2.4

8.3

4.8

3.8

2.1

施設に入所して

暮らしたい

6.6

16.7

13.9

1.3

7.5

6.7

一般の住宅で

家族と一緒に

生活したい

20.8

25.0

45.5

14.3

22.2

22.8

18.9

33.3

一般の住宅でひとり

暮らしをしたい

3.7

33.3

9.1

9.5

2.8

6.3

1.4

その他

0.9

2.8

1.1

無回答

7.7

14.3

8.3

5.1

8.9

(%)

TOTAL（n=456）

名前も内容も知らない

18.0

名前を聞いたことはあ

るが、内容は知らない

29.8

名前も内容も

知っている

38.2

無回答

14.0

(%)
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問 56 あなたは、成年後⾒制度を活用したいと思いますか。（○は１つ） 
 成年後⾒制度を「すでに活用している」人は 1.5％である。「今は必要ないが、将来必要になったら活
用したい」と考える人は 30.0％である。 
 年代別にみると、「すでに活用している」人は、20 代、40 代、60 代以上である。20 代、30 代では
「今は必要ないが、将来必要になったら活用したい」がそれぞれ 40％を超えている。70 歳以上では、
「活用したいと思わない」人が 31.0％である。 

 

※0.0 は非表⽰ 

 
（６）雇用・就労について 
問 22 現在、あなたは収入を伴う仕事をしていますか。（○は１つ） 
 収入を伴う仕事している人の割合は、18-39 歳で 58.3％、40-64 歳で 47.0％、65 歳以上で 12.6％
である。 

 

※0.0 は非表⽰ 

 
  

TOTAL（n=456）

19歳以下（n=1）

20代（n=12）

30代（n=11）

40代（n=21）

50代（n=36）

60代（n=79）

70歳以上（n=281）

無回答（n=15）

すでに活用している

1.5

8.3

4.8

1.3

1.1

6.7

今は必要ないが、将来必

要になったら活用したい

30.0

100.0

41.7

45.5

23.8

38.9

34.2

26.7

33.3

活用したいとは思わない

27.0

16.7

9.1

28.6

8.3

27.8

31.0

13.3

わからない

27.4

33.3

45.5

33.3

47.2

32.9

21.4

40.0

無回答

14.0

9.5

5.6

3.8

19.9

6.7

(%)

TOTAL（n=456）

18-39歳（n=24）

40-64歳（n=83）

65歳以上（n=334）

無回答（n=15）

収入を伴う

仕事をしている

21.3

58.3

47.0

12.6

13.3

収入を伴う

仕事はしていない

75.7

41.7

53.0

83.5

80.0

無回答

3.1

3.9

6.7

(%)



＜Ⅱ １ 身体障害者調査＞ 

22 

＜問 23〜問 26 回答対象者：収入を伴う仕事をしている人＞ 
問 23 どなたかの支援を受けて現在の仕事に就きましたか。あてはまるものすべてに○をつけてくだ
さい。（○はいくつでも） 
 就労の際の支援については、52.6％の人が「支援は受けなかった」と回答しているが、あげられた支
援先としては、「ハローワーク」が 8.2％と最も高くなっている。 

（％） 

n= 

ハロー 

ワーク 

障害者就

労支援セ

ンター

（一歩） 

就労移行

支援事業

所（さく

らの園） 

学校 家族 友人・ 

知人 

その他 支援は受

けなかっ

た 

無回答 

97 8.2 0.0 1.0 4.1 7.2 4.1 10.3 52.6 12.4 

 
問 24 仕事の形態は次のうちどれですか。（○は１つ） 
 就労形態は、「会社・団体等の正規の職員」が 38.1％、「アルバイト、臨時、パート、嘱託等」が 33.0％、
「自営業（家業の手伝いを含む）」が 17.5％である。 

 
※0.0 は非表⽰ 

 
  

TOTAL（n=97）

18-39歳（n=14）

40-64歳（n=39）

65歳以上（n=42）

無回答（n=2）

自営業（家業の

手伝いを含む）

17.5

15.4

23.8

50.0

会社・団体等の

正規の職員

38.1

64.3

56.4

11.9

50.0

アルバイト、臨時、

パート、嘱託等

33.0

28.6

23.1

45.2

内職

2.1

2.6

2.4

授産施設、または

福祉作業所

2.1

7.1

2.6

その他

1.0

2.4

無回答

6.2

14.3

(%)
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問 25 あなたご自身の１ヶ月当たりの平均的な給与・賃⾦・⼯賃はいくらですか。 
 全体でみると、1 ヶ月当たりの平均的な給与・賃⾦・⼯賃は、平均 171,303 円である。 
 就労形態別にみると、1 ヶ月当たりの平均的な給与・賃⾦・⼯賃は、「自営業（家業の手伝いを含む）」
185,769 円、「会社・団体等の正規職員」248,387 円、「アルバイト、臨時、パート、嘱託等」115,185
円となっている。 

（％） 

 
n= 

50,000 円

未満 

100,000

円未満 

150,000

円未満 

200,000

円未満 

250,000

円未満 

400,000

円未満 

400,000

円以上 

無回答 平均（円） 

TOTAL 97 10.3 15.5 10.3 13.4 16.5 8.2 7.2 18.6 171,303 

自営業（家業の

手伝いを含む） 
17 5.9 23.5 0.0 11.8 5.9 17.6 11.8 23.5 185,769 

会社・団体等

の正規の職員 
37 0.0 0.0 8.1 16.2 35.1 13.5 10.8 16.2 248,387 

アルバイト、臨時、

パート、嘱託等 
32 9.4 31.3 21.9 12.5 6.3 0.0 3.1 15.6 115,185 

内職 2 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 22,500 

授産施設、また

は福祉作業所 
2 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 4,000 

その他 1 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 15,000 
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問 26 仕事をする上で困っていることは何ですか。（○はいくつでも） 
 仕事をするうえで困っていることとして、「通勤が⼤変」との回答が 25.8％と最も高い。次いで、「給
与・⼯賃などの収入が少ない」（22.7％）、「勤務時間、日数が多く体⼒的に不安」（18.6％）が続く。 
 身体障害者手帳記載の障害の種類別にみると、「通勤が⼤変」との回答は、肢体不自由（上肢、下肢
等）で 28.3％、内部障害で 31.0％である。 
 就労形態別にみると、「給与・⼯賃などの収入が少ない」との回答は、アルバイト、臨時、パート、
嘱託等で 25.0％、「障害に対する職場の理解不⾜」は、会社・団体等の正規の職員で 21.6％である。 
 

 

 

 

  

n=

通勤が大

変

給与・工賃

などの収入

が少ない

勤務時間、

日数が多く

体力的に不

安

障害に対す

る職場の理

解不足

職場の人

間関係

職場の設

備が障害に

対応してい

ない

職場外で相

談相手がい

ない

業務内容

が合わない

その他 特に困って

いることは

ない

無回答

TOTAL 97 25.8 22.7 18.6 12.4 11.3 5.2 4.1 3.1 4.1 33.0 10.3

視覚障害 7 14.3 28.6 0.0 14.3 0.0 0.0 0.0 0.0 14.3 57.1 0.0

聴覚障害 7 14.3 14.3 0.0 28.6 0.0 0.0 14.3 0.0 42.9 14.3 14.3

音声・言語・そしゃく 2 0.0 100.0 0.0 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

肢体不自由（上肢、下肢等） 46 28.3 21.7 23.9 13.0 8.7 10.9 2.2 0.0 0.0 32.6 15.2

肢体不自由（体幹） 5 0.0 60.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 40.0 0.0

内部障害（心臓、じん臓等） 29 31.0 17.2 24.1 6.9 20.7 0.0 6.9 6.9 0.0 31.0 6.9

内部障害（免疫、肝臓の機能の障害） 2 0.0 50.0 50.0 50.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0

無回答 2 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 50.0 0.0

25.8
22.7

18.6

12.4 11.3

5.2 4.1 3.1 4.1

33.0

10.3

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0(%)

自営業（家業の手伝いを含む） 17 5.9 11.8 5.9 5.9 0.0 5.9 0.0 0.0 0.0 58.8 17.6

会社・団体等の正規の職員 37 51.4 18.9 35.1 21.6 13.5 10.8 8.1 5.4 8.1 18.9 0.0

アルバイト、臨時、パート、嘱託等 32 9.4 25.0 12.5 9.4 18.8 0.0 3.1 3.1 3.1 37.5 15.6

内職 2 50.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

授産施設、または福祉作業所 2 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

その他 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0

無回答 6 16.7 16.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 33.3 33.3

＜身体障害者手帳記載の障害の種類別＞ 

＜就労形態別＞ 
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問 27 仕事をしていない主な理由は何ですか。（○は１つ） 
＜回答対象者：収入を伴う仕事をしていない人＞ 
 仕事をしていない主な理由として、「仕事をする必要がない」が 49.3％で最も高い。 
 40-64 歳の 29.5％が「仕事をしたいと思うが、できない」と回答している。 

 

※0.0 は非表⽰ 

 
 
  

TOTAL（n=345）

18-39歳（n=10）

40-64歳（n=44）

65歳以上（n=279）

無回答（n=12）

仕事をする

必要がない

49.3

10.0

27.3

54.8

33.3

現在、求職中、

職業訓練中

2.3

15.9

8.3

仕事をしたい

とは思わない

3.8

4.7

仕事をしたいと

思うが、できない

13.3

10.0

29.5

10.4

25.0

仕事を「したいか、

したくないか」では

なく、「できない」

24.1

70.0

25.0

21.9

33.3

その他

2.6

10.0

2.3

2.5

無回答

4.6

5.7

(%)
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問 28 あなたは、障害のある方の雇用を促進するために、市内で不⾜していると思われるサービスや
取組みは何だと思いますか。（○はいくつでも） 
 障害のある人の雇用促進のために、不⾜していると思われるサービスや取組みは、「就職や転職につ
いて相談を受けるサービス」が 14.9％で最も高く、次いで「就職に関する情報発信サービス」が 14.0％
で続く。 

 

 

（７）障害者施設・施策について 
問 29 あなたは、⻄東京市の障害者総合支援センター「フレンドリー」を知っていますか。（○は１つ） 
問 30 あなたは、⻄東京市にある次の施設を利用したことがありますか。また、知っていますか。（○
は１つ） 
 市内施設を利用したことがある人は、障害者総合支援センター「フレンドリー」が 6.4％、相談支援
センター・えぽっくが 2.4％、障害者就労支援センター・一歩が 1.3％、地域活動支援センター・ハー
モニーが 1.5％、保谷障害者福祉センターが 3.3％、地域活動支援センター・ブルームが 1.3％である。 

 

就職や転職について相談を受けるサービス

就職に関する情報発信サービス

職種の拡大や近隣地域での就職先の確保

自立した生活を目的としたグループホームや
一人暮らしに対する支援

就職や転職する上での生活上の
問題について相談を受けるサービス

企業や地域における障害理解をすすめる支援

仕事の日以外に利用できる余暇活動や交流の場

就職に重点をおいた作業訓練や
技術習得などの職業訓練

企業や官公庁などでの仕事を
体験する機会の提供

就職後の定期訪問等、安心して
働き続けることのできるサポート

自ら起業することを希望する人への支援

就職するための書類作成の支援や
面接練習等の支援

その他

わからない

無回答

14.9

14.0

12.9

12.9

11.2

10.3

10.3

8.1

6.1

6.1

5.0

2.0

2.2

33.8

23.5

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0
(%)

n=456

　障害者総合支援センター
「フレンドリー」（n=456）

相談支援センター・えぽっく
（n=456）

障害者就労支援センター・
一歩（n=456）

地域活動支援センター・
ハーモニー（n=456）

保谷障害者福祉センター
（n=456）

地域活動支援センター・
ブルーム（n=456）

利用している

（利用したことがある）

6.4

2.4

1.3

1.5

3.3

1.3

知っているが、

利用したことはない

18.9

9.2

7.7

8.6

14.5

5.0

知らない

70.8

68.0

70.2

70.0

62.3

72.6

無回答

3.9

20.4

20.8

20.0

20.0

21.1

(%)
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問 31 あなたは、次の講座や事業等を知っていますか。（○はいくつでも） 
 市開催の講座や事業等の認知状況は、以下の通りである。 

（％） 

n= 

サポーター養

成講座 

ヘルプカード スポーツ支援

事業 

障害者水泳教

室 

講座や事業等

は知らない 

無回答 

456 8.3 21.1 5.7 6.4 58.6 15.8 

 
（８）相談や情報入手方法 
問 32 あなたは、悩みごとや心配ごとがあるとき、家族や親せき以外に、どのようなところに相談し
ていますか。（○はいくつでも） 
 家族や親せき以外の相談先としては、「知人・友人」をあげる人が 27.4％と最も高く、次いで「病院・
診療所」（18.6％）、「市役所の福祉相談窓口」（15.8％）と続いている。一方で、23.2％が「相談でき
るところは特にない」と回答している。 

（％） 

n= 

友人・ 

知人 

病院・ 

診療所 

市役所の

福祉相談

窓口 

福祉施設

や作業所

の職員 

生活保護

の担当職

員 

保谷障害

者福祉セ

ンター 

民生委

員・児童

委員 

幼稚園・

保育園・

学校の先

生や職場

の仲間 

社会福祉

協議会の

職員 

地域活動

支援ｾﾝﾀ

ｰ･ 

ハーモニ

ー 

456 27.4 18.6 15.8 3.7 2.6 1.1 1.1 1.1 1.1 0.9 

障害者 

団体 

相談支援

センタ

ー・ 

えぽっく 

地域活動

支援セン

ター・ブ

ルーム 

保健師 

障害者就

労支援セ

ンター・

一歩 

児童 

相談所 
その他 

誰かに相

談するこ

とはまれ

である 

相談でき

るところ

は特にな

い 

無回答 

0.9 0.7 0.7 0.7 0.4 0.0 5.9 16.4 23.2 10.1 

 
問 33 相談できるところは特にないと回答した理由は何ですか。（〇はいくつでも） 
＜回答対象者：「相談できるところは特にない」と回答した人＞ 
 35.8％は「どこに相談したらよいかわからないから」と回答している。 

（％） 

n= 

相談するほどでも

ない・必要がない 

相談したくないか

ら 

どこに相談したら

よいかわからない

から 

その他 無回答 

106 51.9 8.5 35.8 4.7 0.9 
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問 34 あなたは、障害福祉サービスなどの情報を主にどこから得ていますか。（○はいくつでも） 
 情報の入手先として、「市の広報紙（広報テープを含む）」が 41.4％で最も高く、次いで、「障害者の
しおり（市が作成した冊子）」（25.2％）、「家族、親せき」（12.7％）と続いている。情報入手先が「わ
からない」と回答した人は 14.5％である。 

 

 
  

市の広報紙（広報テープを含む）

障害者のしおり（市が作成した冊子）

家族、親せき

病院、診療所

市のホームページ

友人、知人

都の広報紙（広報テープを含む）

テレビ、ラジオ、新聞

都のホームページ

障害者団体

学校、職場、施設

図書館の障害者向けサービス

民生委員・児童委員

その他

わからない

無回答

41.4

25.2

12.7

11.0

9.4

9.4

8.3

8.3

2.6

2.6

1.3

1.1

0.4

4.6

14.5

11.6

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(%)

n=456
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＜問 35、問 36 回答対象者：視覚障害または聴覚障害のある人＞ 
問 35 コミュニケーションや情報取得をする上で困ることはどのようなことですか。（○はいくつでも） 
 視覚障害のある人の、コミュニケーションや情報取得をするうえで困っていることは、36.7％の人が
「初めて⾏くところなどでは、どのように⾏けばよいかわからない」、20.0％が「公共施設の案内等が
わかりにくい」と回答している。 
 また聴覚障害のある人では、76.2％の人が「会話の際、相手の言うことがよく理解できない」と回答
している。また「訪問者が来たのがわからない」、「話しかけられても気がつかないため、無視したと誤
解される」ことをあげる人がそれぞれ 54.8％である。 
 
＜視覚障害＞ 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

＜聴覚障害＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

初めて行くところなどでは、
どのように行けばよいかわからない

公共施設の案内等がわかりにくい

インターネットが利用しにくい

郵便物の重要度がわからない

音声による情報が少ない

点字の出版物が少ない

その他

特に困ることはない

無回答

36.7

20.0

16.7

13.3

10.0

6.7

3.3

26.7

23.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0
(%)

n=30

会話の際、相手の言うことが
よく理解できない

訪問者が来たのがわからない

話しかけられても気がつかない
ため、無視したと誤解される

緊急・非常時の情報が入りにくい

字幕付きのテレビ番組が少ない

車などの警笛が聞こえず、
危険な思いをした

電車・バスなど交通手段の
情報が入りにくい

手話による情報提供が少ない

手話・要約筆記の予約がとりづらい

その他

特に困ることはない

無回答

76.2

54.8

54.8

38.1

35.7

28.6

19.0

7.1

2.4

4.8

2.4

7.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(%)

n=42
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問 36 コミュニケーションや情報取得の際、あるとよいサービスはどのようなものですか。（自由記述） 
 
    整理中     

 

 

（９）福祉サービス認知・利用状況 
問 37 あなたは、次のような障害福祉サービスを、過去 1 年の間に利用したことがありますか。利用
したことがあるサービスに○をつけてください。（○はいくつでも） 
 以下の障害福祉サービスのうち、過去 1 年間での利用経験が最も高いのは、「訪問系サービス（居宅
介護、同⾏援護等）」で 11.0％である。次いで、「⽣活介護」（5.9％）、「自⽴訓練（機能訓練、⽣活訓
練）」(5.9％)、「相談支援」（4.8％）が続く。 

 

 
問 38 サービスに対する、感想やご意⾒があれば自由にご記入ください。（自由記述） 
※サービス名、利用の際に困っていること、サービス利用で改善してほしい点など。 
＜回答対象者：何らかの障害福祉サービス利用経験者＞ 
    整理中     

 
 
  

訪問系サービス

生活介護

自立訓練（機能訓練、生活訓練）

相談支援

短期入所（ショートステイ）

就労継続支援（Ａ型、Ｂ型）

施設入所支援

療養介護

共同生活援助（グループホーム）

就労移行支援

上記のようなサービスは

利用したことがない

無回答

11.0

5.9

5.9

4.8

4.4

0.9

0.7

0.4

0.4

0.2

59.4

18.6

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(%)

n=456
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問 39 あなたが、「⼗分利用できていない」と思う障害福祉サービスはどのサービスですか。あてはま
るものすべてに○をつけてください。（○はいくつでも） 
＜回答対象者：何らかの障害福祉サービス利用経験者＞ 
 サービス利用経験者の 31.0％が「必要なサービスを利用できている」と回答しているが、「⼗分利用
できていない」と思うサービスでは、「訪問系サービス」、「自⽴訓練（機能訓練、⽣活訓練）」、「短期入
所（ショートステイ）」をあげる人がそれぞれ 11.0％いる。 
 利用したことがあるサービス別に⼗分利用できていないサービスをみると、実際に訪問系サービスを
利用している人の 16.0％は「⼗分利用できていない」と感じている。また、短期入所（ショートステ
イ利用者では、35.0％が「⼗分利用できていない」と感じている。 
 
＜利用したことがあるサービス別・⼗分利用できていないサービス＞ 
 

 
 

 
  

n=

訪問系

サービス

生活介護 自立訓練

（機能訓
練、生活訓

練）

就労移行

支援

就労継続

支援（Ａ型、
Ｂ型）

療養介護 短期入所

（ショートス
テイ）

共同生活

援助（グ
ループホー

ム）

施設入所

支援

相談支援 必要なサー

ビスを利用
できている

無回答

TOTAL 100 11.0 6.0 11.0 2.0 2.0 3.0 11.0 3.0 4.0 7.0 31.0 41.0

訪問系サービス 50 16.0 10.0 8.0 0.0 0.0 6.0 10.0 6.0 4.0 8.0 36.0 36.0

生活介護 27 18.5 18.5 18.5 3.7 0.0 3.7 18.5 7.4 7.4 22.2 29.6 22.2

自立訓練（機能訓練、生活訓練） 27 25.9 14.8 25.9 3.7 3.7 7.4 7.4 3.7 3.7 11.1 18.5 37.0

就労移行支援 1 100.0 100.0 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0

就労継続支援（Ａ型、Ｂ型） 4 0.0 0.0 25.0 25.0 50.0 0.0 25.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0

療養介護 2 50.0 50.0 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 50.0 0.0

短期入所（ショートステイ） 20 5.0 5.0 15.0 0.0 0.0 0.0 35.0 10.0 10.0 20.0 40.0 25.0

共同生活援助（グループホーム） 2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0

施設入所支援 3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 66.7 0.0

相談支援 22 13.6 9.1 9.1 4.5 4.5 0.0 22.7 9.1 4.5 13.6 18.2 50.0

11.0

6.0

11.0

2.0 2.0 3.0

11.0

3.0 4.0
7.0

31.0

41.0

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0(%)

〈利
用
し
た
こ
と
が
あ
る
サ
ー
ビ
ス
〉 
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問 40 必要だと思うサービスを、⼗分、利用できていない理由は何ですか。（○はいくつでも） 
＜回答対象者：障害福祉サービスを⼗分利用できていないと感じている人＞ 
 利用サービスを「⼗分利用できていない」と感じている人に、理由をたずねたところ、「自⼰負担が
⼤きく、利用できないから」が 25.0％で最も高く、次いで、「サービス利用に予約が必要で、いつも予
約がいっぱいだから」「自分が利用したい時間や時期とあわないから」（ともに 21.4％）、「支給量が⾜
りないから」「通うのが⼤変だから」（ともに 17.9％）が続く。 
 ⼗分利用できていないと思うサービス別にみると、「自⼰負担が⼤きく、利用できないから」との回
答は訪問系サービスで 36.4％、⽣活介護で 50.0％である。 
 
＜⼗分利用できていないと思うサービス別・⼗分利用できていない理由＞ 

 

 
 
 
  

n=

自己負担

が大きく、

利用できな

いから

サービス利

用に予約が

必要で、い

つも予約が

いっぱいだ

から

自分が利

用したい時

間や時期と

あわないか

ら

支給量が

足りないか

ら

通うのが大

変だから

使いたい

サービスの

定員がいっ

ぱいだから

その他 わからない 無回答

TOTAL 28 25.0 21.4 21.4 17.9 17.9 14.3 3.6 14.3 21.4

訪問系サービス 11 36.4 18.2 18.2 36.4 9.1 18.2 9.1 9.1 27.3

生活介護 6 50.0 16.7 16.7 33.3 16.7 16.7 0.0 16.7 16.7

自立訓練（機能訓練、生活訓練） 11 18.2 27.3 45.5 9.1 27.3 27.3 0.0 0.0 36.4

就労移行支援 2 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0

就労継続支援（Ａ型、Ｂ型） 2 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0

療養介護 3 0.0 66.7 33.3 0.0 66.7 33.3 0.0 33.3 0.0

短期入所（ショートステイ） 11 9.1 45.5 27.3 9.1 27.3 36.4 9.1 18.2 9.1

共同生活援助（グループホーム） 3 0.0 100.0 66.7 0.0 33.3 100.0 33.3 0.0 0.0

施設入所支援 4 25.0 50.0 25.0 0.0 50.0 50.0 25.0 0.0 0.0

相談支援 7 28.6 57.1 42.9 14.3 14.3 42.9 0.0 14.3 14.3

25.0
21.4 21.4

17.9 17.9
14.3

3.6

14.3

21.4

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0(%)

〈十
分
利
用
で
き
て
い
な
い
と
思
う
サ
ー
ビ
ス
〉 
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問 41 今後、どのような障害福祉サービスを引き続き、あるいは新たに利用したいと思いますか。（○
はいくつでも） 
 引き続き、あるいは新たに利用したいサービスは、「相談支援」が 17.8％、「訪問系サービス」が 17.3％、
「自⽴訓練（機能訓練、⽣活訓練）」が 12.5％である。 

 

 
問 42 あなたは、次のような介護保険のサービスを、過去 1 年の間に利用したことがありますか。（○
はいくつでも） 
＜回答対象者：65 歳以上＞ 
 65 歳以上の人に、利用したことがある介護保険のサービスをたずねたところ、32.3％の人が介護保
険のサービスを利用したことがあり、通所介護（デイサービス）の利用が最も高い。 

（％） 

n= 

介護保険のサ

ービスは利用

していない 

訪問介護（ホ

ームヘルパ

ー） 

通所介護（デ

イサービス） 

短期入所（シ

ョートステ

イ） 

その他 無回答 

334 38.3 14.1 20.4 5.4 5.1 29.3 

 
  

相談支援

訪問系サービス

自立訓練（機能訓練、生活訓練）

生活介護

短期入所（ショートステイ）

施設入所支援

療養介護

共同生活援助（グループホーム）

就労移行支援

就労継続支援（Ａ型、Ｂ型）

上記の中に利用したいサービスはない

無回答

17.8

17.3

12.5

11.6

10.3

7.9

5.3

4.4

2.6

1.8

35.5

16.7

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(%)

n=456
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問 43 現在、必要なサービス（障害福祉サービス、介護保険サービス）を受けることができています
か。（○はいくつでも） 
＜回答対象者：障害福祉サービスと介護保険サービス利用経験者＞ 
 障害福祉サービスの利用経験があり、介護保険サービスを利用している人に必要なサービスの利用状
況をたずねたところ、「介護保険サービスを利用するようになっても、それまでと変わりなく必要なサ
ービスを受けられている」が 45.2％で最も高くなっている。「その他」（8.1％）として、・・・などの
記述があった。    整理中     

 

 
問 44 障害福祉サービスをより利用しやすくするためには、どのような情報提供や相談先が必要です
か。また、サービスを利用するためにあるとよい支援はどのようなものですか。（自由記述） 
 

    整理中     

 
問 45 障害者総合支援法の改正により、新たに導入される次のようなサービスをあなたは利用してみ
たいと思いますか。 ※平成 30 年 4 月から創設される予定の新しいサービスです。サービスの詳細は
変更する可能性もあります。 
 平成 30 年 4 月から導入予定のサービスの利用意向について、「必要になったら利用してみたい」と考
えるサービスは、「自⽴⽣活支援」が 32.2％、「就労定着支援」が 13.2％、「重度訪問介護の訪問先の
拡⼤」が 27.4％である。 

 

介護保険サービスを利用するようになっても、それ
までと変わりなく必要なサービスを受けられている

介護保険の要介護認定が低く判定され、
決められたサービス支給量が少なくなった

介護保険事業所では、障害特性などを
十分理解した対応が受けられなくなった

それまで無料で使えたサービスが
1割負担となり、負担が大きくなった

今まで利用していた障害者支援施設を
利用できなくなった

介護保険のサービス量が十分でない場合でも、
障害福祉サービスで上乗せしてもらえなかった

その他

無回答

45.2

8.1

3.2

3.2

1.6

0.0

8.1

33.9

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(%)

n=62

自立生活援助（n=456）

 就労定着支援（n=456）

重度訪問介護の
訪問先の拡大（n=456）

必要になったら

利用してみたい

32.2

13.2

27.4

利用したくない

5.3

9.2

2.0

わからない

33.3

37.5

36.0

無回答

29.2

40.1

34.6

(%)
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（10）災害対策について 

問 46 あなたは、お住まいの地域の避難所を知っていますか。（○は１つ） 
 地域の避難場所を「知っている」人は 61.8％である。 

 

 
問 47 福祉避難施設とは、自宅や避難施設で⽣活している高齢者や障害者の方等に対し、状況に応じ
て介護等の必要なサービスを提供する社会福祉施設等のことです。⻄東京市には障害者総合支援センタ
ー「フレンドリー」をはじめ、約 30 ヶ所の福祉避難施設があります。あなたは、⻄東京市にある福祉
避難施設を知っていますか。（○は１つ） 
 福祉避難施設については、65.4％が「知らない」と回答している。「福祉避難施設も場所も知ってい
る」人は 10.5％である。 

 

 
問 48 あなたは、災害時要援護者登録を知っていますか。（○は１つ） 
 災害時要援護者登録については、75.4％が「知らない」と回答している。「登録している」人は 6.1％
である。 

 

 
問 49 災害時に⾏政や地域などから支援を受けるため、あらかじめ個人情報（名前、住所、世帯の状
況、障害の状況、緊急連絡先等）を市に提供することについて、どう思いますか。（○は１つ） 
 災害時の支援を受けるために個人情報を提供することについては、「必要な情報なので、積極的に提
供してよい」が 44.3％、「最小限の（名前、住所程度）ならかまわない」が 30.7％である。 

 

 
 
  

TOTAL（n=456）

知っている

61.8

知らない

30.0

無回答

8.1

(%)

TOTAL（n=456）

福祉避難施設を

知らない

65.4

福祉避難施設を

知っているが、

場所は知らない

11.0

福祉避難施設も

場所も知っている

10.5

無回答

13.2

(%)

TOTAL（n=456）

知らない

75.4

知っているが

登録していない

9.2

登録している

6.1

その他

0.9

無回答

8.3

(%)

TOTAL（n=456）

必要な情報

なので、積極的に

提供してよい

44.3

最小限の情報

（名前、住所程度）

ならかまわない

30.7

個人情報なので

知らせたくない

4.6

その他

0.7

わからない

9.6

無回答

10.1

(%)



＜Ⅱ １ 身体障害者調査＞ 

36 

問 50 あなたは、地震や台風などの災害時にひとりで避難できますか。（○は１つ） 
 災害時にひとりで避難が「できる」人は 40.1％、「できない」人は 29.8％である。 

 

 
問 51 地震や台風などの災害が起こった際の不安は何ですか。（○はいくつでも） 
 地震や台風などの災害が起こった際の不安としては、「避難先での不安」が 55.9％で最も高く、次い
で「避難する際の不安」（47.4％）、「災害の状況が伝わってこない場合の不安」（45.0％）が続く。 
 障害の種類別にみると、聴覚障害の 59.5％が「災害の状況が伝わってこない場合の不安」と回答し
ており、他の障害に⽐べ高い。 

（％） 

n= 

災害の状況

が伝わって

こない場合

の不安 

避難する

際の不安 

避難先で

の不安 

その他 特にない わからない 無回答 

TOTAL 456 45.0 47.4 55.9 6.1 7.2 5.7 9.6 

視覚障害 30 33.3 60.0 60.0 0.0 20.0 3.3 6.7 

聴覚障害 42 59.5 52.4 61.9 2.4 2.4 11.9 7.1 

平衡機能障害 7 42.9 42.9 85.7 0.0 0.0 0.0 0.0 

音声・言語・そしゃく 11 54.5 36.4 36.4 0.0 0.0 18.2 0.0 

肢体不自由（上肢・下肢等） 177 52.5 53.1 60.5 9.0 5.6 4.5 4.5 

肢体不自由（体幹） 48 39.6 54.2 58.3 6.3 0.0 8.3 14.6 

内部障害（心臓、じん臓等） 139 36.7 36.7 48.2 6.5 9.4 6.5 13.7 

内部障害（免疫等） 6 33.3 50.0 66.7 0.0 16.7 0.0 16.7 

わからない 9 33.3 55.6 66.7 22.2 11.1 11.1 0.0 

無回答 24 29.2 45.8 41.7 0.0 8.3 0.0 29.2 

 

 
  

TOTAL（n=456）

できる

40.1

できない

29.8

わからない

20.4

無回答

9.6

(%)
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問 52 災害に備えて、または災害時に、どのような対策が必要だと思いますか。（○はいくつでも） 
 必要な災害対策としては、「避難しやすい避難所を整備する」ことをあげる人が 50.2％で最も高い。
次いで、「治療や服薬を継続するための医療を確保する」が 46.3％、「災害時に障害者用設備（トイレ、
ベッドなど）を配置する」が 42.1％で続く。 
 

 

 
 

  

n=

避難しやすい避
難所を整備する

治療や服薬を
継続できるため
の医療を確保
する

災害時に障害
者用設備（トイ
レ、ベッドなど）
を配置する

日頃から避難
方法のアドバイ
スや情報提供
を行う

障害に配慮した
避難所の設置
や福祉避難所
を確保する

地域で助け合え
る体制を整備す
る

緊急通報システ
ムを整備する

災害時に介助
人などを確保す
る

TOTAL 456 50.2 46.3 42.1 33.1 33.1 30.7 29.4 26.5

視覚障害 30 43.3 20.0 30.0 26.7 26.7 23.3 16.7 40.0

聴覚障害 42 52.4 31.0 28.6 33.3 26.2 33.3 33.3 19.0

平衡機能障害 7 42.9 57.1 71.4 28.6 57.1 14.3 28.6 57.1

音声・言語・そしゃく 11 63.6 27.3 36.4 27.3 36.4 18.2 27.3 9.1

肢体不自由（上肢、下肢等） 177 57.6 53.1 55.9 37.3 44.1 36.7 35.0 35.0

肢体不自由（体幹） 48 50.0 43.8 56.3 33.3 43.8 37.5 18.8 31.3

内部障害（心臓、じん臓等） 139 45.3 50.4 30.2 33.8 19.4 23.7 28.1 17.3

内部障害（免疫、肝臓の
機能の障害）

6 33.3 50.0 33.3 33.3 16.7 33.3 50.0 16.7

わからない 9 44.4 44.4 66.7 22.2 33.3 22.2 22.2 44.4

無回答 24 33.3 33.3 29.2 16.7 33.3 25.0 8.3 20.8

入院や施設入
所者の避難施
設を確保する

災害時に視覚
障害者や聴覚
障害者に配慮し
た情報提供を
行う

災害時に人工
透析や在宅酸
素など生命安
全・維持装置を
確保する

避難訓練などに
参加できるよう
にする

災害時に手話
通訳者、ガイド
ヘルパーなどを
確保する

その他 特にない 無回答

TOTAL 26.5 24.3 21.5 16.7 12.3 2.0 3.7 11.6

視覚障害 23.3 46.7 3.3 10.0 13.3 0.0 10.0 13.3

聴覚障害 19.0 64.3 16.7 14.3 14.3 0.0 2.4 4.8

平衡機能障害 28.6 28.6 28.6 28.6 14.3 0.0 0.0 14.3

音声・言語・そしゃく 9.1 18.2 9.1 9.1 0.0 9.1 18.2 0.0

肢体不自由（上肢、下肢等） 32.8 23.2 20.9 18.1 14.7 2.3 4.0 6.8

肢体不自由（体幹） 31.3 22.9 25.0 10.4 12.5 2.1 6.3 12.5

内部障害（心臓、じん臓等） 23.7 10.1 28.1 17.3 7.2 2.2 1.4 14.4

内部障害（免疫、肝臓の
機能の障害）

33.3 0.0 16.7 33.3 0.0 0.0 16.7 16.7

わからない 33.3 55.6 33.3 22.2 44.4 0.0 11.1 11.1

無回答 8.3 8.3 8.3 16.7 8.3 4.2 4.2 37.5
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（11）障害・障害者への理解 
 
問 57 障害があることで、差別や人権侵害、虐待を受けていると感じることがありますか。（○は１つ） 
 差別や人権侵害、虐待については、58.6％の人は「ほとんど感じることはない」が、3.1％は「いつ
も感じる」、19.1％は「たまに感じる」と回答している 

 

 

 

  

TOTAL（n=456）

ほとんど感じることはない

58.6

たまに感じる

19.1

いつも感じる

3.1

わからない

10.1

無回答

9.2

(%)
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問 58 障害のある方々への差別をなくすことを目的として、平成 28 年４月１日に「障害者差別解消法」
が施⾏されましたが、このことを知っていますか。（○は１つ） 
 障害者差別解消法について、「内容まで知っている」人は 5.7％、「知らない」人は 58.6％である。 

 

 
問 59 障害や障害のある方々に対する市⺠の理解は進んできていると思いますか。（○は１つ） 
 障害や障害のある人に対する市⺠の理解が「進んできている」と考えている人は 6.8％、「まあ進んで
きている」（17.3％）をあわせると、24.1％の人は市⺠の理解が進んできていると感じている。 

 

 
問 60 障害や障害のある市⺠への理解を深めるためには、何が必要だと思いますか。（○はいくつでも） 
 障害や障害のある人への理解に必要なこととして、「障害や障害者の福祉についての関心や理解を深
めるための啓発」が 40.6％で最も高く、次いで、「学校における福祉教育の充実」（35.3％）、「障害の
ある人との交流を通じた障害への理解の促進」（27.0％）が続いている。 

 

 

 

  

TOTAL（n=456）

内容まで知っている

5.7

名前だけ知っている

27.4

知らない

58.6

無回答

8.3

(%)

TOTAL（n=456）

進んできている

6.8

まあ進んできている

17.3

どちらともいえない

29.4

進んできていない

10.7

わからない

27.6

無回答

8.1

(%)

障害や障害者の福祉についての関心や
理解を深めるための啓発

学校における福祉教育の充実

障害のある人との交流を通じた
障害への理解の促進

障害のある人に対してのボランティア活動や
ボランティア人材育成への支援

障害のある人への福祉的な就労や
生産活動の機会の提供

障害のある人の地域活動への
参加機会の促進

福祉施設の地域住民への開放や
地域住民との交流の促進

障害に関する講演会や学習会の開催

その他

わからない

無回答

40.6

35.3

27.0

24.6

20.6

19.3

18.0

13.4

1.8

16.0

15.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

n=456

(%)
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（12）障害者施策、市への要望等 
問 61 今後、障害者施策を進めていくにあたって、市は特にどのようなことを充実させていけばよい
と思いますか。（○はいくつでも） 
 今後、市が充実させていくべき障害者施策としては、「家族などの介護者の休息や負担軽減を支援す
ること」が 37.7％と最も高く、次いで、「障害者や高齢者にやさしい「福祉のまちづくり」を推進する
こと」が 37.5％、「事故や疾病による障害の発⽣を予防するとともに、障害を早期に発⾒し、早い段階
での適切な対応に努めること」が 34.4％で続いている。 

 

 
 
  

家族などの介護者の休息や
負担軽減を支援すること

障害者や高齢者にやさしい
「福祉のまちづくり」を推進すること

事故や疾病による障害の発生を予防するとともに、

障害を早期に発見し、早い段階での適切な

対応（リハビリテーションや療育等）に努めること

障害のある子どもたちの可能性を
最大限に伸ばすような教育を進めること

障害のある人の働く場の確保や
就労の定着を図ること

障害者サービスや福祉に関する
情報提供を充実させること

ホームヘルパーの派遣など
在宅生活支援サービスを充実させること

障害のある人が住みやすい住居を
確保・整備すること

利用できる施設を増やすこと

相談体制を充実させること

障害に対する理解を深めてもらうための
交流を推進すること

文化、スポーツ、レクリエーション活動に
参加できるよう支援すること

ボランティア活動を充実させること

成年後見制度が利用しやすくなるように
支援すること

その他

特にない

無回答

37.7

37.5

34.4

33.6

33.1

29.4

27.2

25.2

24.6

22.1

20.0

14.3

12.5

9.4

1.8

7.7

13.8

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(%)

n=456
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問 62 問 61 のような⻄東京市の障害者施策全般について、総合的に満⾜していますか。（○は１つ） 
 ⻄東京市の障害者施策全般について、「満⾜している」人は 8.8％で、「やや満⾜」（13.8％）とあわ
せると、22.6％の人は満⾜していると感じている。 

 

 
問 63 約５年前（平成 24 年）と⽐べて、障害者のサービスはどのように変わったと思いますか。（○
は１つ） 
 5 年前（平成 24 年）と⽐べて障害者サービスは「変わらない」（43.6％）と感じている人が多いが、
「良くなった」が 21.3％で「悪くなった」（4.8％）を上回っている。 

 

 
問 64 そのようにお答えになったのは、どのような理由からですか。（自由記述） 
 
 
    整理中     

 
 
問 65 あなたは、今後も⻄東京市に住み続けたいと思いますか。（○は１つ） 
 60.7％の人が今後も⻄東京市に「住み続けたい」と回答している。 

 

 
 
問 66 最後に、この調査を通じて、選択肢や自由記述欄だけでは表現しきれなかったことや、ご意⾒・
ご要望などがありましたら、自由にお書きください。（自由記述） 
 
    整理中     

 
 
 
  

TOTAL（n=456）

満足している

8.8

やや満足

13.8

どちらでもない

21.7

やや不満

5.5

不満

4.4

わからない

36.4

無回答

9.4

(%)

TOTAL（n=456）

良くなった

21.3

変わらない

43.6

悪くなった

4.8

無回答

30.3

(%)

TOTAL（n=456）

住み続けたい

60.7

どちらかというと

住み続けたい

27.2

住み続けたくない

1.8

無回答

10.3

(%)
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２ 知的障害者 
（１）基本的な属性 
問１ この用紙（調査票）に記入されるのはどなたですか。（○は１つ） 
 調査票記入者は「本人（宛名の方）が記入、または本人が答え代筆者が記入」が 33.3％、「家族（本
人の⽴場に⽴って記入）」が 53.1％。 

 

 
問２ あなたの性別をお答えください。（○は１つ） 
問３ 年齢（８月１日現在）を記入してください。 
 性別は、男性が 68.8％、⼥性が 30.2％。 

 

 年齢は、18-39 歳が 72.9％で平均年齢は 32.5 歳。 

 

 

           （％） 

n= 19 歳以下 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 歳以上 無回答 平均年齢 

96 14.6 33.3 25.0 14.6 4.2 3.1 1.0 4.2 32.5 歳 

 
 
 
  

TOTAL（n=96）

本人（宛名の方）が記入、

または本人が答え

代筆者が記入

33.3

家族（本人の立場に

立って記入）

53.1

施設や病院等の職員

（本人の立場に立って

記入）

1.0

そのほかの方（本人の

立場に立って記入）

1.0

無回答

11.5

(%)

TOTAL（n=96）

男性

68.8

女性

30.2

無回答

1.0

(%)

TOTAL（n=96）

18-39歳

72.9

40-64歳

19.8

65歳以上

3.1

無回答

4.2

(%)
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問４ 現在、あなたはどこで暮らしていますか。（○は１つ） 
 居住形態は、「持ち家（分譲マンションを含む）」が 52.1％で最も多く、次いで、賃貸住宅（アパー
ト、賃貸マンション、借家）」が 30.2％である。 

（％） 

n= 

持ち家（分譲マ

ンションを含

む） 

賃貸住宅（ア

パート、賃貸

マンション、

借家） 

グループホー

ム、ケアホー

ム、福祉ホー

ム 

福祉施設（障

害者支援施

設、高齢者支

援施設） 

入院している その他 無回答 

96 52.1 30.2 8.3 2.1 2.1 1.0 4.2 

 
問５ どなたと一緒に暮らしていますか。（○はいくつでも） 
 同居者は、「⺟親」が 80.2％で最も高く、次いで「父親」が 64.6％で続いている。 
 年代別にみると、19 歳以下の 14.3％が「福祉施設の職員や仲間」と暮らしている。「自分ひとりだ
けで暮らしている」人は、40 代の 14.3％のみとなっている。 

（％） 

 

n= 

自
分
ひ
と
り
だ
け
で

暮
ら
し
て
い
る 

配
偶
者 

（夫
ま
た
は
妻
） 

子
ど
も

（子
ど
も
の

配
偶
者
も
含
む
） 

父
親 

母
親 

祖
父 

祖
母 

兄
弟
、
姉
妹 

そ
の
他
の
親
せ
き 

福
祉
施
設
の
職
員
や

仲
間 

そ
の
他 

無
回
答 

TOTAL 96 2.1 3.1 3.1 64.6 80.2 2.1 7.3 37.5 3.1 9.4 0.0 2.1 

19 歳以下 14 0.0 0.0 0.0 71.4 78.6 7.1 7.1 50.0 0.0 14.3 0.0 0.0 

20 代 32 0.0 0.0 3.1 78.1 96.9 0.0 9.4 56.3 0.0 0.0 0.0 0.0 

30 代 24 0.0 8.3 4.2 70.8 79.2 4.2 12.5 20.8 0.0 8.3 0.0 4.2 

40 代 14 14.3 0.0 0.0 50.0 71.4 0.0 0.0 28.6 14.3 14.3 0.0 0.0 

50 代 4 0.0 25.0 25.0 25.0 50.0 0.0 0.0 25.0 25.0 25.0 0.0 0.0 

60 代 3 0.0 0.0 0.0 0.0 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 66.7 0.0 0.0 

70 歳以上 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

無回答 4 0.0 0.0 0.0 50.0 75.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 25.0 
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（２）障害状況 
問６ 愛の手帳に書かれている障害の程度をお答えください。（○は１つ） 
 愛の手帳（療育手帳）に記載されている障害程度は、1 度が 1.0％、2 度が 18.8％、３度が 32.3％、
４度が 46.9％。 

 

 
問７ 次のうち、あてはまるものに○をつけてください。（○はいくつでも） 
 愛の手帳（療育手帳）以外の障害者手帳所持状況・疾病状況をみると、「発達障害と診断されたこと
がある」人は 34.4％。 
 20 代以下では、「発達障害と診断されたことがある」人が、半数を超えている。 

（％） 

 

n= 

身体障害

者手帳を

持ってい

る 

精神障害

者保健福

祉手帳を

持ってい

る 

国または

東京都が

指定する

難病医療

費等助成

対象疾病

を患って

いる 

高次脳機

能障害と

診断され

たことが

ある 

発達障害

と診断さ

れたこと

がある 

訪問看護

などの医

療的ケア

を受けて

いる 

あてはま

るものは

ない 

無回答 

TOTAL 96 17.7 14.6 7.3 1.0 34.4 2.1 26.0 11.5 

19 歳以下 14 21.4 14.3 7.1 0.0 57.1 0.0 21.4 0.0 

20 代 32 12.5 9.4 9.4 0.0 50.0 3.1 18.8 6.3 

30 代 24 16.7 12.5 4.2 0.0 20.8 4.2 33.3 20.8 

40 代 14 28.6 14.3 14.3 7.1 28.6 0.0 28.6 7.1 

50 代 4 25.0 25.0 0.0 0.0 0.0 0.0 75.0 0.0 

60 代 3 0.0 66.7 0.0 0.0 0.0 0.0 33.3 0.0 

70 歳以上 1 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

無回答 4 0.0 25.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 75.0 

 
 
  

TOTAL（n=96）

１度

1.0

２度

18.8

３度

32.3

４度

46.9

わからない

0.0

無回答

1.0

(%)
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問８ あなたは、介護保険の介護認定を受けていますか。受けている場合、あてはまる要介護度に〇を
つけてください。（○は１つ） 
＜回答対象者：40 歳以上＞ 
 介護認定状況は、どの年代も「認定は受けていない」が最も高い。 

（％） 

  

n= 

認定は

受けて

いない 

要支援

１ 

要支援

２ 

要介護

１ 

要介護

２ 

要介護

３ 

要介護

４ 

要介護

５ 

わから

ない 
無回答 

TOTAL 22 54.5 0.0 0.0 0.0 0.0 9.1 0.0 0.0 9.1 27.3 

40 代 14 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 7.1 0.0 0.0 7.1 35.7 

50 代 4 75.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 25.0 

60 代 3 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 33.3 0.0 0.0 33.3 0.0 

70 歳以上 1 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

 
問９ あなたは、障害者支援の手当や年⾦を主にどのように利用していますか。（○は１つ） 
 障害者支援の手当や年⾦の利用状況は、「将来のために蓄えている（預貯⾦など）」が 34.4％、「日々
の⽣活のために利用することが多い」が 49.0％、「年⾦や手当は受給していない」が 10.4％である。 

 

※0.0 は非表⽰ 

 
 
  

TOTAL（n=96）

19歳以下（n=14）

20代（n=32）

30代（n=24）

40代（n=14）

50代（n=4）

60代（n=3）

70歳以上（n=1）

無回答（n=4）

将来のために蓄えて

いる（預貯金など）

34.4

14.3

46.9

50.0

7.1

25.0

33.3

25.0

日々の生活のために

利用することが多い

49.0

35.7

40.6

37.5

85.7

75.0

66.7

100.0

50.0

年金や手当は

受給していない

10.4

35.7

12.5

4.2

無回答

6.3

14.3

8.3

7.1

25.0

(%)
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（３）介助・援助の状況 
問 10 あなたは、どのようなときに介助・援助を受けていますか。（○はいくつでも） 
 介助・援助を受けている場⾯としては、「暮らしに必要な事務手続き」が 54.2％で最も高く、次いで、
「⽣活費などお⾦の管理」（47.9％）、「外出するとき」（37.5％）と続く。「介助・援助は受けていない」
人は 27.1％である。 

 

 
 
 
  

暮らしに必要な事務手続き

生活費などお金の管理

外出するとき

家事（調理、掃除、洗濯）をするとき

服薬するとき

相手の話を知りたいときや
自分の話を伝えたいとき

学校や職場、作業所などへの
送り迎えのとき

お風呂に入ったり、身体を洗うとき

着替えをするとき

トイレの使用やオムツ交換するとき

食事をするとき（ご飯を食べるとき）

家の中の移動をするとき

介助・援助は受けていない

その他

無回答

54.2

47.9

37.5

29.2

28.1

27.1

25.0

18.8

16.7

16.7

11.5

6.3

27.1

3.1

7.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(%)

n=96
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問 11 ふだん、あなたを主に介助・援助しているのはどなたですか。（○は１つ） 
 ふだん、主に介助・援助している人は「⺟親」が 54.0％で最も高く、次いで、「父親」が 23.8％、
である。 
 30 代の「その他」（23.1％）として、・・・・などの記述があった。 

（％） 

 

n= 

配
偶
者

（夫
、
妻
） 

子
ど
も
、
子
ど
も

の
配
偶
者 

父
親 

母
親 

祖
父 

祖
母 

兄
弟
、
姉
妹 

そ
の
他
の
親
せ
き 

近
所
の
人
、
友

人

・
知
人 

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
等
の 

在
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者 

そ
の
他 

TOTAL 63 3.2 0.0 23.8 54.0 0.0 0.0 6.3 1.6 0.0 1.6 9.5 

19歳以下 10 10.0 0.0 10.0 70.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 10.0 

20 代 22 0.0 0.0 36.4 54.5 0.0 0.0 4.5 0.0 0.0 0.0 4.5 

30 代 13 0.0 0.0 23.1 53.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 23.1 

40 代 11 0.0 0.0 27.3 63.6 0.0 0.0 0.0 9.1 0.0 0.0 0.0 

50 代 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 

60 代 3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 66.7 0.0 0.0 33.3 0.0 

70歳以上 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

無回答 2 50.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

 
（４）日中の過ごし方や外出の状況・社会参加状況 
問 21 あなたは、平日（月曜日〜⾦曜日）の日中を主にどのように過ごしていますか。（○は１つ） 
 平日の日中の過ごし方として、「福祉施設、作業所などに通っている」が 41.7％で最も高く、次いで、
「働いている」が 35.4％である。 
 年代別にみると、「福祉施設、作業所などに通っている」割合は、20 代では 43.8％、30 代では 33.3％、
40 代では 71.4％である。 

（％） 

 

n= 

幼稚園や

保 育 園 、

学 校 な ど

に 通 っ て

いる 

福 祉 施

設 、 作 業

所 な ど に

通 っ て い

る 

病 院 な ど

の デ イ ケ

ア に 通 っ

ている 

リハビリテ

ーションを

受 け て い

る 

働 い て い

る 

入 所 ・ 入

院 し て い

る 施 設 や

病 院 な ど

で 過 ご し

ている 

自 宅 に い

る こ と が

多い 

その他 無回答 

TOTAL 96 9.4 41.7 1.0 0.0 35.4 2.1 8.3 1.0 1.0 

19歳以下 14 50.0 28.6 0.0 0.0 21.4 0.0 0.0 0.0 0.0 

20 代 32 0.0 43.8 3.1 0.0 40.6 0.0 12.5 0.0 0.0 

30 代 24 8.3 33.3 0.0 0.0 50.0 0.0 8.3 0.0 0.0 

40 代 14 0.0 71.4 0.0 0.0 21.4 0.0 7.1 0.0 0.0 

50 代 4 0.0 25.0 0.0 0.0 25.0 25.0 25.0 0.0 0.0 

60 代 3 0.0 33.3 0.0 0.0 0.0 33.3 0.0 33.3 0.0 

70歳以上 1 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

無回答 4 0.0 25.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 25.0 
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問 12 あなたは、どのくらい外出しますか。通所、通学、通勤、買い物、日常の散歩など、すべてを
含めてお答(こた)えください。（○は１つ） 
 外出頻度は、「週に 5 日以上」が 88.5％、「週に３〜４日」が 5.2％、「週に１〜2 日」が 2.1％であ
る。「ほとんど外出しない」と回答した人は 1.0％となっている。 

 

※0.0 は非表⽰ 

 
問 13 あなたは、外出をするときに支援が必要ですか。（○は１つ） 
 外出時の支援の必要性は、39.6％の人が「ひとりで外出できる」と回答している。「いつも支援が必
要」は 21.9％、「慣れた場所にはひとりで⾏けるが、それ以外は支援が必要」は 36.5％である。 

 

 
 
 
  

TOTAL（n=96）

週に５日以上

88.5

週に３～４日

5.2

週に１～２日

2.1

月に２～３日 ほとんど外出しない

1.0

その他 無回答

3.1

(%)

TOTAL（n=96）

ひとりで外出できる

39.6

いつも支援が必要

21.9

慣れた場所には

ひとりで行けるが、

それ以外は
支援が必要

36.5

いつもはひとりで

行けるが、調子が

悪い場合は
支援が必要

その他

1.0

無回答

1.0

(%)
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問 14 外出の際に困っていることはありますか。（○はいくつでも） 
 外出の際に困っていることとしては、「他人との会話が難しい」ことをあげる人が 40.6％で最も高い。
次いで、「他人の視線が気になる」（16.7％）、「付き添ってくれる人がいない」（15.6％）と続く。33.3％
の人は「特に困っていることはない」と回答している。 
 

 

 
  

他人との会話が難しい

他人の視線が気になる

付き添ってくれる人がいない

歩道が狭く、道路に段差が多い

障害者用のトイレが少ない

電車やバスなどを利用しづらい

必要なときに、まわりの人の
手助け・配慮が足りない

車を駐車するところがない

看板などに工夫が足りない
（よみがな、絵文字など）

建物などに階段が多く、歩きにくい

道路に放置自転車などの
障害物が多く、歩きにくい

その他

特に困っていることはない

無回答

40.6

16.7

15.6

9.4

9.4

8.3

6.3

6.3

6.3

4.2

3.1

1.0

33.3

5.2

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(%)

n=96
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問 15 あなたは、この１年くらいの間に、次のような活動をしましたか。（○はいくつでも）：活動状況 
問 19 これからどのような活動をしたいと思いますか。（○はいくつでも）：活動意向 
 活動状況と活動意向を⽐べると、「地域の⾏事やお祭り」は実際の活動状況が 10.4％、活動意向は
20.8％となっており、意向が約 10 ポイント高い。 
 実際の活動状況では、「買い物」（69.8％）、「旅⾏」（55.2％）が高く、活動意向では、「旅⾏」（60.4％）、
「買い物」（57.3％）が高い。 

 

 
 
  

スポーツやレクリエーション

旅行

買い物

ボランティア活動

障害者団体の活動

趣味などのサークル活動

講座や講演会などへの参加

地域の行事やお祭り

選挙の投票

その他

特に何もしてない
特に活動したくない

無回答

41.7

55.2

69.8

4.2

18.8

18.8

2.1

10.4

44.8

1.0

9.4

2.1

40.6

60.4

57.3

4.2

19.8

26.0

4.2

20.8

24.0

1.0

10.4

10.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

活動状況（n=96）

活動意向（n=96）

(%)
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問 20 問 19 のような活動をするために、どのような支援が必要だと思いますか。（○はいくつでも） 
 活動のために必要な支援として、「一緒に⾏く仲間がいること」が 47.9％で最も高く、次いで、「活
動するための場所が近くにあること」（40.6％）、「移動支援など、外出のための手段が確保されている
こと」（39.6％）、「適切な指導者がいること」（39.6％）が続いている。 

 

 
問 16 選挙の投票の際、困ったことや改善してほしいことはありましたか。（自由記述） 
＜回答対象者：問 15 で「選挙の投票」と回答した人＞ 
    整理中     

 
 
問 17 スポーツ活動をした方は、どのようなスポーツ活動をしましたか。あてはまるものに○をつけ
てください。（○はいくつでも） 
＜回答対象者：問 15 で「スポーツやレクリエーション」選択者＞ 
 スポーツ活動の内容は、以下の通りである。 

（％） 

n= 卓球 ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ ボッチャ ダンス ボウリング ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ 水泳 その他 無回答 

40 22.5 7.5 5.0 7.5 20.0 10.0 32.5 52.5 7.5 

 
 「その他」（52.5％）として以下の記述があった。    整理中     

 
 
  

一緒に行く仲間がいること

活動するための場所が近くにあること

移動支援など、外出のための
手段が確保されていること

適切な指導者がいること

障害のある人に配慮した
施設や設備があること

活動についての情報が提供されること

魅力的な内容であること

介助者・援助者がいること

その他

特にない

無回答

47.9

40.6

39.6

39.6

38.5

36.5

34.4

34.4

5.2

15.6

9.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(%)

n=96
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問 18 活動のために外出する際に「同⾏援護」「⾏動援護」「移動支援」等のヘルパーを利用していま
すか。（○は１つ） 
＜回答対象者：問 15 で何らかの活動をしている人＞ 
 活動のためのヘルパー利用状況は、「ヘルパーを利用している」が 22.4％、「ヘルパーは利用してい
ない」は 63.5％である。 

 

 

（５）将来の希望 
問 51 あなたは、今後、どのように日中を過ごしたいと思いますか。（○はいくつでも） 
 今後、希望する日中の過ごし方は、「一般企業等での就労は難しいと思うが働きたいと思うので、施
設内で就労したり、⽣産活動をしながら過ごしたい」が 27.1％で最も高く、次いで、「自宅でのんびり
過ごしたい」、「一般企業などで働きたい」がそれぞれ 19.8％で続いている。 
 平日の日中の過ごし方別にみると、福祉施設、作業所などに通っている人の 17.5％が「施設や企業
で作業や実習などを⾏い、職場探しや職場定着のための支援を受けたい」と考えている。 
 
＜平日の日中の過ごし方別・今後希望する日中の過ごし方＞ 

 

  

TOTAL（n=85）

ヘルパーを利用

している

22.4

ヘルパーは利用

していない

63.5

わからない

1.2

無回答

12.9

(%)

n=

一般企業

等での就労
は難しいと

思うが働き

たいと思う
ので、施設

内で就労し
たり、生産

活動をしな

がら過ごし
たい

自宅でのん

びり過ごし
たい

一般企業な

どで働きた
い

施設や企

業で作業や
実習などを

行い、職場

探しや職場
定着のため

の支援を受
けたい

自立した日

常生活がで
きるよう、一

定期間、身

体機能や
生活能力

向上のため
に必要な訓

練を受けた

い

施設で、入

浴、排せ
つ、食事の

介護を受け

ながら、創
作的活動な

どを行いた
い

創作活動

や社会との
交流などを

行ったりす

るところで
過ごしたい

医療機関

で、機能訓
練、看護、

介護、日常

生活の世
話などを受

けながら過
ごしたい

学校に通い

たい

その他 わからない 無回答

TOTAL 96 27.1 19.8 19.8 14.6 13.5 9.4 8.3 4.2 2.1 8.3 9.4 13.5

幼稚園や保育園、学校などに通ってい

る
9 11.1 11.1 33.3 44.4 11.1 0.0 22.2 11.1 11.1 11.1 0.0 22.2

福祉施設、作業所などに通っている 40 55.0 15.0 5.0 17.5 15.0 22.5 10.0 5.0 0.0 5.0 0.0 10.0

病院などのデイケアに通っている 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0

働いている 34 0.0 23.5 35.3 2.9 11.8 0.0 2.9 0.0 2.9 8.8 20.6 20.6

入所・入院している施設や病院などで

過ごしている
2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 50.0 0.0 50.0 0.0 0.0

自宅にいることが多い 8 37.5 25.0 25.0 25.0 25.0 0.0 0.0 0.0 0.0 12.5 12.5 0.0

その他 1 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

無回答 1 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

27.1

19.8 19.8
14.6 13.5

9.4 8.3
4.2 2.1

8.3 9.4
13.5

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0(%)



＜Ⅱ ２ 知的障害者調査＞ 

54 

問 52 あなたは、将来、どこで⽣活したいと思いますか。（○は１つ） 
 将来、⽣活したいところは、「今の場所で⽣活したい」が 37.5％、「グループホームなどを利用した
い」が 25.0％、「施設に入所して暮らしたい」が 3.1％、「一般の住宅で家族といっしょに⽣活したい」
が 16.7％、「一般の住宅でひとり暮らしをしたい」が 11.5％である。 

 

※0.0 は非表⽰ 

 
問 53 成年後⾒制度とは、知的障害や精神障害などの理由により、判断能⼒が⼗分でない方の財産な
どの権利を守る制度です。あなたは、成年後⾒制度について知っていますか。（○は１つ） 
 成年後⾒制度について、「名前も内容も知っている」人は 27.1％、「名前を聞いたことはあるが、内
容は知らない」人は 25.0％である。42.7％の人が「名前も内容も知らない」と回答している。 

 

  

TOTAL（n=96）

19歳以下（n=14）

20代（n=32）

30代（n=24）

40代（n=14）

50代（n=4）

60代（n=3）

70歳以上（n=1）

無回答（n=4）

今の場所で生活

したい

37.5

21.4

37.5

58.3

14.3

50.0

66.7

25.0

ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑなどを

利用したい

25.0

35.7

25.0

12.5

57.1

施設に入所して

暮らしたい

3.1

7.1

25.0

33.3

一般の住宅で

家族と一緒に

生活したい

16.7

21.4

15.6

12.5

7.1

100.0

75.0

一般の住宅で

ひとり暮らしをしたい

11.5

14.3

15.6

12.5

25.0

その他 無回答

6.3

7.1

6.3

4.2

14.3

(%)

TOTAL（n=96）

名前も内容も知らない

42.7

名前を聞いたことはあ

るが、内容は知らない

25.0

名前も内容も

知っている

27.1

無回答

5.2

(%)
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問 54 あなたは、成年後⾒制度を活用したいと思いますか。（○は１つ） 
 成年後⾒制度を「すでに活用している」人は 2.1％である。「今は必要ないが、将来必要になったら活
用したい」と考える人は 53.1％である。 
 年代別にみると、「すでに活用している」人は、40 代、60 代である。50 代以下では「今は必要ない
が、将来必要になったら活用したい」との回答が高い。 

 

※0.0 は非表⽰ 

 

（６）雇用・就労について 
問 22 現在、あなたはお⾦をもらう仕事をしていますか。（○は１つ） 
 収入を伴う仕事している人の割合は、18-39 歳で 71.4％、40-64 歳で 84.2％である。 

 
 
  

TOTAL（n=96）

19歳以下（n=14）

20代（n=32）

30代（n=24）

40代（n=14）

50代（n=4）

60代（n=3）

70歳以上（n=1）

無回答（n=4）

すでに活用している

2.1

7.1

33.3

今は必要ないが、将来必

要になったら活用したい

53.1

57.1

53.1

45.8

64.3

50.0

33.3

75.0

活用したいとは思わない

10.4

7.1

9.4

16.7

7.1

25.0

わからない

29.2

28.6

34.4

33.3

7.1

25.0

33.3

100.0

25.0

無回答

5.2

7.1

3.1

4.2

14.3

(%)

TOTAL（n=96）

18-39歳（n=70）

40-64歳（n=19）

65歳以上（n=3）

無回答（n=4）

収入を伴う

仕事をしている

75.0

71.4

84.2

66.7

100.0

収入を伴う

仕事はしていない

25.0

28.6

15.8

33.3

0.0

(%)
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＜問 23〜問 26 回答対象者：収入を伴う仕事をしている人＞ 
問 23 どなたかの支援を受けて現在の仕事に就きましたか。あてはまるものすべてに○をつけてくだ
さい。（○はいくつでも） 
 就労の際の支援については、「学校」が 41.7％と最も高く、次いで「家族」（25.0％）、「障害者就労
支援センター（一歩）」（11.1％）と続く。「支援は受けなかった」人は 9.7％である。 

（％） 

n= 

ハローワ

ーク 

障害者就

労支援セ

ンター

（一歩） 

就労移行

支援事業

所（さく

らの園） 

学校 家族 友人・ 

知人 

その他 支援は受

けなかっ

た 

無回答 

72 9.7 11.1 8.3 41.7 25.0 5.6 4.2 9.7 12.5 

 
問 24 仕事の形態は次のうちどれですか。（○は１つ） 
 就労形態は、「授産施設、または福祉作業所」が 41.7％、「アルバイト、臨時、パート、嘱託等」が
23.6％、「会社・団体等の正規職員」が 18.1％である。 

 

※0.0 は非表⽰ 

 
問 25 あなたご自身の１ヶ月当たりの平均的な給与・賃⾦・⼯賃はいくらですか。 
 1 ヶ月当たりの平均的な給与・賃⾦・⼯賃は、平均 49,175.6 円である。 

 

 
 
 
  

TOTAL（n=72）

18-39歳（n=50）

40-64歳（n=16）

65歳以上（n=2）

無回答（n=4）

自営業（家業の

手伝いを含む）

会社・団体等の

正規の職員

18.1

24.0

25.0

アルバイト、臨時、

パート、嘱託等

23.6

24.0

31.3

内職
授産施設、または

福祉作業所

41.7

36.0

56.3

100.0

25.0

その他

5.6

6.0

25.0

無回答

11.1

10.0

12.5

25.0

(%)

TOTAL（n=72）

5,000円未満

16.7

10,000円未満

12.5

15,000円未満

13.9

50,000円未満

12.5

100,000円未満

11.1

150,000円未満

16.7

150,000円以上

6.9

無回答

9.7

(%)
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問 26 仕事をする上で困っていることは何ですか。（○はいくつでも） 
 仕事をするうえで困っていることとして、「給与・⼯賃などの収入が少ない」との回答が 36.1％で最
も高い。次いで、「職場の人間関係」（23.6％）、「通勤が⼤変」（12.5％）が続く。「特に困っているこ
とはない」と回答した人は 27.8％である。 

 

 
問 27 仕事をしていない主な理由は何ですか。（○は１つ） 
＜回答対象者：収入を伴う仕事をしていない人＞ 
 仕事をしていない主な理由として、「仕事を「したいか、したくないか」ではなく、「できない」」が
29.2％で最も高い。 

 

※0.0 は非表⽰ 

 

 

  

給与・工賃などの収入が少ない

職場の人間関係

通勤が大変

職場外で相談相手がいない

勤務時間、日数が多く体力的に不安

障害に対する職場の理解不足

職場の設備が障害に対応していない

業務内容が合わない

その他

特に困っていることはない

無回答

36.1

23.6

12.5

9.7

6.9

6.9

5.6

4.2

8.3

27.8

11.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(%)

n=72

TOTAL（n=24）

18-39歳（n=20）

40-64歳（n=3）

65歳以上（n=1）

仕事をする

必要がない

16.7

20.0

現在、求職中、

職業訓練中

16.7

20.0

仕事をしたい

とは思わない

4.2

33.3

仕事をしたいと

思うが、できない

20.8

20.0

100.0

仕事を「したいか、

したくないか」では

なく、「できない」

29.2

25.0

66.7

その他

4.2

5.0

無回答

8.3

10.0

(%)
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問 28 あなたは、障害のある人が仕事につけるようにするために、市内で不⾜していると思われるサ
ービスや取組みは何だと思いますか。あてはまるものすべてに○をつけてください。（○はいくつでも） 
 障害のある人の雇用促進のために、不⾜していると思われるサービスや取組みは、「自⽴した⽣活を
目的としたグループホームや一人暮らしに対する支援」が 44.8％で最も高く、次いで、「職種の拡⼤や
近隣地域での就職先の確保」（43.8％）、「企業や地域における障害理解をすすめる支援」（37.5％）と
続く。 

 

 

  

自立した生活を目的としたグループホームや
一人暮らしに対する支援

職種の拡大や近隣地域での就職先の確保

企業や地域における障害理解をすすめる支援

就職後の定期訪問等、安心して
働き続けることのできるサポート

仕事の日以外に利用できる
余暇活動や交流の場

就職や転職について相談を受けるサービス

就職に重点をおいた作業訓練や
技術習得などの職業訓練

就職に関する情報発信サービス

就職や転職する上での生活上の
問題について相談を受けるサービス

就職するための書類作成の支援や
面接練習等の支援

企業や官公庁などでの仕事を
体験する機会の提供

自ら起業することを希望する人への支援

その他

わからない

無回答

44.8

43.8

37.5

35.4

31.3

27.1

26.0

24.0

20.8

14.6

13.5

4.2

2.1

13.5

17.7

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(%)

n=96
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（７）障害者施設・施策について 
問 29 あなたは、⻄東京市の障害者総合支援センター「フレンドリー」を知っていますか。（○は１つ） 
問 30 あなたは、⻄東京市にある次の施設を利用したことがありますか。また、知っていますか。（○
は１つ） 
 市内施設を利用したことがある人は、障害者総合支援センター「フレンドリー」が 34.4％、相談支
援センター・えぽっくが 10.4％、障害者就労支援センター・一歩が 18.8％、地域活動支援センター・
ハーモニーが 3.1％、保谷障害者福祉センターが 8.3％、地域活動支援センター・ブルームが 11.5％で
ある。 

 

 
問 31 あなたは、次の講座や事業等を知っていますか。（○はいくつでも） 
 市開催の講座や事業等の認知状況は、以下の通りである。 

（％） 

n= 

サポーター養

成講座 

ヘルプカード スポーツ支援

事業 

障害者水泳教

室 

講座や事業等

は知らない 

無回答 

96 15.6 41.7 17.7 14.6 40.6 11.5 

 

 

  

　障害者総合支援センター
「フレンドリー」（n=96）

相談支援センター・えぽっく
（n=96）

障害者就労支援センター・
一歩（n=96）

地域活動支援センター・
ハーモニー（n=96）

保谷障害者福祉センター
（n=96）

地域活動支援センター・
ブルーム（n=96）

利用している

（利用したことがある）

34.4

10.4

18.8

3.1

8.3

11.5

知っているが、

利用したことはない

26.0

33.3

30.2

25.0

26.0

13.5

知らない

35.4

38.5

38.5

53.1

46.9

51.0

無回答

4.2

17.7

12.5

18.8

18.8

24.0

(%)
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（８）相談や情報入手方法 
問 32 あなたは、悩みごとや心配ごとがあるとき、家族や親せき以外に、どのようなところに相談し
ていますか。（○はいくつでも） 
 家族や親せき以外の相談先としては、「福祉施設や作業所の職員」をあげる人が 33.3％と最も高く、
次いで、「知人・友人」（22.9％）、「病院・診療所」（21.9％）と続いている。一方で、15.6％が「相談
できるところは特にない」と回答している。 

（％） 

n= 

福祉施設

や作業所

の職員 

 

友人・ 

知人 

 

病院・ 

診療所 

市役所の

福祉相談

窓口 

幼稚園・

保育園・

学校の先

生や職場

の仲間 

障害者就

労支援セ

ンター・

一歩 

地域活動

支援セン

ター・ブ

ルーム 

相談支援

センタ

ー・ 

えぽっく 

児童相談

所 

生活保護

の担当職

員 

96 33.3 22.9 21.9 15.6 13.5 9.4 5.2 3.1 3.1 3.1 

保谷障害

者福祉セ

ンター 

地域活動

支援ｾﾝﾀ

ｰ･ 

ハーモニ

ー 

障害者団

体 
保健師 

民生委

員・児童

委員 

社会福祉

協議会の

職員 

その他 

その他誰

かに相談

すること

はまれで

ある 

相談でき

るところ

は特にな

い 

無回答 

2.1 1.0 1.0 0.0 0.0 0.0 3.1 9.4 15.6 4.2 

 
問 33 相談できるところは特にないと回答した理由は何ですか。（〇はいくつでも） 
＜回答対象者：「相談できるところは特にない」と回答した人＞ 
 66.7％は「どこに相談したらよいかわからないから」と回答している。 

（％） 

n= 

相談するほどでも

ない・必要がない 

相談したくないか

ら 

どこに相談したら

よいかわからない

から 

その他 無回答 

15 33.3 6.7 66.7 0.0 6.7 
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問 34 あなたは、障害福祉サービスなどの情報を主にどこから得ていますか。（○はいくつでも） 
 情報の入手先として、「家族、親せき」が 35.4％で最も高く、次いで、「市の広報紙（広報テープを
含む）」（29.2％）、「学校、職場、施設」（27.1％）、と続いている。情報入手先が「わからない」と回
答した人は 18.8％である。 

 

 

 

  

家族、親せき

市の広報紙（広報テープを含む）

学校、職場、施設

障害者のしおり（市が作成した冊子）

友人、知人

障害者団体

市のホームページ

都の広報紙（広報テープを含む）

テレビ、ラジオ、新聞

病院、診療所

都のホームページ

図書館の障害者向けサービス

民生委員・児童委員

その他

わからない

無回答

35.4

29.2

27.1

21.9

14.6

11.5

7.3

6.3

6.3

5.2

3.1

1.0

1.0

3.1

18.8

2.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(%)

n=96
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（９）福祉サービス認知・利用状況 
問 35 あなたは、次のような障害福祉サービスを、この 1 年のあいだに利用したことがありますか。
利用したことがあるサービスに〇をつけてください。（○はいくつでも） 
 以下の障害福祉サービスのうち、過去 1 年間での利用経験が最も高いのは、「就労継続支援（A 型、B
型）」で 25.0％である。次いで、「短期入所（ショートステイ）」（12.5％）、「共同⽣活援助（グループ
ホーム）」（10.4％）、「相談支援」（10.4）が続く。 
 

 

 
 
問 36 サービスに対する、感想やご意⾒があれば自由にご記入ください。（自由記述） 
※サービス名、利用の際に困っていること、サービス利用で改善してほしい点など。 
＜回答対象者：何らかの障害福祉サービス利用経験者＞ 
    整理中     

 
 
  

就労継続支援（Ａ型、Ｂ型）

短期入所（ショートステイ）

共同生活援助（グループホーム）

相談支援

生活介護

就労移行支援

訪問系サービス

自立訓練（機能訓練、生活訓練）

療養介護

施設入所支援

上記のようなサービスは
利用したことがない

無回答

25.0

12.5

10.4

10.4

7.3

4.2

3.1

3.1

1.0

1.0

42.7

7.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(%)

n=96
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問 37 あなたが、「⼗分利用できていない」と思う障害福祉サービスはどのサービスですか。あてはま
るものすべてに○をつけてください。（○はいくつでも） 
＜回答対象者：何らかの障害福祉サービス利用経験者＞ 
 サービス利用経験者の 29.2％が「必要なサービスを利用できている」と回答しているが、「⼗分利用
できていない」と思うサービスでは、「共同⽣活援助（グループホーム）」（27.1％）、「短期入所（ショ
ートステイ）」（25.0％）をあげる人が多い。 
 
＜利用したことがあるサービス別・⼗分利用できていないサービス＞ 

 

 
 
  

n=

訪問系

サービス

生活介護 自立訓練

（機能訓

練、生活訓

練）

就労移行

支援

就労継続

支援（Ａ型、

Ｂ型）

療養介護 短期入所

（ショートス

テイ）

共同生活

援助（グ

ループホー

ム）

施設入所

支援

相談支援 必要なサー

ビスを利用

できている

無回答

TOTAL 48 10.4 14.6 8.3 8.3 12.5 8.3 25.0 27.1 14.6 18.8 29.2 14.6

訪問系サービス 3 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 66.7 0.0

生活介護 7 0.0 14.3 14.3 14.3 14.3 0.0 28.6 14.3 0.0 14.3 57.1 0.0

自立訓練（機能訓練、生活訓練） 3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 66.7 33.3

就労移行支援 4 0.0 0.0 25.0 0.0 0.0 25.0 0.0 50.0 25.0 0.0 25.0 0.0

就労継続支援（Ａ型、Ｂ型） 24 16.7 16.7 8.3 16.7 25.0 12.5 37.5 37.5 20.8 29.2 29.2 0.0

療養介護 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

短期入所（ショートステイ） 12 0.0 16.7 8.3 0.0 8.3 8.3 41.7 33.3 33.3 16.7 16.7 8.3

共同生活援助（グループホーム） 10 10.0 10.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 10.0 10.0 50.0 20.0

施設入所支援 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0

相談支援 10 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 20.0 20.0 20.0 40.0 30.0

10.4
14.6

8.3 8.3
12.5

8.3

25.0 27.1

14.6
18.8

29.2

14.6

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0(%)

〈利
用
し
た
こ
と
が
あ
る
サ
ー
ビ
ス
〉 
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問 38 必要だと思うサービスを、⼗分、利用できていない理由は何ですか。（○はいくつでも） 
＜回答対象者：障害福祉サービスを⼗分利用できていないと感じている人＞ 
 利用サービスを「⼗分利用できていない」と感じている人に、理由をたずねたところ、「使いたいサ
ービスの定員がいっぱいだから」が 51.9％で最も高く、次いで、「自分が利用したい時間や時期とあわ
ないから」（33.3％）、「サービス利用に予約が必要で、いつも予約がいっぱいだから」（29.6％）が続
く。 
＜⼗分利用できていないと思うサービス別・⼗分利用できていない理由＞ 
 

 

 
  

n=

使いたい

サービスの

定員がいっ

ぱいだから

自分が利

用したい時

間や時期と

あわないか

ら

サービス利

用に予約が

必要で、い

つも予約が

いっぱいだ

から

自己負担

が大きく、

利用できな

いから

支給量が

足りないか

ら

通うのが大

変だから

その他 わからない 無回答

TOTAL 27 51.9 33.3 29.6 18.5 18.5 11.1 3.7 7.4 14.8

訪問系サービス 5 40.0 40.0 40.0 40.0 40.0 0.0 0.0 40.0 0.0

生活介護 7 71.4 57.1 71.4 42.9 28.6 14.3 0.0 14.3 0.0

自立訓練（機能訓練、生活訓練） 4 75.0 50.0 50.0 50.0 25.0 25.0 0.0 25.0 0.0

就労移行支援 4 50.0 50.0 75.0 25.0 0.0 25.0 0.0 25.0 0.0

就労継続支援（Ａ型、Ｂ型） 6 33.3 33.3 33.3 33.3 0.0 16.7 0.0 0.0 50.0

療養介護 4 50.0 50.0 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0 25.0 0.0

短期入所（ショートステイ） 12 58.3 25.0 50.0 16.7 8.3 16.7 8.3 8.3 16.7

共同生活援助（グループホーム） 13 76.9 23.1 30.8 23.1 23.1 15.4 7.7 7.7 7.7

施設入所支援 7 57.1 42.9 42.9 28.6 14.3 0.0 0.0 14.3 0.0

相談支援 9 44.4 55.6 44.4 22.2 11.1 11.1 0.0 11.1 22.2

51.9

33.3
29.6

18.5 18.5

11.1

3.7
7.4

14.8

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0(%)

〈十
分
利
用
で
き
て
い
な
い
と
思
う
サ
ー
ビ
ス
〉 
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問 39 今後、どのような障害福祉サービスを引き続き、あるいは新たに利用したいと思いますか。（○
はいくつでも） 
 引き続き、あるいは新たに利用したいサービスは、「就労継続支援（A 型、B 型）」、「相談支援」がそ
れぞれ 30.2％、「共同⽣活援助（グループホーム）」が 29.2％である。 

 

 
問 40 あなたは、次のような介護保険のサービスを、過去 1 年の間に利用したことがありますか。（○
はいくつでも） 
＜回答対象者：65 歳以上＞ 
 利用したことがある介護保険のサービスは以下の通りである。※サンプル数が少ないため、参考値とされた

い。 
 

（％） 

n= 

介護保険のサ

ービスは利用

していない 

訪問介護（ホ

ームヘルパ

ー） 

通所介護（デ

イサービス） 

短期入所（シ

ョートステ

イ） 

その他 

3 66.7 0.0 0.0 33.3 0.0 

 
  

就労継続支援（Ａ型、Ｂ型）

相談支援

共同生活援助（グループホーム）

短期入所（ショートステイ）

生活介護

就労移行支援

自立訓練（機能訓練、生活訓練）

訪問系サービス

施設入所支援

療養介護

上記の中に利用したいサービスはない

無回答

30.2

30.2

29.2

22.9

15.6

13.5

12.5

8.3

6.3

3.1

19.8

9.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(%)

n=96
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問 41 現在、必要なサービス（障害福祉サービス、介護保険サービス）を受けることができています
か。（○はいくつでも） 
＜回答対象者：障害福祉サービスと介護保険サービス利用経験者＞ 
 回答者対象者は 1 名で、無回答であった。 
 
問 42 障害福祉サービスをより利用しやすくするためには、どのような情報提供や相談先が必要です
か。また、サービス利用するためにあるとよい支援はどのようなものですか。（自由記入） 
 
    整理中     

 
問 43 障害者総合支援法の改正により、新たに導入される次のようなサービスをあなたは利用してみ
たいと思いますか。 ※平成 30 年 4 月から創設される予定の新しいサービスです。サービスの詳細は
変更する可能性もあります。 
 平成 30 年 4 月から導入予定のサービスの利用意向について、「必要になったら利用してみたい」と考
えるサービスは、「自⽴⽣活支援」が 45.8％、「就労定着支援」が 39.6％である。 

 

 

（10）災害対策について 
 
問 44 あなたは、お住まいの近くの避難所を知っていますか。（○は１つ） 
 避難場所を「知っている」人は 61.5％である。 

 

 
  

自立生活援助（n=96）

 就労定着支援（n=96）

必要になったら

利用してみたい

45.8

39.6

利用したくない

7.3

10.4

わからない

33.3

33.3

無回答

13.5

16.7

(%)

TOTAL（n=96）

知っている

61.5

知らない

30.2

無回答

8.3

(%)
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問 45 福祉避難施設とは、自宅や避難施設で⽣活している高齢者や障害者の方等に対し、状況に応じ
て介護等の必要なサービスを提供する社会福祉施設等のことです。⻄東京市には障害者総合支援センタ
ー「フレンドリー」をはじめ、約 30 ヶ所の福祉避難施設があります。あなたは、⻄東京市にある福祉
避難施設を知っていますか。（○は１つ） 
 福祉避難施設については、62.5％が「知らない」と回答している。「福祉避難施設も場所も知ってい
る」人は 17.7％である。 

 

 
問 46 あなたは、災害時要援護者登録を知っていますか。（○は１つ） 
 災害時要援護者登録については、65.6％が「知らない」と回答している。「登録している」人は 11.5％
である。 

 

 
問 47 地震や台風のときに⾏政や地域などから支援を受けるため、あらかじめ個人情報（名前、住所、
世帯の状況、障害の状況、緊急連絡先等）を市に提供することについて、どう思いますか。（○は１つ） 
 災害時の支援を受けるために個人情報を提供することについては、「必要な情報なので、積極的に提
供してよい」が 37.5％、「最小限の（名前、住所程度）ならかまわない」が 32.3％である。 

 

 
問 48 あなたは、地震や台風などの災害時にひとりで避難できますか。（○は１つ） 
 災害時にひとりで避難が「できる」人は 24.0％、「できない」人は 42.7％である。 

 

 
  

TOTAL（n=96）

福祉避難施設を

知らない

62.5

福祉避難施設を

知っているが、

場所は知らない

13.5

福祉避難施設も場

所も知っている

17.7

無回答

6.3

(%)

TOTAL（n=96）

知らない

65.6

知っているが

登録していない

13.5

登録している

11.5

その他

1.0

無回答

8.3

(%)

TOTAL（n=96）

必要な情報

なので、積極的に

提供してよい

37.5

最小限の情報

（名前、住所程度）

ならかまわない

32.3

個人情報なので

知らせたくない

7.3

その他

3.1

わからない

12.5

無回答

7.3

(%)

TOTAL（n=96）

できる

24.0

できない

42.7

わからない

26.0

無回答

7.3

(%)
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問 49 地震や台風などの災害が起こった際の不安は何ですか。（○はいくつでも） 
 地震や台風などの災害が起こった際の不安としては、「避難先での不安」が 62.5％で最も高く、次い
で、「避難する際の不安」（54.2％）、「災害の状況が伝わってこない場合の不安」（42.7％）が続く。 

（％） 

n= 

災害の状況

が伝わって

こない場合

の不安 

避難する際

の不安 

避難先での

不安 

その他 特にない わからない 無回答 

96 42.7 54.2 62.5 7.3 4.2 9.4 8.3 

 

問 50 地震や台風に備えて、または災害時に、どのような対策が必要だと思いますか。（○はいくつでも） 
 必要な災害対策としては、「避難しやすい避難所を整備する」ことをあげる人が 47.9％で最も高い。 

 

 

（11）障害・障害者への理解 
 
問 55 障害があることで、差別や人権侵害、虐待を受けていると感じることがありますか。（○は１つ） 
 差別や人権侵害、虐待については、30.2％の人は「ほとんど感じることはない」が、9.4％は「いつ
も感じる」、35.4％は「たまに感じる」と回答している。 
 

 

 
 
  

避難しやすい避難所を整備する

日頃から避難方法のアドバイスや情
報提供を行う

地域で助け合える体制を整備する

災害時に介助人などを確保する

緊急通報システムを整備する

避難訓練などに参加できるようにする

その他

特にない

無回答

47.9

41.7

38.5

32.3

28.1

19.8

3.1

7.3

12.5

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(%)

n=96

TOTAL（n=96）

ほとんど感じることはない

30.2

たまに感じる

35.4

いつも感じる

9.4

わからない

17.7

無回答

7.3

(%)
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問 56 障害のある方々への差別をなくすことを目的として、平成 28 年４月１日に「障害者差別解消法」
が施⾏されましたが、このことを知っていますか。（○は１つ） 
 障害者差別解消法について、「内容まで知っている」人は 10.4％、「知らない」人は 45.8％である。 

 

 
問 57 障害や障害のある方々に対する市⺠の理解は進んできていると思いますか。（○は１つ） 
 障害や障害のある人に対する市⺠の理解が「進んできている」と考えている人は 3.1％、「まあ進んで
きている」（15.6％）をあわせると、18.7％の人は市⺠の理解が進んできていると感じている。 

 

 
問 58 障害や障害のある市⺠への理解を深めるためには、何が必要だと思いますか。（○はいくつでも） 
 障害や障害のある人への理解に必要なこととして、「障害のある人との交流を通じた障害への理解の
促進」が 45.8％で最も高く、次いで、「学校における福祉教育の充実」（41.7％）、「障害や障害者の福
祉についての関心や理解を深めるための啓発」（38.5％）が続いている。 

 

 

  

TOTAL（n=96）

内容まで知っている

10.4

名前だけ知っている

30.2

知らない

45.8

無回答

13.5

(%)

TOTAL（n=96）

進んできている

3.1

まあ進んできている

15.6

どちらともいえない

27.1

進んできていない

22.9

わからない

24.0

無回答

7.3

(%)

障害のある人との交流を通じた

障害への理解の促進

学校における福祉教育の充実

障害や障害者の福祉についての関心や

理解を深めるための啓発

障害のある人の地域活動への参加機会の促進

障害のある人への福祉的な就労や

生産活動の機会の提供

障害のある人に対してのボランティア活動やボ

ランティア人材育成への支援

福祉施設の地域住民への開放や

地域住民との交流の促進

障害に関する講演会や学習会の開催

その他

わからない

無回答

45.8

41.7

38.5

36.5

34.4

33.3

32.3

16.7

2.1

20.8

7.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(%)

n=96
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（12）障害者施策、市への要望等 
問 59 今後、障害者施策を進めていくにあたって、市は特にどのようなことを充実させていけばよい
と思いますか。（○はいくつでも） 
 今後、市が充実させていくべき障害者施策としては、「障害のある人の働く場の確保や就労の定着を
図ること」が 55.2％と最も高く、次いで「障害者や高齢者にやさしい「福祉のまちづくり」を推進す
ること」が 42.7％、「利用施設を増やすこと」が 40.6％で続いている。 

 

 
 
  

障害のある人の働く場の確保や
就労の定着を図ること

障害者や高齢者にやさしい
「福祉のまちづくり」を推進すること

利用できる施設を増やすこと

障害のある人が住みやすい住居を
確保・整備すること

障害のある子どもたちの可能性を
最大限に伸ばすような教育を進めること

家族などの介護者の休息や
負担軽減を支援すること

障害者サービスや福祉に関する
情報提供を充実させること

事故や疾病による障害の発生を予防するとともに、

障害を早期に発見し、早い段階での適切な

対応（リハビリテーションや療育等）に努めること

障害に対する理解を深めてもらうための
交流を推進すること

文化、スポーツ、レクリエーション活動に
参加できるよう支援すること

相談体制を充実させること

成年後見制度が利用しやすくなるように
支援すること

ホームヘルパーの派遣など
在宅生活支援サービスを充実させること

ボランティア活動を充実させること

その他

特にない

無回答

55.2

42.7

40.6

38.5

37.5

34.4

34.4

31.3

29.2

27.1

27.1

25.0

22.9

18.8

2.1

7.3

12.5

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(%)

n=96
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問 60 問 59 のような⻄東京市の障害者施策全般について、総合的に満⾜していますか。（○は１つ） 
 ⻄東京市の障害者施策全般について、「満⾜している」人は 5.2％で、「やや満⾜」（13.5％）とあわ
せると、18.7％の人は満⾜していると感じている。 

 

 
問 61 約５年前（平成 24 年）と⽐べて、障害者のサービスはどのように変わったと思いますか。（○
は１つ） 
 5 年前（平成 24 年）と⽐べて障害者サービスは「変わらない」（53.1％）と感じている人が多いが、
「良くなった」が 22.9％で「悪くなった」（6.3％）を上回っている。 

 

 
問 62 そのようにお答えになったのは、どのような理由からですか。（自由記入） 
 
    整理中     

 
 
問 63 あなたは、今後も⻄東京市に住みつづけたいと思いますか。（○は１つ） 
 55.2％の人が今後も⻄東京市に「住み続けたい」と回答している。 

 

 

問 64 最後に、この調査を通じて、選択肢や自由記入欄だけでは表現しきれなかったことや、ご意⾒・
ご要望などがありましたら、自由にお書きください。（自由記入） 
 
 
    整理中     

 
  

TOTAL（n=96）

満足している

5.2

やや満足

13.5

どちらでもない

28.1

やや不満

14.6

不満

8.3

わからない

25.0

無回答

5.2

(%)

TOTAL（n=96）

良くなった

22.9

変わらない

53.1

悪くなった

6.3

無回答

17.7

(%)

TOTAL（n=96）

住み続けたい

55.2

どちらかというと

住み続けたい

32.3

住み続けたくない

4.2

無回答

8.3

(%)
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３ 精神障害者 
（１）基本的な属性 
問１ この用紙（調査票）に記入されるのはどなたですか。（○は１つ） 
 調査票記入者は「本人（宛名の方）が記入、または本人が答え代筆者が記入」が 73.3％。 

 

 
問２ あなたの性別をお答えください。（○は１つ） 
問３ 年齢（８月１日現在）を記入してください。 
 性別は、男性が 43.0％、⼥性が 54.7％。 

 

 年齢は、18-64 歳が 82.6％、65 歳以上が 12.8％で平均年齢は 47.9 歳。 

 

           （％） 

n= 19 歳以下 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 歳以上 無回答 平均年齢 

86 0.0 7.0 17.4 30.2 23.3 12.8 4.7 4.7 47.9 歳 

 

問４ 現在、あなたはどこで暮らしていますか。（○は１つ） 
 居住形態は、「持ち家（分譲マンションを含む）」が 51.2％で最も多く、次いで、「賃貸住宅（アパー
ト、賃貸マンション、借家）」が 36.0％である。 
 

（％） 

n= 

持ち家（分譲マ

ンションを含

む） 

賃貸住宅（ア

パート、賃貸

マンション、

借家） 

グループホー

ム、ケアホー

ム、福祉ホー

ム 

福祉施設（障

害者支援施

設、高齢者支

援施設） 

入院している その他 無回答 

86 51.2 36.0 4.7 0.0 3.5 1.2 3.5 

 

  

TOTAL（n=86）

本人（宛名の方）が記入、

または本人が答え

代筆者が記入

73.3

家族（本人の立場に

立って記入）

16.3

施設や病院等の職員

（本人の立場に立って

記入）

0.0

そのほかの方（本人の

立場に立って記入）

0.0

無回答

10.5

(%)

TOTAL（n=86）

男性

43.0

女性

54.7

無回答

2.3

(%)

TOTAL（n=86）

18-64歳

82.6

65歳以上

12.8

無回答

4.7

(%)
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問５ どなたと一緒に暮らしていますか。（○はいくつでも） 
 同居者は、「⺟親」が 40.7％で最も高く、「配偶者（夫または妻）」が 27.9％で続いている。 
 年代別にみると、50 代以上では「自分ひとりだけで暮らしている」人が 20％を超えている。60 代
以上では「配偶者（夫または妻）」が半数を超えている。 

（％） 

 

n= 

自
分
ひ
と
り
だ
け
で

暮
ら
し
て
い
る 

配
偶
者 

（夫
ま
た
は
妻
） 

子
ど
も

（子
ど
も
の

配
偶
者
も
含
む
） 

父
親 

母
親 

祖
父 

祖
母 

兄
弟
、
姉
妹 

そ
の
他
の
親
せ
き 

福
祉
施
設
の
職
員
や

仲
間 

そ
の
他 

無
回
答 

TOTAL 86 16.3 27.9 12.8 23.3 40.7 0.0 0.0 18.6 2.3 2.3 2.3 5.8 

20 代 6 33.3 0.0 0.0 66.7 66.7 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

30 代 15 0.0 26.7 6.7 46.7 73.3 0.0 0.0 46.7 0.0 0.0 0.0 0.0 

40 代 26 11.5 26.9 15.4 26.9 46.2 0.0 0.0 11.5 7.7 3.8 3.8 0.0 

50 代 20 25.0 25.0 15.0 10.0 40.0 0.0 0.0 15.0 0.0 0.0 5.0 0.0 

60 代 11 27.3 54.5 18.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 9.1 0.0 9.1 

70 歳以上 4 25.0 50.0 25.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

無回答 4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 

 

（２）障害状況 
問６ あなたは、精神障害者保健福祉手帳をお持ちですか。お持ちの場合には、手帳に書かれている障
害の程度に○をつけてください。（○は１つ） 
 精神障害者保健福祉手帳の等級は、1 級が 8.1％、２級が 52.3％、３級が 37.2％である。 

 

※0.0 は非表⽰ 

  

TOTAL（n=86）

20代（n=6）

30代（n=15）

40代（n=26）

50代（n=20）

60代（n=11）

70歳以上（n=4）

無回答（n=4）

１級

8.1

6.7

7.7

5.0

9.1

25.0

25.0

２級

52.3

33.3

46.7

53.8

65.0

45.5

75.0

25.0

３級

37.2

66.7

46.7

38.5

30.0

45.5

わからない 無回答

2.3

50.0

(%)
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問７ 次のうち、あてはまるものに○をつけてください。（○はいくつでも） 
 精神障害者保健福祉手帳以外の障害との重複状況をみると、「身体障害者手帳を持っている」人が
15.1％、「愛の手帳（療育手帳）を持っている」人が 5.8％である。「発達障害と診断されたことがある」
人は 11.6％である。 
 30 代以下では、「発達障害と診断されたことがある」との回答が、他の年代に⽐べ高い。 

（％） 

 

n= 

身体障害

者手帳を

持ってい

る 

愛の手帳

（療育手

帳）を持っ

ている 

国または

東京都が

指定する

難病医療

費等助成

対象疾病

を患って

いる 

高次脳機

能障害と

診断され

たことが

ある 

発達障害

と診断さ

れたこと

がある 

訪問看護

などの医

療的ケア

を受けて

いる 

あてはま

るものは

ない 

無回答 

TOTAL 86 15.1 5.8 2.3 3.5 11.6 4.7 47.7 16.3 

20 代 6 0.0 16.7 16.7 0.0 50.0 0.0 0.0 16.7 

30 代 15 0.0 0.0 6.7 0.0 20.0 0.0 60.0 20.0 

40 代 26 19.2 7.7 0.0 7.7 11.5 3.8 50.0 11.5 

50 代 20 20.0 5.0 0.0 5.0 5.0 5.0 55.0 10.0 

60 代 11 18.2 9.1 0.0 0.0 0.0 9.1 45.5 18.2 

70 歳以上 4 25.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 25.0 

無回答 4 25.0 0.0 0.0 0.0 0.0 25.0 25.0 50.0 

 

問８ あなたは、障害者支援の手当や年⾦を主にどのように利用していますか。（○は１つ） 
 障害者支援の手当や年⾦の利用状況は、「将来のために蓄えている（預貯⾦など）」が 15.1％、「日々
の⽣活のために利用することが多い」が 48.8％、「年⾦や手当は受給していない」が 33.7％である。 

 

※0.0 は非表⽰ 

  

TOTAL（n=86）

20代（n=6）

30代（n=15）

40代（n=26）

50代（n=20）

60代（n=11）

70歳以上（n=4）

無回答（n=4）

将来のために蓄えて

いる（預貯金など）

15.1

33.3

6.7

23.1

15.0

9.1

日々の生活のために

利用することが多い

48.8

33.3

53.3

50.0

50.0

27.3

75.0

75.0

年金や手当は受給して

いない

33.7

33.3

40.0

26.9

35.0

54.5

25.0

無回答

2.3

9.1

25.0

(%)
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（３）介助・援助の状況 
問９ あなたは、どのようなときに介助・援助を受けていますか。（○はいくつでも） 
 介助・援助を受けている場⾯としては、「⾷事の準備や調理など」が 29.1％で最も高く、次いで、「急
に具合が悪くなったときの相談や対処」（27.9％）、「現⾦や預⾦通帳の管理」（25.6％）で続く。「介助・
援助は受けていない」人は 33.7％となっている。 

 

 

 

  

食事の準備や調理など

急に具合が悪くなったときの
相談や対処

現金や預金通帳の管理

部屋の掃除・整理整頓

衣類の洗濯

電車・バスなど交通手段を
利用すること

日用品などの買い物

銀行や郵便局、市役所を
利用すること

健康の管理

服薬管理

規則正しい生活をすること

戸締りや火の始末などの
安全を保つこと

電話の利用

学校や職場、作業所などへの
送り迎えのとき

介助・援助は受けていない

その他

無回答

29.1

27.9

25.6

22.1

22.1

20.9

19.8

18.6

17.4

16.3

16.3

10.5

7.0

3.5

33.7

4.7

12.8

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(%)

n=86
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問 10 ふだん、あなたを主に介助・援助しているのはどなたですか。（○は１つ） 
 ふだん、主に介助・援助している人は「⺟親」が 41.3％で最も高く、次いで、「配偶者（夫、妻）」
が 26.1％である。「その他」（10.9％）として、・・・との記述があった。    整理中     
 

（％） 

 

n= 

配
偶
者

（夫
、
妻
） 

子
ど
も
、
子
ど
も

の
配
偶
者 

父
親 

母
親 

祖
父 

祖
母 

兄
弟
、
姉
妹 

そ
の
他
の
親
せ
き 

近
所
の
人
、
友

人

・
知
人 

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
等
の 

在
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者 

そ
の
他 

無
回
答 

TOTAL 46 26.1 4.3 2.2 41.3 0.0 0.0 6.5 0.0 0.0 6.5 10.9 2.2 

20 代 2 0.0 0.0 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

30 代 11 36.4 0.0 0.0 54.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 9.1 0.0 

40 代 13 7.7 7.7 0.0 61.5 0.0 0.0 15.4 0.0 0.0 0.0 7.7 0.0 

50 代 11 18.2 0.0 0.0 36.4 0.0 0.0 9.1 0.0 0.0 9.1 18.2 9.1 

60 代 6 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 33.3 16.7 0.0 

70歳以上 3 66.7 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

 

（４）日中の過ごし方や外出の状況・社会参加状況 
問 20 あなたは、平日（月曜日〜⾦曜日）の日中を主にどのように過ごしていますか。（○は１つ） 
 平日の日中の過ごし方として、「自宅にいることが多い」が 44.2％、「働いている」が 18.6％である。 
 年代別にみると、30 代を除く年代で「自宅にいることが多い」が半数以上となっている。60 代の
18.2％が「入所・入院している施設や病院などで過ごしている」と回答しており、他の年代に⽐べ高い。 

（％） 

 

n= 

幼稚園や

保 育 園 、

学 校 な ど

に 通 っ て

いる 

福 祉 施

設 、 作 業

所 な ど に

通 っ て い

る 

病 院 な ど

の デ イ ケ

ア に 通 っ

ている 

リハビリテ

ーションを

受 け て い

る 

働 い て い

る 

入 所 ・ 入

院 し て い

る 施 設 や

病 院 な ど

で 過 ご し

ている 

自 宅 に い

る こ と が

多い 

その他 無回答 

TOTAL 86 1.2 9.3 11.6 0.0 18.6 5.8 44.2 4.7 4.7 

20 代 6 16.7 16.7 0.0 0.0 16.7 0.0 50.0 0.0 0.0 

30 代 15 0.0 6.7 13.3 0.0 20.0 0.0 53.3 6.7 0.0 

40 代 26 0.0 15.4 3.8 0.0 38.5 7.7 34.6 0.0 0.0 

50 代 20 0.0 5.0 15.0 0.0 10.0 5.0 50.0 10.0 5.0 

60 代 11 0.0 0.0 18.2 0.0 0.0 18.2 54.5 9.1 0.0 

70歳以上 4 0.0 25.0 25.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 

無回答 4 0.0 0.0 25.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 75.0 
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問 11 あなたは、どのくらい外出しますか。通所、通学、通勤、買い物、日常の散歩など、すべてを
含めてお答えください。（○は１つ） 
 外出頻度は、「週に 5 日以上」が 46.5％、「週に３〜４日」が 18.6％、「週に１〜2 日」が 16.3％で
ある。「ほとんど外出しない」と回答した人は 10.5％となっている。 

 

 

問 12 あなたは、外出をするときに支援が必要ですか。（○は１つ） 
 外出時の支援の必要性は、53.5％の人が「ひとりで外出できる」と回答している。「いつも支援が必
要」は 4.7％である。 

 

 

問 13 外出の際に困っていることはありますか。（○はいくつでも） 
 外出の際に「特に困っていることはない」人は 34.9％だが、外出の際に困っていることとしては、「他
人の視線が気になる」との回答が 32.6％で最も高い。次いで、「他人との会話が難しい」（16.3％）、「必
要なときに、まわりの人の手助け・配慮が⾜りない」（12.8％）で続いている。 

 

 

 

  

TOTAL（n=86）

週に５日以上

46.5

週に３～４日

18.6

週に１～２日

16.3

月に２～３日

2.3

ほとんど外出しない

10.5

その他

1.2

無回答

4.7

(%)

TOTAL（n=86）

ひとりで外出できる

53.5

いつも支援が必要

4.7

慣れた場所には

ひとりで行ける

が、それ以外は
支援が必要

22.1

いつもはひとりで

行けるが、調子

が悪い場合は
支援が必要

11.6

その他

3.5

無回答

4.7

(%)

他人の視線が気になる

他人との会話が難しい

必要なときに、まわりの人の
手助け・配慮が足りない

付き添ってくれる人がいない

その他

特に困っていることはない

無回答

32.6

16.3

12.8

8.1

15.1

34.9

7.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(%)

n=86
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問 14 あなたは、この１年くらいの間に、次のような活動をしましたか。（○はいくつでも）：活動状況 
問 18 これからどのような活動をしたいと思いますか。（○はいくつでも）：活動意向 
 活動状況と活動意向を⽐べると、「趣味などのサークル活動」は実際の活動状況が 9.3％、活動意向は
22.1％となっており、意向が約 13 ポイント高い。 
 実際の活動状況では、「買い物」（66.3％）、「選挙の投票」（45.3％）が高く、活動意向では、「買い
物」（44.2％）、「旅⾏」（33.7％）が高い。 

 

 

 

 

  

スポーツやレクリエーション

旅行

買い物

ボランティア活動

障害者団体の活動

趣味などのサークル活動

講座や講演会などへの参加

地域の行事やお祭り

選挙の投票

その他

特に何もしてない
特に活動したくない

無回答

29.1

27.9

66.3

7.0

5.8

9.3

7.0

9.3

45.3

3.5

10.5

9.3

25.6

33.7

44.2

10.5

11.6

22.1

15.1

17.4

27.9

10.5

14.0

8.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

活動状況（n=86）

活動意向（n=86）

(%)
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問 19 問 18 のような活動をするために、どのような支援が必要だと思いますか。（○はいくつでも） 
 活動のために必要な支援として、「活動についての情報が提供されること」が 43.0％で最も高く、次
いで、「活動するための場所が近くにあること」（38.4％）、「一緒に⾏く仲間がいること」（29.1％）、「魅
⼒的な内容であること」（29.1％）が続いている。 

 

 

問 15 選挙の投票の際、困ったことや改善してほしいことはありましたか。（自由記述） 
＜回答対象者：問 14 で「選挙の投票」と回答した人＞ 
 

    整理中     

 

 

 

問 16 スポーツ活動をした方は、どのようなスポーツ活動をしましたか。あてはまるものに○をつけ
てください。（○はいくつでも） 
＜回答対象者：問 14 で「スポーツやレクリエーション」選択者＞ 
 スポーツ活動の内容は、以下の通りである。 
 

（％） 

n= 卓球 ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ ボッチャ ダンス ボウリング ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ 水泳 その他 無回答 

25 8.0 0.0 0.0 8.0 4.0 12.0 16.0 64.0 4.0 

 

 「その他」（64.0％）として以下の記述があった。    整理中     
 

 

  

活動についての情報が提供されること

活動するための場所が近くにあること

一緒に行く仲間がいること

魅力的な内容であること

適切な指導者がいること

介助者・援助者がいること

移動支援など、外出のための手段が
確保されていること

その他

特にない

無回答

43.0

38.4

29.1

29.1

25.6

18.6

14.0

5.8

17.4

11.6

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(%)

n=86
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問 17 活動のために外出する際に「同⾏援護」「⾏動援護」「移動支援」等のヘルパーを利用していま
すか。（○は１つ） 
＜回答対象者：問 14 で何らかの活動をしている人＞ 
 活動のためのヘルパー利用状況は、「ヘルパーを利用している」が 2.9％、「ヘルパーは利用していな
い」は 84.1％である。 

 

 

  

TOTAL（n=69）

ヘルパーを利用

している

2.9

ヘルパーは利用

していない

84.1

わからない

2.9

無回答

10.1

(%)
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（５）将来の希望 
問 49 あなたは、今後、どのように日中を過ごしたいと思いますか。（○はいくつでも） 
 今後、希望する日中の過ごし方は、「自宅でのんびり過ごしたい」が 38.4％で最も高く、次いで「一
般企業などで働きたい」が 29.1％、「創作活動や社会との交流などを⾏なったりするところで過ごした
い」が 15.1％で続いている。 
 平日の日中の過ごし方別にみると、福祉施設、作業所などに通っている人の 37.5％が「一般企業な
どで働きたい」と回答している。自宅にいることが多い人では、今後も「自宅でのんびり過ごしたい」
と思う人が 47.4％だが、「一般企業等での就労は難しいと思うが働きたいと思うので、施設内で就労し
たり、⽣産活動をしながら過ごしたい」、「一般企業などで働きたい」と考える人がそれぞれ 18.4％で
ある。 
 
＜平日の日中の過ごし方別。今後、希望する過ごし方＞ 

 

 

 

  

n=

自宅でのん
びり過ごし

たい

一般企業な
どで働きた

い

創作活動
や社会との

交流などを

行ったりす

るところで

過ごしたい

一般企業
等での就労

は難しいと

思うが働き

たいと思う

ので、施設
内で就労し

たり、生産
活動をしな

がら過ごし
たい

施設や企
業で作業や

実習などを

行い、職場

探しや職場

定着のため
の支援を受

けたい

自立した日
常生活がで

きるよう、一

定期間、身

体機能や

生活能力
向上のため

に必要な訓
練を受けた

い

医療機関
で、機能訓

練、看護、

介護、日常

生活の世

話などを受
けながら過

ごしたい

施設で、入
浴、排せ

つ、食事の

介護を受け

ながら、創

作的活動な
どを行いた

い

学校に通い
たい

その他 わからない 無回答

TOTAL 86 38.4 29.1 15.1 14.0 10.5 9.3 5.8 5.8 5.8 9.3 10.5 3.5

幼稚園や保育園、学校などに通ってい

る
1 0.0 100.0 0.0 0.0 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

福祉施設、作業所などに通っている 8 25.0 37.5 12.5 0.0 25.0 25.0 0.0 0.0 0.0 0.0 12.5 12.5

病院などのデイケアに通っている 10 50.0 0.0 40.0 20.0 10.0 0.0 10.0 10.0 10.0 20.0 0.0 0.0

働いている 16 37.5 56.3 12.5 0.0 6.3 0.0 6.3 6.3 0.0 0.0 6.3 0.0

入所・入院している施設や病院などで

過ごしている
5 0.0 0.0 0.0 20.0 0.0 20.0 0.0 20.0 0.0 0.0 20.0 20.0

自宅にいることが多い 38 47.4 18.4 13.2 18.4 5.3 7.9 5.3 5.3 0.0 10.5 15.8 2.6

その他 4 50.0 75.0 0.0 25.0 25.0 25.0 0.0 0.0 75.0 25.0 0.0 0.0

無回答 4 0.0 50.0 25.0 25.0 25.0 0.0 25.0 0.0 25.0 25.0 0.0 0.0

38.4

29.1

15.1 14.0
10.5 9.3

5.8 5.8 5.8
9.3 10.5

3.5

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0(%)
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問 50 あなたは、将来、どこで⽣活したいと思いますか。（○は１つ） 
 将来、⽣活したいところは、「今の場所で⽣活したい」が 53.5％、「グループホームなどを利用した
い」が7.0％、「施設に入所して暮らしたい」が5.8％、「一般の住宅で家族と一緒に⽣活したい」が15.1％、
「一般の住宅でひとり暮らしをしたい」が 9.3％である。 

 

※0.0 は非表⽰ 

 

問 51 成年後⾒制度とは、知的障害や精神障害などの理由により、判断能⼒が⼗分でない方の財産な
どの権利を守る制度です。あなたは、成年後⾒制度について知っていますか。（○は１つ） 
 成年後⾒制度について、「名前も内容も知っている」人は 33.7％、「名前を聞いたことはあるが、内
容は知らない」人は 40.7％である。24.4％の人が「名前も内容も知らない」と回答している。 

 

 

 

  

TOTAL（n=86）

20代（n=6）

30代（n=15）

40代（n=26）

50代（n=20）

60代（n=11）

70歳以上（n=4）

無回答（n=4）

今の場所で

生活したい

53.5

60.0

57.7

60.0

54.5

75.0

25.0

グループホーム

などを利用したい

7.0

16.7

11.5

5.0

25.0

施設に入所して

暮らしたい

5.8

6.7

7.7

10.0

一般の住宅で家族と

一緒に生活したい

15.1

50.0

20.0

7.7

10.0

9.1

25.0

25.0

一般の住宅で

ひとり暮らしをしたい

9.3

33.3

13.3

3.8

10.0

25.0

その他

4.7

7.7

5.0

9.1

無回答

4.7

3.8

27.3

(%)

TOTAL（n=86）

名前も内容も知らない

24.4

名前を聞いたことはあ

るが、内容は知らない

40.7

名前も内容も

知っている

33.7

無回答

1.2

(%)
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問 52 あなたは、成年後⾒制度を活用したいと思いますか。（○は１つ） 
 成年後⾒制度を「すでに活用している」人は 2.3％である。「今は必要ないが、将来必要になったら活
用したい」と考える人は 32.6％である。 
 年代別にみると、「すでに活用している」人は、50 代、60 代である。 

 

 

（６）雇用・就労について 
問 21 現在、あなたは収入を伴う仕事をしていますか。（○は１つ） 
 収入を伴う仕事している人の割合は、18-39 歳で 33.8％、65 歳以上で 18.2％である。 

 

※0.0 は非表⽰ 

 

 

  

TOTAL（n=86）

20代（n=6）

30代（n=15）

40代（n=26）

50代（n=20）

60代（n=11）

70歳以上（n=4）

無回答（n=4）

すでに活用している

2.3

5.0

9.1

今は必要ないが、将来必

要になったら活用したい

32.6

50.0

40.0

26.9

35.0

18.2

50.0

25.0

活用したいとは思わない

23.3

16.7

26.7

15.4

30.0

36.4

25.0

わからない

40.7

33.3

33.3

57.7

30.0

36.4

25.0

50.0

無回答

1.2

25.0

(%)

TOTAL（n=86）

18-64歳（n=71）

65歳以上（n=11）

無回答（n=4）

収入を伴う

仕事をしている

31.4

33.8

18.2

25.0

収入を伴う

仕事はしていない

66.3

64.8

72.7

75.0

無回答

2.3

1.4

9.1

(%)
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＜問 22〜問 25 回答対象者：収入を伴う仕事をしている人＞ 
問 22 どなたかの支援を受けて現在の仕事に就きましたか。あてはまるものすべてに○をつけてくだ
さい。（○はいくつでも） 
 就労の際の支援については、40.7％の人が「支援は受けなかった」と回答しているが、支援とあげら
れた項目としては、「ハローワーク」が 18.5％である。「その他」（40.7％）として、・・・との記述が
あった。    整理中     

（％） 

n= 

ハローワ

ーク 

障害者就

労支援セ

ンター

（一歩） 

就労移行

支援事業

所（さく

らの園） 

学校 家族 友人・ 

知人 

その他 支援は受

けなかっ

た 

無回答 

27 18.5 0.0 3.7 3.7 0.0 3.7 40.7 40.7 3.7 

 

問 23 仕事の形態は次のうちどれですか。（○は１つ） 
 就労形態は、「会社・団体等の正規の職員」が 22.2％、「アルバイト、臨時、パート、嘱託等」が 51.9％、
「授産施設、または福祉作業所」が 14.8％である。 

 

※0.0 は非表⽰ 

 
問 24 あなたご自身の１ヶ月当たりの平均的な給与・賃⾦・⼯賃はいくらですか。 
 1 ヶ月当たりの平均的な給与・賃⾦・⼯賃は、平均 99,191.78 円である。 

 

 

 

  

TOTAL（n=27）

18-64歳（n=24）

65歳以上（n=2）

無回答（n=1）

自営業（家業の

手伝いを含む）

会社・団体等の

正規の職員

22.2

25.0

アルバイト、臨時、

パート、嘱託等

51.9

50.0

50.0

100.0

内職
授産施設、または

福祉作業所

14.8

16.7

その他

11.1

8.3

50.0

(%)

TOTAL（n=27）

5,000円

未満

7.4

10,000円

未満

7.4

15,000円

未満

7.4

20,000円

未満

0.0

50,000円

未満

14.8

100,000円

未満

14.8

150,000円

未満

11.1

200,000円

未満

7.4

250,000円

未満

11.1

250,000円

以上

7.4

無回答

11.1

(%)
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問 25 仕事をする上で困っていることは何ですか。（○はいくつでも） 
 仕事をするうえで困っていることとして、「給与・⼯賃などの収入が少ない」との回答が 40.7％で最
も高い。次いで、「勤務時間、日数が多く体⼒的に不安」、「職場の人間関係」、「障害に対する職なの理
解不⾜」がそれぞれ 25.9％である。「その他」（22.2％）として、・・・との記述があった。    整

理中     
 

 

 

問 26 仕事をしていない主な理由は何ですか。（○は１つ） 
＜回答対象者：収入を伴う仕事をしていない人＞ 
 仕事をしていない主な理由として、「仕事をしたいと思うが、できない」「仕事を「したいか、したく
ないか」ではなく、「できない」」がそれぞれ 28.1％で最も高い。 
 18-64 歳の 32.6％が「仕事をしたいと思うが、できない」と回答している。 

 

※0.0 は非表⽰ 

 

 

  

給与・工賃などの収入が少ない

勤務時間、日数が多く体力的に不安

職場の人間関係

障害に対する職場の理解不足

通勤が大変

業務内容が合わない

職場の設備が障害に対応していない

職場外で相談相手がいない

その他

特に困っていることはない

40.7

25.9

25.9

25.9

18.5

3.7

3.7

3.7

22.2

14.8

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(%)

n=27

TOTAL（n=57）

18-64歳（n=46）

65歳以上（n=8）

無回答（n=3）

仕事をする

必要がない

21.1

15.2

50.0

33.3

現在、求職中、

職業訓練中

8.8

10.9

仕事をしたい

とは思わない

5.3

6.5

仕事をしたいと

思うが、できない

28.1

32.6

12.5

仕事を「したいか、

したくないか」では

なく、「できない」

28.1

26.1

25.0

66.7

その他

8.8

8.7

12.5

(%)



＜Ⅱ ３ 精神障害者調査＞ 

87 

問 27 あなたは、障害のある方の雇用を促進するために、市内で不⾜していると思われるサービスや
取組みは何だと思いますか。あてはまるものすべてに○をつけてください。（○はいくつでも） 
 障害のある人の雇用促進のために、不⾜していると思われるサービスや取組みは、「企業や地域にお
ける障害理解をすすめる支援」が 32.6％で最も高く、次いで、「就職や転職について相談を受けるサー
ビス」（31.4％）、「職種の拡⼤や近隣地域での就職先の確保」（29.1％）が続く。 

 

 

 

  

企業や地域における障害理解をすすめる支援

就職や転職について相談を受けるサービス

職種の拡大や近隣地域での就職先の確保

自立した生活を目的としたグループホームや
一人暮らしに対する支援

就職後の定期訪問等、安心して
働き続けることのできるサポート

就職や転職する上での生活上の
問題について相談を受けるサービス

就職に関する情報発信サービス

就職に重点をおいた作業訓練や
技術習得などの職業訓練

就職するための書類作成の支援や
面接練習等の支援

仕事の日以外に利用できる余暇活動や交流の場

企業や官公庁などでの仕事を
体験する機会の提供

自ら起業することを希望する人への支援

その他

わからない

無回答

32.6

31.4

29.1

24.4

23.3

22.1

22.1

20.9

15.1

14.0

12.8

7.0

9.3

20.9

12.8

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(%)

n=86
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（７）障害者施設・施策について 
問 28 あなたは、⻄東京市の障害者総合支援センター「フレンドリー」を知っていますか。（○は１つ） 
問 29 あなたは、⻄東京市にある次の施設を利用したことがありますか。また、知っていますか。 
 市内施設を利用したことがある人は、障害者総合支援センター「フレンドリー」が 30.2％、相談支
援センター・えぽっくが 12.8％、障害者就労支援センター・一歩が 17.4％、地域活動支援センター・
ハーモニーが 17.4％、保谷障害者福祉センターが 1.2％である。 

 

 

問 30 あなたは、次の講座や事業等を知っていますか。（○はいくつでも） 
 市開催の講座や事業等の認知状況は、以下の通りである。 

（％） 

n= 

サポーター養

成講座 

ヘルプカード スポーツ支援

事業 

障害者水泳教

室 

講座や事業等

は知らない 

無回答 

86 10.5 45.3 4.7 7.0 46.5 7.0 

 

（８）相談や情報入手方法 
問 31 あなたは、悩みごとや心配ごとがあるとき、家族や親せき以外に、どのようなところに相談し
ていますか。（○はいくつでも） 
 家族や親せき以外の相談先としては、「病院・診療所」をあげる人が 54.7％と最も高く、次いで、「知
人・友人」（19.8％）、「市役所の福祉相談窓口」（8.1％）と続いている。一方で、16.3％が「相談でき
るところは特にない」と回答している。 

（％） 

n= 

病院・診

療所 

友人・知

人 

市役所の

福祉相談

窓口 

障害者就

労支援セ

ンター・

一歩 

地域活動

支援セン

ター・ハ

ーモニー 

福祉施設

や作業所

の職員 

相談支援

センタ

ー・えぽ

っく 

生活保護

の担当職

員 

保谷障害

者福祉セ

ンター 

地域活動

支援セン

ター・ブ

ルーム 

86 54.7 19.8 8.1 7.0 7.0 5.8 2.3 2.3 1.2 1.2 

保健師 幼稚園・

保育園・

学校の先

生や職場

の仲間 

児童相談

所 

民生委

員・児童

委員 

社会福祉

協議会の

職員 

障害者団

体 

その他 誰かに相

談するこ

とはまれ

である 

相談でき

るところ

は特にな

い 

無回答 

 1.2 1.2 0.0 0.0 0.0 0.0 11.6 10.5 16.3 4.7 

障害者総合支援センター
「フレンドリー」（n=86）

相談支援センター・
えぽっく（n=86）

障害者就労支援センター・
一歩（n=86）

地域活動支援センター・
ハーモニー（n=86）

保谷障害者福祉センター
（n=86）

地域活動支援センター・
ブルーム（n=86）

利用している

（利用したことがある）

30.2

12.8

17.4

17.4

1.2

知っているが、

利用したことはない

25.6

19.8

17.4

22.1

15.1

8.1

知らない

38.4

52.3

50.0

45.3

64.0

72.1

無回答

5.8

15.1

15.1

15.1

19.8

19.8

(%)
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問 32 相談できるところは特にないと回答した理由は何ですか。（〇はいくつでも） 
＜回答対象者：「相談できるところは特にない」と回答した人＞ 
 50.0％の人が「どこに相談したらよいかわからないから」と回答している。 

（％） 

n= 

相談するほどでもない・

必要がない 

相談したくないから どこに相談したらよいか

わからないから 

その他 

14 14.3 7.1 50.0 28.6 

 

問 33 あなたは、障害福祉サービスなどの情報を主にどこから得ていますか。（○はいくつでも） 
 情報の入手先として、「病院、診療所」が 36.0％で最も高く、次いで、「市の広報紙（広報テープを
含む）」（31.4%）、「障害者のしおり（市が作成した冊子）」（16.3％）、「家族、親せき」（16.3％）と続
いている。情報入手先が「わからない」と回答した人は 16.3％である。 

 

 

 

  

病院、診療所

市の広報紙（広報テープを含む）

障害者のしおり（市が作成した冊子）

家族、親せき

市のホームページ

友人、知人

テレビ、ラジオ、新聞

都の広報紙（広報テープを含む）

学校、職場、施設

都のホームページ

障害者団体

図書館の障害者向けサービス

民生委員・児童委員

その他

わからない

無回答

36.0

31.4

16.3

16.3

8.1

7.0

5.8

4.7

3.5

2.3

1.2

0.0

0.0

10.5

16.3

5.8

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(%)

n=86
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問 34 あなたが、地域で⽣活していく上で必要だと思うものはなんですか。あてはまるものすべてに
○をつけてください。（○はいくつでも） 
 地域で⽣活していく上で必要なものとして、「具合が悪くなったらいつでも診察してくれる、かかり
つけの病院、診療所」が 55.8％で最も高く、次いで、「相談にのってくれる市町村の精神保健福祉専門
の職員」（46.5％）、「相談にのってくれる病院、診療所の職員」（41.9％）と続いており、体調等に不
安がある際の対応先や、相談先をあげる人が多い。 

 

 
  

具合が悪くなったらいつでも診察して
くれる、かかりつけの病院、診療所

相談にのってくれる市町村の
精神保健福祉専門の職員

相談にのってくれる病院、診療所の職員

自宅で生活に疲れたときなどに、入院ではなく
休息できる施設（ショートステイ）

就職についての相談ができるところ

具合が悪くなったらいつでも
相談できる電話相談機関

掃除や食事の用意、身の回りの世話などの
家事を援助してくれるホームヘルプサービス

保健、福祉、医療のｻｰﾋﾞｽに対する苦情や意見を
聞いて、あなたの代わりに代弁してくれるｻｰﾋﾞｽ

日ごろの暮らしの相談や支援、友達との交流が
行える身近な場所（地域活動センターなど）

アパートなどを借りる際、保証人の
代理になってくれるサービス

自宅を看護師などが訪問して服薬や病気、
生活の相談にのってくれるサービス

自立生活できるように訓練できる施設
（グループホームなど）

自宅での金銭の管理や資産の活用を
あなたに代わってしてくれるサービス

その他

無回答

55.8

46.5

41.9

37.2

30.2

27.9

26.7

25.6

23.3

22.1

20.9

18.6

8.1

10.5

8.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(%)

n=86
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（９）福祉サービス認知・利用状況 
問 35 あなたは、次のような障害福祉サービスを、過去 1 年の間に利用したことがありますか。利用
したことがあるサービスに〇をつけてください。（○はいくつでも） 
 以下の障害福祉サービスのうち、過去 1 年間での利用経験が最も高いのは、「就労継続支援（Ａ型、
Ｂ型）」で 9.3％である。次いで、「就労移⾏支援」（7.0％）、「共同⽣活援助（グループホーム）」(5.8％)、
が続く。一方で「障害福祉サービスを利用したことがない」人は 62.8％となっている。 

 

 

 
問 36 サービスに対する、感想やご意⾒があれば自由にご記入ください。（自由記述） 
※サービス名、利用の際に困っていること、サービス利用で改善してほしい点など。 
＜回答対象者：何らかの障害福祉サービス利用経験者＞ 
    整理中     

 

 

 

 

  

就労継続支援（Ａ型、Ｂ型）

就労移行支援

共同生活援助（グループホーム）

相談支援

訪問系サービス

自立訓練（機能訓練、生活訓練）

短期入所（ショートステイ）

施設入所支援

生活介護

上記のようなサービスは
利用したことがない

無回答

9.3

7.0

5.8

4.7

3.5

1.2

1.2

1.2

0.0

62.8

9.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(%)

n=86
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問 37 あなたは、「⼗分利用できていない」と思うサービスはどのサービスですか。あてはまるものす
べてに○をつけてください。（○はいくつでも） 
＜回答対象者：何らかの障害福祉サービス利用経験者＞ 
 サービス利用経験者の 33.3％が「必要なサービスを利用できている」と回答しているが、「⼗分利用
できていない」と思うサービスでは、「相談支援」をあげる人が 25.0％である。次いで、「就労継続支
援（Ａ型、Ｂ型）」（20.8％）、「就労移⾏支援」（16.7％）、「短期入所」（16.7％）が続く。 
 
＜利用したことがあるサービス別・⼗分利用できていないサービス＞ 

 

 

 

 

  

n=

訪問系

サービス

生活介護 自立訓練

（機能訓

練、生活訓

練）

就労移行

支援

就労継続

支援（Ａ型、

Ｂ型）

短期入所

（ショートス

テイ）

共同生活

援助（グ

ループホー

ム）

施設入所

支援

相談支援 必要なサー

ビスを利用

できている

無回答

TOTAL 24 4.2 8.3 12.5 16.7 20.8 16.7 8.3 4.2 25.0 33.3 4.2

訪問系サービス 3 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 33.3 0.0 0.0 33.3 33.3 0.0

自立訓練（機能訓練、生活訓練） 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

就労移行支援 6 0.0 16.7 16.7 50.0 16.7 0.0 0.0 0.0 33.3 16.7 0.0

就労継続支援（Ａ型、Ｂ型） 8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 37.5 12.5 0.0 0.0 62.5 0.0

短期入所（ショートステイ） 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0

共同生活援助（グループホーム） 5 0.0 0.0 20.0 0.0 20.0 0.0 0.0 0.0 0.0 40.0 20.0

施設入所支援 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0

相談支援 4 0.0 25.0 25.0 25.0 75.0 25.0 0.0 0.0 75.0 25.0 0.0

4.2
8.3

12.5
16.7

20.8
16.7

8.3
4.2

25.0

33.3

4.2

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0(%)

〈利
用
し
た
こ
と
が
あ
る
サ
ー
ビ
ス
〉 
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問 38 必要だと思うサービスを、⼗分、利用できていない理由は何ですか。（○はいくつでも） 
＜回答対象者：障害福祉サービスを⼗分利用できていないと感じている人＞ 
 利用サービスを「⼗分利用できていない」と感じている人に、理由をたずねたところ、「自⼰負担が
⼤きく、利用できないから」「使いたいサービスの定員がいっぱいだから」、「その他」がそれぞれ 26.7％
である。「その他」として、・・・との記述があった。    整理中     

 

 

 

 

 

  

n=

自己負担

が大きく、

利用できな

いから

使いたい

サービスの

定員がいっ

ぱいだから

サービス利

用に予約が

必要で、い

つも予約が

いっぱいだ

から

支給量が

足りないか

ら

通うのが大

変だから

自分が利

用したい時

間や時期と

あわないか

ら

その他 わからない

TOTAL 15 26.7 26.7 20.0 13.3 13.3 13.3 26.7 26.7

26.7 26.7

20.0

13.3 13.3 13.3

26.7 26.7

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0(%)
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問 39 あなたは、今後、どのようなサービスを引き続き、あるいは新たに利用したいと思いますか。（○
はいくつでも） 
 引き続き、あるいは新たに利用したいサービスは、「相談支援」が 34.9％、「就労継続支援（Ａ型、
Ｂ型）」が 16.3％、「短期入所（ショートステイ）」が 14.0％である。一方で、「上記の中に利用したい
サービスはない」と回答した人は 24.4％となっている。 

 

 

問 40 サービスをより利用しやすくするためには、どのような情報提供や相談先が必要ですか。また、
サービスを利用するためにあるとよい支援はどのようなものですか。（自由記述） 
 

    整理中     

 

 

問 41 障害者総合支援法の改正により、新たに導入される次のようなサービスをあなたは利用してみ
たいと思いますか。 ※平成 30 年 4 月から創設される予定の新しいサービスです。サービスの詳細は
変更する可能性もあります。 
 平成 30 年 4 月から導入予定のサービスの利用意向について、「必要になったら利用してみたい」と考
えるサービスは、「自⽴⽣活支援」が 39.5％、「就労定着支援」が 54.7％である。 

 

  

相談支援

就労継続支援（Ａ型、Ｂ型）

短期入所（ショートステイ）

訪問系サービス

就労移行支援

共同生活援助（グループホーム）

生活介護

自立訓練（機能訓練、生活訓練）

施設入所支援

上記の中に利用したいサービスはない

無回答

34.9

16.3

14.0

12.8

11.6

11.6

9.3

7.0

7.0

24.4

15.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(%)

n=86

自立生活援助（n=86）

就労定着支援（n=86）

必要になったら

利用してみたい

39.5

54.7

利用したくない

10.5

8.1

わからない

38.4

26.7

無回答

11.6

10.5

(%)



＜Ⅱ ３ 精神障害者調査＞ 

95 

（10）災害対策について 
 

問 42 あなたは、お住まいの地域の避難所を知っていますか。（○は１つ） 
 地域の避難場所を「知っている」人は 57.0％である。 

 

 

問 43 福祉避難施設とは、自宅や避難施設で⽣活している高齢者や障害者の方等に対し、状況に応じ
て介護等の必要なサービスを提供する社会福祉施設等のことです。⻄東京市には障害者総合支援センタ
ー「フレンドリー」をはじめ、約 30 ヶ所の福祉避難施設があります。あなたは、⻄東京市にある福祉
避難施設を知っていますか。（○は１つ） 
 福祉避難施設については、70.9％が「知らない」と回答している。「福祉避難施設も場所も知ってい
る」人は 14.0％である。 

 

 

問 44 あなたは、災害時要援護者登録を知っていますか。（○は１つ） 
 災害時要援護者登録については、88.4％が「知らない」と回答している。「登録している」人は 2.3％
である。 

 

 

問 45 災害時に⾏政や地域などから支援を受けるため、あらかじめ個人情報（名前、住所、世帯の状
況、障害の状況、緊急連絡先等）を市に提供することについて、どう思いますか。（○は１つ） 
 災害時の支援を受けるために個人情報を提供することについては、「必要な情報なので、積極的に提
供してよい」が 27.9％、「最小限の（名前、住所程度）ならかまわない」が 41.9％である。 
 

 

 

 

  

TOTAL（n=86）

知っている

57.0

知らない

41.9

無回答

1.2

(%)

TOTAL（n=86）

福祉避難施設を

知らない

70.9

福祉避難施設を

知っているが、

場所は知らない

9.3

福祉避難施設も

場所も知っている

14.0

無回答

5.8

(%)

TOTAL（n=86）

知らない

88.4

知っているが

登録していない

8.1

登録している

2.3

その他

0.0

無回答

1.2

(%)

TOTAL（n=86）

必要な情報

なので、積極的に

提供してよい

27.9

最小限の情報

（名前、住所程度）

ならかまわない

41.9

個人情報なので

知らせたくない

9.3

その他

1.2

わからない

12.8

無回答

7.0

(%)
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問 46 あなたは、地震や台風などの災害時にひとりで避難できますか。（○は１つ） 
 災害時にひとりで避難が「できる」人は 39.5％、「できない」人は 22.1％である。 

 
 

問 47 地震や台風などの災害が起こった際の不安は何ですか。（○はいくつでも） 
 地震や台風などの災害が起こった際の不安としては、「避難先での不安」が 75.6％で最も高く、次い
で「避難する際の不安」（58.1％）、「災害の状況が伝わってこない場合の不安」（46.5％）が続く。「そ
の他」（15.1％）として、・・・・との記述があった    整理中     

（％） 

n= 

災害の状況

が伝わって

こない場合

の不安 

避難する際

の不安 

避難先での

不安 

その他 特にない わからない 無回答 

86 46.5 58.1 75.6 15.1 4.7 4.7 3.5 

 

問 48 災害に備えて、または災害時に、どのような対策が必要だと思いますか。（○はいくつでも） 
 必要な災害対策としては、「避難しやすい避難所を整備する」ことをあげる人が 58.1％で最も高い。 
 

 

 

 

  

TOTAL（n=86）

できる

39.5

できない

22.1

わからない

36.0

無回答

2.3

(%)

避難しやすい避難所を整備する

日頃から避難方法のアドバイスや
情報提供を行う

地域で助け合える体制を整備する

緊急通報システムを整備する

避難訓練などに参加できるようにする

その他

特にない

無回答

58.1

40.7

40.7

26.7

19.8

3.5

9.3

10.5

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(%)

n=86



＜Ⅱ ３ 精神障害者調査＞ 

97 

（11）障害・障害者への理解 
問 53 障害があることで、差別や人権侵害、虐待を受けていると感じることがありますか。（○は１つ） 
 差別や人権侵害、虐待については、25.6％の人は「ほとんど感じることはない」が、12.8％は「い
つも感じる」、36.0％は「たまに感じる」と回答している 

 

 

問 54 障害のある方々への差別をなくすことを目的として、平成 28 年４月１日に「障害者差別解消法」
が施⾏されましたが、このことを知っていますか。（○は１つ） 
 障害者差別解消法について、「内容まで知っている」人は 12.8％、「知らない」人は 65.1％である。 

 

 

問 55 障害や障害のある方々に対する市⺠の理解は進んできていると思いますか。（○は１つ） 
 障害や障害のある人に対する市⺠の理解が「進んできている」と考えている人は 3.5％、「まあ進んで
きている」（14.0％）をあわせると、17.5％の人は市⺠の理解が進んできていると感じている。一方で
32.6％の人は「進んできていない」と感じている。 

 

 

 

  

TOTAL（n=86）

ほとんど感じることはない

25.6

たまに感じる

36.0

いつも感じる

12.8

わからない

18.6

無回答

7.0

(%)

TOTAL（n=86）

内容まで知っている

12.8

名前だけ知っている

19.8

知らない

65.1

無回答

2.3

(%)

TOTAL（n=86）

進んできている

3.5

まあ進んできている

14.0

どちらともいえない

20.9

進んできていない

32.6

わからない

26.7

無回答

2.3

(%)
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問 56 障害や障害のある市⺠への理解を深めるためには、何が必要だと思いますか。（○はいくつでも） 
 障害や障害のある人への理解に必要なこととして、「学校における福祉教育の充実」が 38.4％で最も
高く、次いで、「障害や障害者の福祉についての関心や理解を深めるための啓発」（36.0％）、「障害のあ
る人との交流を通じた障害への理解の促進」（29.1％）、「障害のある人への福祉的な就労や⽣産活動の
機会の提供」（29.1％）が続いている。 

 

 

 

  

学校における福祉教育の充実

障害や障害者の福祉についての関心や

理解を深めるための啓発

障害のある人との交流を通じた

障害への理解の促進

障害のある人への福祉的な就労や

生産活動の機会の提供

福祉施設の地域住民への開放や

地域住民との交流の促進

障害に関する講演会や学習会の開催

障害のある人に対してのボランティア活動や

ボランティア人材育成への支援

障害のある人の地域活動への参加機会の促進

その他

わからない

無回答

38.4

36.0

29.1

29.1

24.4

23.3

22.1

14.0

14.0

18.6

8.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(%)

n=86
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（12）障害者施策、市への要望等 
問 57 今後、障害者施策を進めていくにあたって、市は特にどのようなことを充実させていけばよい
と思いますか。（○はいくつでも） 
 今後、市が充実させていくべき障害者施策としては、「障害のある人の働く場の確保や就労の定着を
図ること」、「相談体制を充実させること」がそれぞれ 45.3％で、次いで「事故や疾病による障害の発
⽣を予防するとともに、障害を早期に発⾒し、早い段階での適切な対応に努めること」が 41.9％で続
いている。 
 

 

 

 

  

障害のある人の働く場の確保や
就労の定着を図ること

相談体制を充実させること

事故や疾病による障害の発生を予防するとともに、

障害を早期に発見し、早い段階での適切な

対応（リハビリテーションや療育等）に努めること

障害者や高齢者にやさしい
「福祉のまちづくり」を推進すること

家族などの介護者の休息や
負担軽減を支援すること

障害者サービスや福祉に関する
情報提供を充実させること

障害のある子どもたちの可能性を
最大限に伸ばすような教育を進めること

障害のある人が住みやすい住居を
確保・整備すること

障害に対する理解を深めてもらうための
交流を推進すること

ホームヘルパーの派遣など
在宅生活支援サービスを充実させること

利用できる施設を増やすこと

文化、スポーツ、レクリエーション活動に
参加できるよう支援すること

ボランティア活動を充実させること

成年後見制度が利用しやすくなるように
支援すること

その他

特にない

無回答

45.3

45.3

41.9

40.7

39.5

39.5

37.2

36.0

34.9

27.9

26.7

24.4

14.0

12.8

4.7

7.0

10.5

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0
(%)

n=86
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問 58 問 57 のような⻄東京市の障害者施策全般について、総合的に満⾜していますか。（○は１つ） 
 ⻄東京市の障害者施策全般について、「満⾜している」人は 9.3％で、「やや満⾜」（16.3％）とあわ
せると、25.6％の人は満⾜していると感じている。 

 

 

問 59 約５年前（平成 24 年）と⽐べて、障害者のサービスはどのように変わったと思いますか。（○
は１つ） 
 5 年前（平成 24 年）と⽐べて障害者サービスは「変わらない」（60.5％）と感じている人が多いが、
「良くなった」が 19.8％で「悪くなった」（4.7％）を上回っている。 

 

 

問 60 そのようにお答えになったのは、どのような理由からですか。（自由記述） 
 

    整理中     

 

 

問 61 あなたは、今後も⻄東京市に住み続けたいと思いますか。（○は１つ） 
 47.7％の人が今後も⻄東京市に「住み続けたい」と回答している。 

 

 

 

問 62 最後に、この調査を通じて、選択肢や自由記述欄だけでは表現しきれなかったことや、ご意⾒・
ご要望などがありましたら、自由にお書きください。（自由記述） 
 

    整理中     

 

 

 

 

 

TOTAL（n=86）

満足している

9.3

やや満足

16.3

どちらでもない

20.9

やや不満

7.0

不満

15.1

わからない

25.6

無回答

5.8

(%)

TOTAL（n=86）

良くなった

19.8

変わらない

60.5

悪くなった

4.7

無回答

15.1

(%)

TOTAL（n=86）

住み続けたい

47.7

どちらかというと

住み続けたい

34.9

住み続けたくない

10.5

無回答

7.0

(%)
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４ 難病患者 
（１）基本的な属性 
問１ この用紙（調査票）に記入されるのはどなたですか。（○は１つ） 
 調査票記入者は「本人（宛名の方）が記入、または本人が答え代筆者が記入」が 72.1％。 

 

 

問２ あなたの性別をお答えください。（○は１つ） 
問３ 年齢（８月１日現在）を記入してください。 
 性別は、男性が 45.2％、⼥性が 54.8％。 

 

 年齢は、18-39 歳が 37.5％、65 歳以上が 52.9％で平均年齢は 62.9 歳。 

 

 

           （％） 

n= 19 歳以下 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 歳以上 平均年齢 

104 1.0 4.8 3.8 10.6 11.5 28.8 39.4 62.9 歳 

 

問４ 現在、あなたはどこで暮らしていますか。（○は１つ） 
 居住形態は、「持ち家（分譲マンションを含む）」が 55.8％で最も多く、次いで、賃貸住宅（アパー
ト、賃貸マンション、借家）」が 40.4％である。 
 

（％） 

n= 

持ち家（分譲マ

ンションを含

む） 

賃貸住宅（ア

パート、賃貸

マンション、

借家） 

グループホー

ム、ケアホー

ム、福祉ホー

ム 

福祉施設（障

害者支援施

設、高齢者支

援施設） 

入院している その他 

104 55.8 40.4 0.0 0.0 3.8 0.0 

 

  

TOTAL（n=104）

本人（宛名の方）が記入、

または本人が答え

代筆者が記入

72.1

家族（本人の立場に

立って記入）

16.3

施設や病院等の職員

（本人の立場に

立って記入）

0.0

そのほかの方（本人の立

場に立って記入）

0.0

無回答

11.5

(%)

TOTAL（n=104）

男性

45.2

女性

54.8

(%)

TOTAL（n=104）

18歳未満

1.0

18-39歳

8.7

40-64歳

37.5

65歳以上

52.9

(%)
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問５ どなたと一緒に暮らしていますか。（○はいくつでも） 
 同居者は、「配偶者（夫または妻）」が 56.7％で最も高く、「子ども（子どもの配偶者含む）」が 38.5％
で続いている。 
 年代別にみると、40 代以上では、「配偶者（夫または妻）」、「子ども（子どもの配偶者含む）」の割合
が高い。60 代の 26.7％が「自分ひとりだけで暮らしている」と回答しており、他の年代に⽐べ高い。 

（％） 

 

n= 

自
分
ひ
と
り
だ
け
で

暮
ら
し
て
い
る 

配
偶
者 

（夫
ま
た
は
妻
） 

子
ど
も

（子
ど
も
の

配
偶
者
も
含
む
） 

父
親 

母
親 

祖
父 

祖
母 

兄
弟
、
姉
妹 

そ
の
他
の
親
せ
き 

福
祉
施
設
の
職
員
や

仲
間 

そ
の
他 

無
回
答 

TOTAL 104 15.4 56.7 38.5 5.8 10.6 0.0 0.0 6.7 1.0 1.0 1.9 1.0 

19 歳以下 1 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

20 代 5 0.0 20.0 0.0 60.0 60.0 0.0 0.0 60.0 0.0 20.0 0.0 0.0 

30 代 4 0.0 100.0 25.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

40 代 11 9.1 54.5 54.5 18.2 18.2 0.0 0.0 9.1 9.1 0.0 9.1 0.0 

50 代 12 8.3 75.0 33.3 0.0 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

60 代 30 26.7 50.0 40.0 0.0 3.3 0.0 0.0 3.3 0.0 0.0 3.3 3.3 

70 歳以上 41 14.6 58.5 41.5 0.0 0.0 0.0 0.0 2.4 0.0 0.0 0.0 0.0 

 

（２）障害状況 
問６ 次のうち、あてはまるものに○をつけてください。（○はいくつでも） 
 障害者手帳について、「あてはまるものはない」が 55.8％だが、41.3％の人は「身体障害者手帳を持
っている」。 
 年代別にみると、60 代以上では約半数が「身体障害者手帳を持っている」。 

（％） 

 

n= 

身体障害

者手帳を

持ってい

る 

愛の手帳

（療育手

帳）を持っ

ている 

精神障害

者保健福

祉手帳を

持ってい

る 

高次脳機

能障害と

診断され

たことが

ある 

発達障害

と診断さ

れたこと

がある 

上記に、

あてはま

るものは

ない 

無回答 

TOTAL 104 41.3 1.0 0.0 1.0 0.0 55.8 1.0 

19 歳以下 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 

20 代 5 40.0 0.0 0.0 0.0 0.0 60.0 0.0 

30 代 4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 

40 代 11 27.3 0.0 0.0 0.0 0.0 72.7 0.0 

50 代 12 25.0 0.0 0.0 0.0 0.0 75.0 0.0 

60 代 30 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 

70 歳以上 41 48.8 2.4 0.0 2.4 0.0 43.9 2.4 
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問７ あなたは、介護保険の介護認定を受けていますか。受けている場合、あてはまる要介護度に〇を
つけてください。（○は１つ） 
＜回答対象者：40 歳以上＞ 
 介護認定状況は、どの年代も「認定は受けていない」が最も高い。年代が高くになるにつれ、要支援・
要介護の認定を受けている人の割合が高くなっている。 

（％） 

  

n= 

認定は

受けて

いない 

要支援

１ 

要支援

２ 

要介護

１ 

要介護

２ 

要介護

３ 

要介護

４ 

要介護

５ 

わから

ない 
無回答 

TOTAL 94 66.0 4.3 5.3 7.4 8.5 3.2 1.1 2.1 1.1 1.1 

40 代 11 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

50 代 12 91.7 0.0 0.0 0.0 8.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

60 代 30 83.3 3.3 0.0 3.3 3.3 0.0 0.0 3.3 3.3 0.0 

70 歳以上 41 36.6 7.3 12.2 14.6 14.6 7.3 2.4 2.4 0.0 2.4 

 

問８ あなたは、難病者福祉手当や障害者支援の手当や年⾦を主にどのように利用していますか。（○
は１つ） 
 障害者支援の手当てや年⾦の利用状況は、「将来のために蓄えている（預貯⾦など）」が 12.5％、「日々
の⽣活のために利用することが多い」が 75.0％、「年⾦や手当は受給していない」が 10.6％である。 

 

※0.0 は非表⽰ 

 

 

  

TOTAL（n=104）

19歳以下（n=1）

20代（n=5）

30代（n=4）

40代（n=11）

50代（n=12）

60代（n=30）

70歳以上（n=41）

将来のために蓄えて

いる（預貯金など）

12.5

100.0

60.0

50.0

9.1

8.3

3.3

9.8

日々の生活のために

利用することが多い

75.0

20.0

50.0

72.7

50.0

86.7

85.4

年金や手当は受給して

いない

10.6

18.2

41.7

10.0

2.4

無回答

1.9

20.0

2.4

(%)
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（３）介助・援助の状況 
問９ 差支えなければ、特定医療費受給者証に記載されている難病名をご記入ください。 
 特定医療費受給者証に記載の難病名は以下の通り。（複数記入あり） 
慢性腎不全 16 人 
潰瘍性⼤腸炎 10 人 
パーキンソン病 9 人 
重症筋無⼒症 4 人 
原発性胆汁性胆管炎、ベーチェット病 各 3 人 
サルコイドーシス、皮膚筋炎、多発性硬化症、多発性のう胞腎、全身性エリテマトーデス 各 2 人 
網膜色素変性症、肥⼤型心筋症、特発性⼤腿骨頭壊死症、特発性拡張型心筋症、天疱瘡、脊
髄小脳変性症、自⼰免疫性肝炎、好酸球性多発血管災性肉芽腫病、顕微鏡的多発血管炎、結
節性多発動脈炎、間質性肺炎、肝内結⽯症、拡張型心筋症、⻩色靭帯骨化症、悪性関節リウ
マチ、細気管支炎、シェーグレン症候群、IgA 腎症、特発性骨頭壊死、気管支ぜんそく 

各 1 人 

 

問 10 難病治療のための通院頻度はどのくらいですか。（○は１つ） 
 通院頻度は、「週に１回以上」が 22.1％、「月に２〜３回程度」が 2.9％、「月に 1 回程度」が 35.6％、
「２ヵ月〜６ヶ月に１回程度」が 28.8％、「6 ヶ月〜１年に 1 回程度」が 2.9％である。 

 

 

問 11 あなたは、現在、次のような医療ケアを受けていますか。（○はいくつでも） 
 「医療的ケアは受けていない」人が 39.4％だが、受けている医療的ケアとしては、「服薬管理」が 27.9％、
「透析」が 22.1％である。 
 60 代の 33.3％、70 歳以上の 26.8％が「透析」を受けている。 

（％） 

 

n= 

医
療
ケ
ア
は
受

け
て
い
な
い 

気
管
切
開 

人
工
呼
吸
器

（レ

ス
プ
レ
ー
タ
ー
） 

吸
引 

鼻
腔
経
管
栄
養 

透
析 

カ
テ
ー
テ
ル
留

置 

ス
ト
マ

（人
工
肛

門

・
人
工
膀
胱
） 

服
薬
管
理 

そ
の
他 

無
回
答 

TOTAL 104 39.4 1.0 1.0 1.0 1.0 22.1 4.8 2.9 27.9 6.7 4.8 

19 歳以下 1 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

20 代 5 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0 0.0 0.0 0.0 60.0 20.0 0.0 

30 代 4 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 

40 代 11 45.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 9.1 45.5 0.0 0.0 

50 代 12 58.3 0.0 0.0 0.0 0.0 16.7 0.0 8.3 0.0 8.3 8.3 

60 代 30 43.3 0.0 0.0 0.0 0.0 33.3 10.0 3.3 26.7 3.3 0.0 

70 歳以上 41 29.3 0.0 0.0 0.0 0.0 26.8 4.9 0.0 26.8 9.8 9.8 

※吸入、胃ろう・腸ろう、中心静脈栄養（IVH）は 0.0 のため、非表⽰ 

TOTAL（n=104）

週に１回以上

22.1

月に２～３回程度

2.9

月に１回程度

35.6

２ヶ月～６ヶ月に

１回程度

28.8

６ヶ月～１年に

１回程度

2.9

無回答

7.7

(%)
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問 12 あなたは、どのようなときに介助・援助を受けていますか。（○はいくつでも） 
 63.5％が「介助・援助は受けていない」が、介助・援助を受けている場⾯としては、「外出するとき」、
「暮らしに必要な事務手続き」がそれぞれ 14.4％で最も高く、次いで、「家事（調理、掃除、洗濯）を
するとき」が 12.5％と続く。 

 

 

 

  

外出するとき

暮らしに必要な事務手続き

家事（調理、掃除、洗濯）をするとき

お風呂に入ったり、身体を洗うとき

生活費などお金の管理

着替えをするとき

トイレの使用やオムツ交換するとき

服薬するとき

家の中の移動をするとき

食事をするとき（ご飯を食べるとき）

学校や職場、作業所などへの
送り迎えのとき

相手の話を知りたいときや
自分の話を伝えたいとき

介助・援助は受けていない

その他

無回答

14.4

14.4

12.5

9.6

6.7

5.8

5.8

5.8

4.8

3.8

1.9

1.0

63.5

1.9

7.7

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(%)

n=104
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問 13 ふだん、あなたを主に介助・援助しているのはどなたですか。（○は１つ） 
 ふだん、主に介助・援助している人は「配偶者（夫、妻）」が 50.0％で最も高く、次いで、「子ども、
子どもの配偶者」が 26.7％、「ホームヘルパー等の在宅サービス事業者」が 13.3％である。 
 年代別にみると、70 歳以上では「配偶者（夫、妻）」、「子ども、子どもの配偶者」がそれぞれ 4 割以
上である。 

（％） 

 

n= 

配
偶
者

（夫
、
妻
） 

子
ど
も
、
子
ど
も

の
配
偶
者 

父
親 

母
親 

祖
父 

祖
母 

兄
弟
、
姉
妹 

そ
の
他
の
親
せ
き 

近
所
の
人
、 

友
人

・
知
人 

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
等
の 

在
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者 

そ
の
他 

TOTAL 30 50.0 26.7 0.0 3.3 0.0 0.0 3.3 0.0 0.0 13.3 3.3 

20 代 1 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

30 代 1 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

40 代 2 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 

60 代 6 66.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 16.7 0.0 0.0 16.7 0.0 

70歳以上 20 45.0 40.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 10.0 5.0 

 

（４）日中の過ごし方や外出の状況・社会参加状況 
問 23 あなたは、平日（月曜日〜⾦曜日）の日中を主にどのように過ごしていますか。（○は１つ） 
 平日の日中の過ごし方として、「自宅にいることが多い」が 42.3％、「働いている」が 25.0％である。 
 年代別にみると、60 代の 56.7％が「自宅にいることが多い」と回答しており、他の年代に⽐べ高い。 

（％） 

 

n= 

幼稚園や

保 育 園 、

学 校 な ど

に 通 っ て

いる 

福 祉 施

設 、 作 業

所 な ど に

通 っ て い

る 

病 院 な ど

の デ イ ケ

ア に 通 っ

ている 

リハビリテ

ーションを

受 け て い

る 

働 い て い

る 

入 所 ・ 入

院 し て い

る 施 設 や

病 院 な ど

で 過 ご し

ている 

自 宅 に い

る こ と が

多い 

その他 無回答 

TOTAL 104 1.9 1.9 9.6 2.9 25.0 5.8 42.3 9.6 1.0 

19歳以下 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 

20 代 5 40.0 0.0 0.0 0.0 40.0 20.0 0.0 0.0 0.0 

30 代 4 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

40 代 11 0.0 0.0 0.0 0.0 45.5 9.1 36.4 9.1 0.0 

50 代 12 0.0 0.0 8.3 0.0 58.3 0.0 33.3 0.0 0.0 

60 代 30 0.0 3.3 3.3 0.0 23.3 3.3 56.7 6.7 3.3 

70歳以上 41 0.0 2.4 19.5 7.3 2.4 7.3 43.9 17.1 0.0 
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問 14 あなたは、どのくらい外出しますか。通所、通学、通勤、買い物、日常の散歩など、すべてを
含めてお答えください。（○は１つ） 
 外出頻度は、「週に 5 日以上」が 40.4％、「週に３〜４日」が 33.7％、「週に１〜2 日」が 11.5％、
「月に２〜３日」が 5.8％である。「ほとんど外出しない」と回答した人は 6.7％となっている。 

 

 

問 15 あなたは、外出をするときに支援が必要ですか。（○は１つ） 
 外出時の支援の必要性は、69.2％の人が「ひとりで外出できる」と回答している。「いつも支援が必
要」は 14.4％である。 

 
※0.0 は非表⽰ 

 

 

  

TOTAL（n=104）

週に５日以上

40.4

週に３～４日

33.7

週に１～２日

11.5

月に２～３日

5.8

ほとんど外出しない

6.7

その他

1.9

(%)

TOTAL（n=104）

ひとりで外出できる

69.2

いつも支援が必要

14.4

慣れた場所には

ひとりで行ける

が、それ以外は
支援が必要

4.8

いつもはひとりで

行けるが、調子

が悪い場合は支
援が必要

7.7

その他

2.9

無回答

1.0

(%)
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問 16 外出の際に困っていることはありますか。（○はいくつでも） 
 外出の際に困っていることとしては、「歩道が狭く、道路に段差が多い」との回答が 23.1％で最も高
い。次いで、「建物などに段差が多く、歩きにくい」（16.3％）、「電⾞やバスなどの交通機関が利用しづ
らい」（13.5％）、「道路に放置自転⾞等の障害物が多く、歩きにくい」（12.5％）となっており、ハー
ド⾯での困りごとが上位になっている。 

 

 

 

 

  

歩道が狭く、道路に段差が多い

建物などに階段が多く、歩きにくい

電車やバスなどの交通機関が
利用しづらい

道路に放置自転車などの
障害物が多く、歩きにくい

気軽に利用できる移送手段が少ない

付き添ってくれる人がいない

車を駐車するところがない

障害者用のトイレが少ない

他人の視線が気になる

必要なときに、まわりの人の
手助け・配慮が足りない

他人との会話が難しい

その他

特に困っていることはない

無回答

23.1

16.3

13.5

12.5

7.7

6.7

4.8

4.8

3.8

3.8

2.9

7.7

43.3

7.7

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(%)

n=104
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問 17 あなたは、この１年くらいの間に、次のような活動をしましたか。（○はいくつでも）：活動状況 
問 21 これからどのような活動をしたいと思いますか。（○はいくつでも）：活動意向 
 活動状況と活動意向を⽐べると、「旅⾏」は実際の活動状況が 34.6％、活動意向は 58.7％となって
おり、意向が約 24 ポイント高い。 
 実際の活動状況では、「買い物」（65.4％）、「選挙の投票」（59.6％）が高く、活動意向では、「旅⾏」
（58.7％）、「買い物」（45.2％）が高い。 

 

 

 

 

  

スポーツやレクリエーション

旅行

買い物

ボランティア活動

障害者団体の活動

趣味などのサークル活動

講座や講演会などへの参加

地域の行事やお祭り

選挙の投票

その他

特に何もしてない
特に活動したくない

無回答

21.2

34.6

65.4

6.7

1.0

13.5

12.5

6.7

59.6

1.9

10.6

2.9

28.8

58.7

45.2

7.7

1.0

22.1

17.3

8.7

35.6

4.8

13.5

5.8

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

活動状況（n=104）

活動意向（n=104）

(%)
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問 22 問 21 のような活動をするために、どのような支援が必要だと思いますか。（○はいくつでも） 
 活動のために必要な支援として、「活動するための場所が近くにあること」が 23.1％で最も高く、次
いで、「活動についての情報が提供されること」（20.2％）、「魅⼒的な内容であること」（17.3％）、「障
害のある人に配慮した施設や設備があること」（17.3％）が続いている。 

 

 

問 18 選挙の投票の際、困ったことや改善してほしいことはありましたか。（自由記述） 
＜回答対象者：問 17 で「選挙の投票」と回答した人＞ 
 

    整理中     

 

 

問 19 スポーツ活動をした方は、どのようなスポーツ活動をしましたか。あてはまるものに○をつけ
てください。（○はいくつでも） 
＜回答対象者：問 17 で「スポーツやレクリエーション」と回答した人＞ 
 スポーツ活動の内容は、以下の通りである。 

（％） 

n= 卓球 ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ ボッチャ ダンス ボウリング ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ 水泳 その他 無回答 

22 0.0 0.0 0.0 9.1 0.0 0.0 13.6 77.3 4.5 

 

 「その他」（77.3％）として以下の記述があった。    整理中     

 
 
 
  

活動するための場所が近くにあること

活動についての情報が提供されること

魅力的な内容であること

障害のある人に配慮した
施設や設備があること

移動支援など、外出のための
手段が確保されていること

適切な指導者がいること

一緒に行く仲間がいること

介助者・援助者がいること

その他

特にない

無回答

23.1

20.2

17.3

17.3

15.4

15.4

13.5

13.5

1.9

27.9

15.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(%)

n=104
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問 20 活動のために外出する際に「同⾏援護」「⾏動援護」「移動支援」等のヘルパーを利用していま
すか。（○は１つ） 
＜回答対象者：問 17 で何らかの活動をしている人＞ 
 活動のためのヘルパー利用状況は、「ヘルパーを利用している」が 1.1％、「ヘルパーは利用していな
い」は 82.2％である。 

 

 

（５）将来の希望 
問 53 あなたは、今後、どのように日中を過ごしたいと思いますか。（○はいくつでも） 
 今後、希望する日中の過ごし方は、「自宅でのんびり過ごしたい」が 57.7％で最も高く、次いで「一
般企業などで働きたい」が 14.4％で続いている。 
 平日の日中の過ごし方別にみると、病院などのデイケアに通っている人の 70.0％が「自宅などでの
んびり過ごしたい」と回答している。 
 
＜平日の日中の過ごし方別・今後、希望する過ごし方＞ 

 

 

TOTAL（n=90）

ヘルパーを

利用している

1.1

ヘルパーは

利用していない

82.2

わからない

2.2

無回答

14.4

(%)

n=

自宅でのん

びり過ごし

たい

一般企業な

どで働きた

い

医療機関

で、機能訓

練、看護、
介護、日常

生活の世

話などを受

けながら過
ごしたい

自立した日

常生活がで

きるよう、一
定期間、身

体機能や

生活能力

向上のため
に必要な訓

練を受けた

い

創作活動

や社会との

交流などを
行ったりす

るところで

過ごしたい

学校に通い

たい

一般企業

等での就労

は難しいと
思うが働き

たいと思う

ので、施設

内で就労し
たり、生産

活動をしな

がら過ごし
たい

施設で、入

浴、排せ

つ、食事の
介護を受け

ながら、創

作的活動な

どを行いた
い

施設や企

業で作業や

実習などを
行い、職場

探しや職場

定着のため

の支援を受
けたい

その他 わからない 無回答

TOTAL 104 57.7 14.4 8.7 7.7 7.7 5.8 1.9 1.9 0.0 3.8 7.7 13.5

幼稚園や保育園、学校などに通ってい

る
2 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

福祉施設、作業所などに通っている 2 100.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

病院などのデイケアに通っている 10 70.0 0.0 0.0 20.0 10.0 10.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 20.0

リハビリテーションを受けている 3 66.7 0.0 33.3 33.3 0.0 0.0 0.0 33.3 0.0 0.0 0.0 33.3

働いている 26 38.5 38.5 3.8 0.0 7.7 3.8 0.0 3.8 0.0 7.7 15.4 11.5

入所・入院している施設や病院などで
過ごしている

6 66.7 0.0 16.7 16.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 16.7 0.0

自宅にいることが多い 44 70.5 6.8 9.1 6.8 6.8 4.5 2.3 0.0 0.0 2.3 6.8 11.4

その他 10 30.0 0.0 20.0 10.0 10.0 10.0 10.0 0.0 0.0 10.0 0.0 30.0

無回答 1 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

57.7

14.4

8.7 7.7 7.7
5.8

1.9 1.9
0.0

3.8
7.7

13.5

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0(%)
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問 54 あなたは、将来、どこで⽣活したいと思いますか。（○は１つ） 
 将来、⽣活したいところは、「今の場所で⽣活したい」が 51.0％、「施設に入所して暮らしたい」が
1.9％、「一般の住宅で家族といっしょに⽣活したい」が 26.0％、「一般の住宅でひとり暮らしをしたい」
が 3.8％である。 

 

※0.0 は非表⽰ 

 

問 55 成年後⾒制度とは、知的障害や精神障害などの理由により、判断能⼒が⼗分でない方の財産な
どの権利を守る制度です。あなたは、成年後⾒制度について知っていますか。（○は１つ） 
 成年後⾒制度について、「名前も内容も知っている」人は 44.2％、「名前を聞いたことはあるが、内
容は知らない」人は 21.2％である。24.0％の人が「名前も内容も知らない」と回答している。 

 

  

TOTAL（n=104）

19歳以下（n=1）

20代（n=5）

30代（n=4）

40代（n=11）

50代（n=12）

60代（n=30）

70歳以上（n=41）

今の場所で

生活したい

51.0

40.0

25.0

54.5

25.0

60.0

56.1

グループホーム

などを利用したい

施設に入所して

暮らしたい

1.9

9.1

8.3

一般の住宅で

家族と一緒に

生活したい

26.0

40.0

75.0

27.3

25.0

26.7

19.5

一般の住宅でひとり

暮らしをしたい

3.8

9.1

10.0

その他

1.9

4.9

無回答

15.4

100.0

20.0

41.7

3.3

19.5

(%)

TOTAL（n=104）

名前も内容も知らない

24.0

名前を聞いたことはあ

るが、内容は知らない

21.2

名前も内容も

知っている

44.2

無回答

10.6

(%)
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問 56 あなたは、成年後⾒制度を活用したいと思いますか。（○は１つ） 
 成年後⾒制度について、「今は必要ないが、将来必要になったら活用したい」と考える人は 30.8％で
ある。 
 年代別にみると、60 代以上では、「活用したいと思わない」人が 3 割で、他の年代に⽐べ高い。 

 

※0.0 は非表⽰ 

 

（６）雇用・就労について 
問 24 現在、あなたは収入を伴う仕事をしていますか。（○は１つ） 
 収入を伴う仕事している人の割合は、18-64 歳で 60.4％、65 歳以上で 5.5％である。 
 

 

※0.0 は非表⽰ 

 

 
 
  

TOTAL（n=104）

19歳以下（n=1）

20代（n=5）

30代（n=4）

40代（n=11）

50代（n=12）

60代（n=30）

70歳以上（n=41）

すでに活用している
今は必要ないが、将来必

要になったら活用したい

30.8

20.0

25.0

27.3

41.7

36.7

26.8

活用したいとは思わない

23.1

25.0

9.1

0.0

30.0

31.7

わからない

34.6

100.0

40.0

50.0

63.6

41.7

33.3

22.0

無回答

11.5

40.0

16.7

19.5

(%)

TOTAL（n=104）

18歳未満（n=1）

18-64歳（n=48）

65歳以上（n=55）

収入を伴う

仕事をしている

30.8

60.4

5.5

収入を伴う

仕事はしていない

67.3

100.0

37.5

92.7

無回答

1.9

2.1

1.8

(%)
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＜問 25〜問 28 回答対象者：収入を伴う仕事をしている人＞ 
問 25 どなたかの支援を受けて現在の仕事に就きましたか。あてはまるものすべてに○をつけてくだ
さい。（○はいくつでも） 
 就労の際の支援については、81.3％の人が「支援は受けなかった」と回答しているが、支援とあげら
れた項目としては、「ハローワーク」が 12.5％と最も高くなっている。 

（％） 

n= 

ハローワ

ーク 

障害者就

労支援セ

ンター

（一歩） 

就労移行

支援事業

所（さく

らの園） 

学校 家族 友人・ 

知人 

その他 支援は受

けなかっ

た 

無回答 

32 12.5 0.0 0.0 0.0 0.0 3.1 3.1 81.3 3.1 

 

問 26 仕事の形態は次のうちどれですか。（○は１つ） 
 就労形態は、「自営業（家業の手伝いを含む）」が 25.0％、「会社・団体等の正規の職員」が 53.1％、
「アルバイト、臨時、パート、嘱託等」が 21.9％である。 

 

※0.0 は非表⽰ 

 

問 27 あなたご自身の１ヶ月当たりの平均的な給与・賃⾦・⼯賃はいくらですか。 
 1 ヶ月当たりの平均的な給与・賃⾦・⼯賃は、平均 199,131.7 円である。 

 

 

 

  

TOTAL（n=32）

18-64歳（n=29）

65歳以上（n=3）

自営業（家業の

手伝いを含む）

25.0

17.2

100.0

会社・団体等の

正規の職員

53.1

58.6

アルバイト、臨時、

パート、嘱託等

21.9

24.1

内職
授産施設、または

福祉作業所
その他

(%)

TOTAL（n=32）

10,000円

未満

3.1

50,000円

未満

9.4

100,000円

未満

9.4

150,000円

未満

12.5

200,000円未満

6.3

300,000円

未満

9.4

500,000円

未満

15.6

500,000円

以上

6.3

無回答

28.1

(%)
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問 28 仕事をする上で困っていることは何ですか。（○はいくつでも） 
 仕事をするうえで困っていることとして、「給与・⼯賃などの収入が少ない」、「通勤が⼤変」との回
答がそれぞれ 18.8％で最も高い。次いで、「勤務時間、日数が多く体⼒的に不安」（15.6％）が続く。 

 

 

問 29 仕事をしていない主な理由は何ですか。（○は１つ） 
＜回答対象者：収入を伴う仕事をしていない人＞ 
 仕事をしていない主な理由として、「仕事をする必要がない」が 41.4％で最も高い。 
 18-64 歳の 27.8％が「仕事が「したいか、したくないか」ではなく、「できない」」と回答している。 

 

※0.0 は非表⽰ 

 

 

  

給与・工賃などの収入が少ない

通勤が大変

勤務時間、日数が多く体力的に不安

難病・障害に対する職場の理解不足

職場の人間関係

職場外で相談相手がいない

業務内容が合わない

職場の設備が障害に対応していない

その他

特に困っていることはない

無回答

18.8

18.8

15.6

12.5

6.3

6.3

3.1

0.0

9.4

40.6

9.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(%)

n=32

TOTAL（n=70）

18歳未満（n=1）

18-64歳（n=18）

65歳以上（n=51）

仕事をする

必要がない

41.4

100.0

22.2

47.1

現在、求職中、

職業訓練中

5.7

16.7

2.0

仕事をしたい

とは思わない

仕事をしたいと

思うが、できない

21.4

22.2

21.6

仕事を「したいか、

したくないか」では

なく、「できない」

21.4

27.8

19.6

その他

7.1

5.6

7.8

無回答

2.9

5.6

2.0

(%)
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問 30 あなたは、障害のある方の雇用を促進するために、市内で不⾜していると思われるサービスや
取組みは何だと思いますか。あてはまるものすべてに○をつけてください。（○はいくつでも） 
 障害のある人の雇用促進のために、不⾜していると思われるサービスや取組みは、「就職や転職につ
いて相談を受けるサービス」が 17.3％で最も高く、次いで、「就職に関する情報発信サービス」が 16.3％、
「就職や転職する上での⽣活上の問題について相談を受けるサービス」が 15.4％で続く。 

 

 

 

 

  

就職や転職について相談を受けるサービス

就職に関する情報発信サービス

就職や転職する上での生活上の
問題について相談を受けるサービス

職種の拡大や近隣地域での就職先の確保

企業や地域における障害理解をすすめる支援

自立した生活を目的としたグループホームや
一人暮らしに対する支援

就職後の定期訪問等、安心して
働き続けることのできるサポート

就職に重点をおいた作業訓練や
技術習得などの職業訓練

企業や官公庁などでの仕事を
体験する機会の提供

仕事の日以外に利用できる余暇活動や交流の場

自ら起業することを希望する人への支援

就職するための書類作成の支援や
面接練習等の支援

その他

わからない

無回答

17.3

16.3

15.4

12.5

12.5

11.5

9.6

8.7

5.8

5.8

2.9

1.9

1.0

50.0

14.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(%)

n=104
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（７）障害者施設・施策について 
問 31 あなたは、⻄東京市の障害者総合支援センター「フレンドリー」を知っていますか。（○は１つ） 
問 32 あなたは、⻄東京市にある次の施設を利用したことがありますか。また、知っていますか。 
 市内施設を利用したことがある人は、障害者総合支援センター「フレンドリー」が 3.8％である。知
っているが利用したことはない施設として、障害者総合支援センター「フレンドリー」が 14.4％、相
談支援センター・えぽっく、障害者就労支援センター・一歩、地域活動支援センター・ハーモニーがそ
れぞれ 6.7％、保谷障害者福祉センターが 12.5％、地域活動支援センター・ブルームが 5.8％である。 

 

※0.0 は非表⽰ 

 

問 33 あなたは、次の講座や事業等を知っていますか。（○はいくつでも） 
 市開催の講座や事業等の認知状況は、以下の通りである。 

（％） 

n= 

サポーター養

成講座 

ヘルプカード スポーツ支援

事業 

障害者水泳教

室 

講座や事業等

は知らない 

無回答 

104 9.6 26.0 5.8 3.8 54.8 12.5 

 

 

  

　障害者総合支援センター
「フレンドリー」（n=104）

相談支援センター・えぽっく
（n=104）

障害者就労支援センター・
一歩（n=104）

地域活動支援センター・
ハーモニー（n=104）

保谷障害者福祉センター
（n=104）

地域活動支援センター・
ブルーム（n=104）

利用している

（利用したことがある）

3.8

知っているが、

利用したことはない

14.4

6.7

6.7

6.7

12.5

5.8

知らない

76.0

80.8

79.8

79.8

75.0

79.8

無回答

5.8

12.5

13.5

13.5

12.5

14.4

(%)
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（８）相談や情報入手方法 
問 34 あなたは、悩みごとや心配ごとがあるとき、家族や親せき以外に、どのようなところに相談し
ていますか。（○はいくつでも） 
 家族や親せき以外の相談先としては、「知人・友人」をあげる人が 27.9％と最も高く、次いで「病院・
診療所」（26.0％）、「市役所の福祉相談窓口」（18.3％）と続いている。一方で、23.1％が「相談でき
るところは特にない」と回答している。 

（％） 

n= 

友人・ 

知人 

病院・ 

診療所 

市役所の

福祉相談

窓口 

福祉施設

や作業所

の職員 

社会福祉

協議会の

職員 

幼稚園・

保育園・

学校の先

生や職場

の仲間 

相談支援

センタ

ー・えぽ

っく 

障害者就

労支援セ

ンター・

一歩 

地域活動

支援セン

ター・ハ

ーモニー 

保谷障害

者福祉セ

ンター 

104 27.9 26.0 16.3 2.9 1.9 1.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

地域活動

支援セン

ター・ブ

ルーム 

児童 

相談所 

保健師 民生委

員・児童

委員 

生活保護

の担当職

員 

障害者 

団体 

その他 誰かに相

談するこ

とはまれ

である 

相談でき

るところ

は特にな

い 

無回答 

 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 5.8 18.3 23.1 6.7 

 

問 35 相談できるところは特にないと回答した理由は何ですか。（〇はいくつでも） 
＜回答対象者：「相談できるところは特にない」と回答した人＞ 
 半数の人が「どこに相談したらよいかわからないから」と回答している。 

（％） 

n= 

相談するほどでも

ない・必要がない 

相談したくないか

ら 

どこに相談したら

よいかわからない

から 

その他 無回答 

24 41.7 12.5 50.0 4.2 4.2 
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問 36 あなたは、障害福祉サービスなどの情報を主にどこから得ていますか。（○はいくつでも） 
 情報の入手先として、「市の広報紙（広報テープを含む）」が 38.5％で最も高く、次いで、「病院・診
療所」（17.3％）、「障害者のしおり（市が作成した冊子）」（12.5％）と続いている。情報入手先が「わ
からない」と回答した人は 20.2％である。 

 

 

 

  

市の広報紙（広報テープを含む）

病院、診療所

障害者のしおり（市が作成した冊子）

都の広報紙（広報テープを含む）

市のホームページ

友人、知人

都のホームページ

家族、親せき

テレビ、ラジオ、新聞

民生委員・児童委員

障害者団体

学校、職場、施設

図書館の障害者向けサービス

その他

わからない

無回答

38.5

17.3

12.5

11.5

10.6

7.7

6.7

5.8

2.9

1.9

0.0

0.0

0.0

3.8

20.2

9.6

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(%)

n=104
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（９）福祉サービス認知・利用状況 
問 37 あなたは、次のような障害福祉サービスを、過去 1 年の間に利用したことがありますか。利用
したことがあるサービスに○をつけてください。（○はいくつでも） 
 以下の障害福祉サービスのうち、過去 1 年間での利用経験が最も高いのは、「訪問系サービス」で 6.7％
である。次いで、「相談支援」（3.8％）、「療養介護」(2.9％)が続く。「サービスは利用したことがない」
人は 73.1％である。 

 

 
 
問 38 サービスに対する、感想やご意⾒があれば自由にご記入ください。（自由記述） 
※サービス名、利用の際に困っていること、サービス利用で改善してほしい点など。 
＜回答対象者：何らかの障害福祉サービス利用経験者＞ 
    整理中     

 

  

訪問系サービス

相談支援

療養介護

自立訓練（機能訓練、生活訓練）

短期入所（ショートステイ）

生活介護

就労移行支援

就労継続支援（Ａ型、Ｂ型）

共同生活援助（グループホーム）

施設入所支援

上記のようなサービスは
利用したことがない

無回答

6.7

3.8

2.9

1.9

1.9

1.0

0.0

0.0

0.0

0.0

73.1

11.5

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(%)

n=104



＜Ⅱ ４ 難病患者調査＞ 

121 

問 39 あなたが、「⼗分利用できていない」と思う障害福祉サービスはどのサービスですか。あてはま
るものすべてに○をつけてください。（○はいくつでも） 
＜回答対象者：何らかの障害福祉サービス利用経験者＞ 
 サービス利用経験者の 31.3％が「必要なサービスを利用できている」と回答しているが、「⼗分利用
できていない」と思うサービスでは、「訪問系サービス」、「短期入所（ショートステイ）」をあげる人が
それぞれ 12.5％いる。 
 
＜利用したことがあるサービス別・⼗分利用できていないサービス＞ 

 

 

 

 

 

  

n=

訪問系

サービス

生活介護 自立訓練

（機能訓

練、生活訓

練）

就労移行

支援

就労継続

支援（Ａ型、

Ｂ型）

療養介護 短期入所

（ショートス

テイ）

共同生活

援助（グ

ループホー

ム）

施設入所

支援

相談支援 必要なサー

ビスを利用

できている

無回答

TOTAL 16 12.5 6.3 0.0 0.0 0.0 6.3 12.5 0.0 6.3 0.0 31.3 31.3

訪問系サービス 7 28.6 14.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 42.9 14.3

生活介護 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

自立訓練（機能訓練、生活訓練） 2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 50.0

療養介護 3 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 33.3

短期入所（ショートステイ） 2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 50.0 0.0 50.0 0.0

相談支援 4 0.0 25.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 25.0 50.0

12.5
6.3

0.0 0.0 0.0

6.3
12.5

0.0

6.3

0.0

31.3 31.3

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0(%)

〈利
用
し
た
こ
と
が
あ
る
サ
ー
ビ
ス
〉 
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問 40 必要だと思うサービスを、⼗分、利用できていない理由は何ですか。（○はいくつでも） 
＜回答対象者：障害福祉サービスを⼗分利用できていないと感じている人＞ 
 利用サービスを「⼗分利用できていない」と感じている人に、理由をたずねたところ、「自⼰負担が
⼤きく、利用できないから」が 33.3％で最も高く、次いで、「その他」が 33.3％、「使いたいサービス
の定員がいっぱいだから」、「サービス利用に予約が必要で、いつも予約がいっぱいだから」、「自分が利
用したい時間や時期とあわないから」がそれぞれ 16.7％で続く。「その他」として、･･･との記述があ
った。    整理中     
※サンプル数が少ないため参考値とされたい。 

 
 

 

 

 

  

n=

自己負担

が大きく、

利用できな

いから

使いたい

サービスの

定員がいっ

ぱいだから

サービス利

用に予約が

必要で、い

つも予約が

いっぱいだ

から

自分が利

用したい時

間や時期と

あわないか

ら

支給量が

足りないか

ら

通うのが大

変だから

その他 わからない 無回答

TOTAL 6 33.3 16.7 16.7 16.7 0.0 0.0 33.3 16.7 16.7

33.3

16.7 16.7 16.7

0.0 0.0

33.3

16.7 16.7

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0(%)
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問 41 今後、どのような障害福祉サービスを引き続き、あるいは新たに利用したいと思いますか。（○
はいくつでも） 
 引き続き、あるいは新たに利用したいサービスは、「相談支援」が 25.0％、「訪問系サービス」が 12.5％、
「療養介護」が 9.6％である。 

 

 

問 42 あなたは、次のような介護保険のサービスを、過去 1 年の間に利用したことがありますか。（○
はいくつでも） 
＜回答対象者：65 歳以上＞ 
 65 歳以上の人に、利用したことがある介護保険のサービスをたずねたところ、27.3％の人が介護保
険のサービスを利用したことがあり、通所介護（デイサービス）の利用が最も高い。 
 

（％） 

n= 

介護保険のサ

ービスは利用

していない 

訪問介護（ホ

ームヘルパ

ー） 

通所介護（デ

イサービス） 

短期入所（シ

ョートステ

イ） 

その他 無回答 

55 41.8 9.1 14.5 5.5 3.6 30.9 

 

 

  

相談支援

訪問系サービス

療養介護

生活介護

施設入所支援

短期入所（ショートステイ）

自立訓練（機能訓練、生活訓練）

就労移行支援

共同生活援助（グループホーム）

就労継続支援（Ａ型、Ｂ型）

上記の中に利用したいサービスはない

無回答

25.0

12.5

9.6

7.7

6.7

5.8

1.9

1.0

1.0

0.0

40.4

17.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(%)

n=104
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問 43 現在、必要なサービス（障害福祉サービス、介護保険サービス）を受けることができています
か。（○はいくつでも） 
＜回答対象者：障害福祉サービスと介護保険サービス利用経験者＞ 
 障害福祉サービスの利用経験があり、介護保険サービスを利用している人に利用状況をたずねたとこ
ろ、「介護保険サービスを利用するようになっても、それまでと変わりなく必要なサービスを受けられ
ている」が 62.5％である。 
 

 

 

問 44 障害福祉サービスをより利用しやすくするためには、どのような情報提供や相談先が必要です
か。また、サービスを利用するためにあるとよい支援はどのようなものですか。（自由記述） 
 

    整理中     

 

 

  

介護保険サービスを利用するようになっても、それ
までと変わりなく必要なサービスを受けられている

それまで無料で使えたサービスが
1割負担となり、負担が大きくなった

介護保険の要介護認定が低く判定され、
決められたサービス支給量が少なくなった

介護保険のサービス量が十分でない場合でも、
障害福祉サービスで上乗せしてもらえなかった

介護保険事業所では、障害特性などを
十分理解した対応が受けられなくなった

今まで利用していた障害者支援施設を
利用できなくなった

その他

無回答

62.5

12.5

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

25.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(%)

n=8
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問 45 障害者総合支援法の改正により、新たに導入される次のようなサービスをあなたは利用してみ
たいと思いますか。 ※平成 30 年 4 月から創設される予定の新しいサービスです。サービスの詳細は
変更する可能性もあります。 
 平成 30 年 4 月から導入予定のサービスの利用意向について、「必要になったら利用してみたい」と考
えるサービスは、「自⽴⽣活支援」が 36.5％、「就労定着支援」が 16.3％、「重度訪問介護の訪問先の
拡⼤」が 27.9％である。 

 

 

（10）災害対策について 
問 46 あなたは、お住まいの地域の避難所を知っていますか。（○は１つ） 
 地域の避難場所を「知っている」人は 67.3％である。 

 

 

問 47 福祉避難施設とは、自宅や避難施設で⽣活している高齢者や障害者の方等に対し、状況に応じ
て介護等の必要なサービスを提供する社会福祉施設等のことです。⻄東京市には障害者総合支援センタ
ー「フレンドリー」をはじめ、約 30 ヶ所の福祉避難施設があります。あなたは、⻄東京市にある福祉
避難施設を知っていますか。（○は１つ） 
 福祉避難施設については、74.0％が「知らない」と回答している。「福祉避難施設も場所も知ってい
る」人は 6.7％である。 

 

 

 

  

自立生活援助（n=104）

就労定着支援（n=104）

重度訪問介護の訪問先
の拡大（n=104）

必要になったら

利用してみたい

36.5

16.3

27.9

利用したくない

2.9

5.8

1.9

わからない

32.7

44.2

37.5

無回答

27.9

33.7

32.7

(%)

TOTAL（n=104）

知っている

67.3

知らない

23.1

無回答

9.6

(%)

TOTAL（n=104）

福祉避難施設を

知らない

74.0

福祉避難施設を

知っているが、

場所は知らない

5.8

福祉避難施設も

場所も知っている

6.7

無回答

13.5

(%)
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問 48 あなたは、災害時要援護者登録を知っていますか。（○は１つ） 
 災害時要援護者登録については、75.0％が「知らない」と回答している。「登録している」人は 3.8％
である。 

 

※0.0 は非表⽰ 

 

問 49 災害時に⾏政や地域などから支援を受けるため、あらかじめ個人情報（名前、住所、世帯の状
況、障害の状況、緊急連絡先等）を市に提供することについて、どう思いますか。（○は１つ） 
 災害時の支援を受けるために個人情報を提供することについては、「必要な情報なので、積極的に提
供してよい」が 41.3％、「最小限の（名前、住所程度）ならかまわない」が 37.5％である。 

 

※0.0 は非表⽰ 

 

問 50 あなたは、地震や台風などの災害時にひとりで避難できますか。（○は１つ） 
 災害時にひとりで避難が「できる」人は 45.2％、「できない」人は 25.0％である。 

 

 

 

  

TOTAL（n=104）

知らない

75.0

知っているが

登録していない

10.6

登録している

3.8

その他 無回答

10.6

(%)

TOTAL（n=104）

必要な情報

なので、積極的に

提供してよい

41.3

最小限の情報（

名前、住所程度）

ならかまわない

37.5

個人情報なので

知らせたくない

6.7

その他 わからない

6.7

無回答

7.7

(%)

TOTAL（n=104）

できる

45.2

できない

25.0

わからない

21.2

無回答

8.7

(%)
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問 51 地震や台風などの災害が起こった際の不安は何ですか。（○はいくつでも） 
 地震や台風などの災害が起こった際の不安としては、「避難先での不安」が 58.7％で最も高く、次い
で、「災害の状況が伝わってこない場合の不安」（52.9％）、「避難する際の不安」（48.1％）が続く。「そ
の他」（11.5％）として、･･･との記述があった。    整理中     

（％） 

n= 

災害の状況

が伝わって

こない場合

の不安 

避難する際

の不安 

避難先での

不安 

その他 特にない わからない 無回答 

104 52.9 48.1 58.7 11.5 4.8 3.8 9.6 

 

問 52 災害に備えて、または災害時に、どのような対策が必要だと思いますか。（○はいくつでも） 
 必要な災害対策としては、「治療や服薬を継続できるための医療を確保する」ことをあげる人が 69.2％
で最も高い。次いで、「避難しやすい避難所を整備する」が 53.8％、「難病・障害に配慮した避難所の
整備や福祉避難所を確保する」が 51.0％で続いている。 

 

 

 

  

治療や服薬を継続できるための
医療を確保する

避難しやすい避難所を整備する

難病・障害に配慮した避難所の
設置や福祉避難所を確保する

災害時に障害者用設備
（トイレ、ベッドなど）を配置する

災害時に人工透析や在宅酸素など
生命安全・維持装置を確保する

日頃から避難方法のアドバイスや
情報提供を行う

緊急通報システムを整備する

入院や施設入所者の
避難施設を確保する

災害時に視覚障害者や聴覚障害者に
配慮した情報提供を行う

地域で助け合える体制を整備する

災害時に介助人などを確保する

避難訓練などに参加できるようにする

災害時に手話通訳者、
ガイドヘルパーなどを確保する

その他

特にない

無回答

69.2

53.8

51.0

41.3

39.4

35.6

29.8

26.9

25.0

23.1

21.2

14.4

14.4

2.9

1.0

10.6

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(%)

n=104
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問 57 障害があることで、差別や人権侵害、虐待を受けていると感じることがありますか。（○は１つ） 
 差別や人権侵害、虐待については、59.6％の人は「ほとんど感じることはない」が、1.0％は「いつ
も感じる」、16.3％は「たまに感じる」と回答している。 

 

 

問 58 障害のある方々への差別をなくすことを目的として、平成 28 年４月１日に「障害者差別解消法」
が施⾏されましたが、このことを知っていますか。（○は１つ） 
 障害者差別解消法について、「内容まで知っている」人は 3.8％、「知らない」人は 58.7％である。 

 

 

（11）障害・障害者への理解 
 

問 59 障害や障害のある人に対する市⺠の理解は進んできていると思いますか。（○は１つ） 
 障害や障害のある人に対する市⺠の理解が「進んできている」と考えている人は 3.8％、「まあ進んで
きている」（12.5％）をあわせると、16.3％の人は市⺠の理解が進んできていると感じている。 

 

 

 

 

  

TOTAL（n=104）

ほとんど感じることはない

59.6

たまに感じる

16.3

いつも感じる

1.0

わからない

10.6

無回答

12.5

(%)

TOTAL（n=104）

内容まで知っている

3.8

名前だけ知っている

26.0

知らない

58.7

無回答

11.5

(%)

TOTAL（n=104）

進んできている

3.8

まあ進んできている

12.5

どちらともいえない

31.7

進んできていない

12.5

わからない

29.8

無回答

9.6

(%)



＜Ⅱ ４ 難病患者調査＞ 

129 

問 60 難病・障害や障害のある市⺠への理解を深めるためには、何が必要だと思いますか。（○はいく
つでも） 
 難病・障害や障害のある人への理解に必要なこととして、「難病・障害や障害者の福祉についての関
心や理解を深めるための啓発」が 44.2％で最も高く、次いで、「学校における福祉教育の充実」（30.8％）、
「難病・障害のある人との交流を通じた障害への理解の促進」（25.0％）が続いている。 
 

 

 

 

  

難病・障害や障害者の福祉についての関心や
理解を深めるための啓発

学校における福祉教育の充実

難病・障害のある人との交流を通じた
障害への理解の促進

難病・障害のある人の地域活動への
参加機会の促進

福祉施設の地域住民への開放や
地域住民との交流の促進

難病・障害に関する講演会や学習会の開催

難病・障害のある人への福祉的な就労や
生産活動の機会の提供

難病・障害のある人に対してのボランティア活
動やボランティア人材育成への支援

その他

わからない

無回答

44.2

30.8

25.0

17.3

16.3

14.4

14.4

12.5

2.9

16.3

13.5

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(%)

n=104
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（12）障害者施策、市への要望等 
問 61 今後、障害者施策を進めていくにあたって、市は特にどのようなことを充実させていけばよい
と思いますか。（○はいくつでも） 
 今後、市が充実させていくべき障害者施策としては、「家族などの介護者の休息や負担軽減を支援す
ること」が 39.4％と最も高く、次いで「事故や疾病による障害の発⽣を予防するとともに、障害を早
期に発⾒し、早い段階での適切な対応に努めること」が 35.6％、「難病・障害のある人が住みやすい住
居を確保・整備すること」が 31.7％で続いている。 

 

 

 

  

家族などの介護者の休息や
負担軽減を支援すること

事故や疾病による障害の発生を予防するとともに、

障害を早期に発見し、早い段階での適切な

対応（リハビリテーションや療育等）に努めること

難病・障害のある人が住みやすい
住居を確保・整備すること

難病・障害のある人の働く場の
確保や就労の定着を図ること

障害者や高齢者にやさしい
「福祉のまちづくり」を推進すること

相談体制を充実させること

難病・障害のある子どもたちの可能性を
最大限に伸ばすような教育を進めること

障害者サービスや福祉に関する
情報提供を充実させること

ホームヘルパーの派遣など在宅生活支援サービス
を充実させること

利用できる施設を増やすこと

難病・障害に対する理解を深めてもらうための
交流を推進すること

文化、スポーツ、レクリエーション活動に
参加できるよう支援すること

成年後見制度が利用しやすくなるように
支援すること

ボランティア活動を充実させること

その他

特にない

無回答

39.4

35.6

31.7

29.8

29.8

28.8

27.9

26.0

25.0

21.2

17.3

13.5

10.6

5.8

1.9

3.8

16.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(%)

n=104
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問 62 問 61 のような⻄東京市の障害者施策全般について、総合的に満⾜していますか。（○は１つ） 
 ⻄東京市の障害者施策全般について、「満⾜している」人は 4.8％で、「やや満⾜」（16.3％）とあわ
せると、21.1％の人は満⾜していると感じている。 

 

 

問 63 約５年前（平成 24 年）と⽐べて、障害者のサービスはどのように変わったと思いますか。（○
は１つ） 
 5 年前（平成 24 年）と⽐べて障害者サービスは「変わらない」（50.0％）と感じている人が多いが、
「良くなった」が 13.5％で「悪くなった」（5.8％）を上回っている。 

 

 

問 64 そのようにお答えになったのは、どのような理由からですか。（自由記述） 
 

    整理中     

 

 

問 65 あなたは、今後も⻄東京市に住みつづけたいと思いますか。（○は１つ） 
 62.5％の人が今後も⻄東京市に「住み続けたい」と回答している。 

 
 

 

問 66 最後に、この調査を通じて、選択肢や自由記述欄だけでは表現しきれなかったことや、ご意⾒・
ご要望などがありましたら、自由にお書きください。（自由記述） 
 

 

 

    整理中     

 

 

  

TOTAL（n=104）

満足している

4.8

やや満足

16.3

どちらでもない

18.3

やや不満

6.7

不満

2.9

わからない

40.4

無回答

10.6

(%)

TOTAL（n=104）

良くなった

13.5

変わらない

50.0

悪くなった

5.8

無回答

30.8

(%)

TOTAL（n=104）

住み続けたい

62.5

どちらかというと

住み続けたい

21.2

住み続けたくない

3.8

無回答

12.5

(%)
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５ 施設入所者 
（１）基本的な属性 
問１ この用紙（調査票）に記入されるのはどなたですか。（○は１つ） 
 調査票記入者は「本人（宛名の方）が記入、または本人が答え代筆者が記入」が 18.9％、「家族（本
人の⽴場に⽴って記入）」が 9.4％、「施設や病院等の職員（本人の⽴場に⽴って記入）」が 60.4％。 

 

 

問２ あなたの性別をお答えください。（○は１つ） 
問３ 年齢（８月１日現在）を記入してください。 
 性別は、男性が 64.2％、⼥性が 32.1％。 

 

 
 年齢は、40 代、50 代がそれぞれ 34.0％で平均年齢は 53.1 歳。 
           （％） 

n= 19 歳以下 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 歳以上 無回答 平均年齢 

53 0.0 1.9 5.7 34.0 34.0 7.5 11.3 5.7 53.1 歳 

 

 

 

  

TOTAL（n=53）

本人（宛名の方）が記入、

または本人が答え

代筆者が記入

18.9

家族（本人の立場に

立って記入）

9.4

施設や病院等の職員

（本人の立場に立って

記入）

60.4

そのほかの方（本人の

立場に立って記入）
無回答

11.3

(%)

TOTAL（n=53）

男性

64.2

女性

32.1

無回答

3.8

(%)
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（２）障害・入所状況 
問４ 次のうち、あてはまるものに○をつけてください。（○はいくつでも） 
 86.8％が「愛の手帳（療育手帳）を持っている」と回答している。 
 40 代の 16.7％、50 代の 22.2％が「身体障害者手帳を持っている」、「発達障害と診断されたことが
ある」と回答している。 

（％） 

 

n= 

身体障害

者手帳を

持ってい

る 

愛の手帳

（療育手

帳）を持っ

ている 

精神障害

者保健福

祉手帳を

持ってい

る 

国または

東京都が

指定する

難病医療

費等助成

対象疾病

を患って

いる 

高次脳機

能障害と

診断され

たことが

ある 

発達障害

と診断さ

れたこと

がある 

あてはま

るものは

ない 

無回答 

TOTAL 53 18.9 86.8 0.0 1.9 0.0 15.1 0.0 11.3 

20 代 1 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

30 代 3 66.7 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

40 代 18 16.7 83.3 0.0 5.6 0.0 16.7 0.0 16.7 

50 代 18 22.2 88.9 0.0 0.0 0.0 22.2 0.0 5.6 

60 代 4 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

70 歳以上 6 16.7 83.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 16.7 

無回答 3 0.0 66.7 0.0 0.0 0.0 33.3 0.0 33.3 

 

問５ あなたが、現在の施設に入所してからの期間をお答えください。（○は１つ） 
 入所者の 50.9％が「20 年以上」である。 

 

 

 

 

  

TOTAL（n=53）

５年未満

7.5

５年～10年未満

15.1

10年～15年未満

7.5

15年～20年未満

17.0

20年以上

50.9

無回答

1.9

(%)
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問６ あなたが、現在の施設へ入所することを決めた理由はなんですか。（○はいくつでも） 
 施設への入所理由は、「家族による介助がむずかしくなったため」が 56.6％で最も高く、次いで「施
設のほうが安心して暮らせるため」（54.7％）、「常時介助が必要なため」（39.6％）が続く。 

 

 

（３）日中の過ごし方や外出の状況・社会参加状況 
問 14 あなたは、日中を主にどのように過ごしていますか。（○は１つ） 
 平日の日中の過ごし方として、「入所している施設で介護や看護を受けて過ごしている」37.7％、「入
所している施設で作業や訓練をしている」が 58.5％である。 

 

 

 

  

家族による介助がむずかしくなったため

施設のほうが安心して暮らせるため

常時介助が必要なため

家族にすすめられたため

住まいが障害に対応していないため

医療的ケアが必要なため

在宅サービスが不十分だったため

リハビリや訓練を受けるため

将来地域で自立するため

特に理由はない

その他

無回答

56.6

54.7

39.6

26.4

9.4

5.7

5.7

3.8

1.9

0.0

7.5

5.7

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(%)

n=53

TOTAL（n=53）

５年未満（n=4）

５年～10年未満（n=8）

10年～15年未満（n=4）

15年～20年未満（n=9）

20年以上（n=27）

無回答（n=1）

入所している施設で

介護や看護を受けて

過ごしている

37.7

50.0

50.0

25.0

44.4

33.3

入所している施設で

作業や訓練をしている

58.5

50.0

50.0

25.0

55.6

66.7

100.0

ほかの施設にかよって

介護や看護を受けて

過ごしている
ほかの施設にかよって

作業や訓練をしている
その他 無回答

3.8

50.0

(%)
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問７ あなたは、どのくらい外出しますか。買い物、日常の散歩など、すべてを含めてお答えください。
（○は１つ） 
 外出頻度は、「週に 5 日以上」が 15.1％、「週に３〜４日」が 18.9％、「週に１〜2 日」が 22.6％、
「月に 2〜3 日」が 24.5％である。「ほとんど外出しない」と回答した人は 15.1％となっている。 

 

※0.0 は非表⽰ 

 

 

 

  

TOTAL（n=53）

５年未満（n=4）

５年～10年未満（n=8）

10年～15年未満（n=4）

15年～20年未満（n=9）

20年以上（n=27）

無回答（n=1）

週に５日以上

15.1

25.0

25.0

25.0

14.8

週に３～４日

18.9

25.0

22.2

25.9

週に１～２日

22.6

25.0

12.5

25.0

22.2

22.2

100.0

月に２～３日

24.5

25.0

25.0

33.3

25.9

ほとんど外出しない

15.1

25.0

25.0

22.2

11.1

その他 無回答

3.8

12.5

25.0

(%)
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問８ 外出の際に困っていることはありますか。（○はいくつでも） 
 「特に困っていることはない」が 28.3％だが、外出の際に困っていることとして、「他人との会話が
難しい」が 22.6％で最も高く、次いで、「電⾞やバスなどの交通機関が利用しづらい」が 18.9％、「歩
道が狭く、道路の段差が多い」が 13.2％と続く。 

 

 

 

 

  

他人との会話が難しい

電車やバスなどの交通機関が
利用しづらい

歩道が狭く、道路に段差が多い

必要なときに、まわりの人の
手助け・配慮が足りない

気軽に利用できる移送手段が少ない

付き添ってくれる人がいない

他人の視線が気になる

建物などに階段が多く、歩きにくい

障害者用のトイレが少ない

道路に放置自転車などの
障害物が多く、歩きにくい

車を駐車するところがない

その他

特に困っていることはない

無回答

22.6

18.9

13.2

11.3

11.3

9.4

9.4

7.5

7.5

1.9

1.9

9.4

28.3

11.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(%)

n=53
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問９ あなたは、この１年くらいの間に、次のような活動をしましたか。（○はいくつでも）：活動状況 
問 12 これからどのような活動をしたいと思いますか。（○はいくつでも）：活動意向 
 活動状況と活動意向を⽐べると、「趣味などのサークル活動」は実際の活動状況が 7.5％、活動意向は
13.2％となっており、意向が約 6 ポイント高い。 
 実際の活動状況では、「買い物」（81.1％）、「旅⾏」（58.5％）が高く、活動意向でも、「買い物」（71.7％）、
「旅⾏」（64.2％）が高い。 

 

 

 

 

  

スポーツやレクリエーション

旅行

買い物

ボランティア活動

障害者団体の活動

趣味などのサークル活動

講座や講演会などへの参加

地域の行事やお祭り

選挙の投票

その他

特に何もしてない
特に活動したくない

無回答

45.3

58.5

81.1

3.8

5.7

7.5

1.9

35.8

15.1

3.8

3.8

5.7

39.6

64.2

71.7

5.7

1.9

13.2

0.0

24.5

7.5

5.7

3.8

9.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

活動状況（n=53）

活動意向（n=53）

(%)
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問 13 問 12 のような活動をするために、どのような支援が必要だと思いますか。（○はいくつでも） 
 活動のために必要な支援として、「介助者・援助者がいること」が 56.6％で最も高く、次いで、「活
動するための場所が近くにあること」、「外出のための手段が確保されていること」がそれぞれ 43.4％
で続いている。 

 

 

問 10 選挙の投票の際、困ったことや改善してほしいことはありましたか。（自由記述） 
＜回答対象者：問９で「選挙の投票」と回答した人＞ 
 

    整理中     

 

 

問 11 スポーツ活動をした方は、どのようなスポーツ活動をしましたか。あてはまるものに○をつけ
てください。（○はいくつでも） 
＜回答対象者：問９で「スポーツやレクリエーション」と回答した人＞ 
 スポーツ活動の内容は、以下の通りである。 

（％） 

n= 卓球 ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ ボッチャ ダンス ボウリング ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ 水泳 その他 無回答 

24 0.0 0.0 8.3 12.5 16.7 4.2 20.8 41.7 12.5 

 

 「その他」（58.4％）として以下の記述があった。    整理中     

 
 

 

  

介助者・援助者がいること

活動するための場所が近くにあること

外出のための
手段が確保されていること

一緒に行く仲間がいること

障害のある人に配慮した
施設や設備があること

適切な指導者がいること

活動についての情報が提供されること

魅力的な内容であること

その他

特にない

無回答

56.6

43.4

43.4

39.6

37.7

30.2

28.3

28.3

1.9

7.5

13.2

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0
(%)

n=53
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（４）将来の希望 
問 20 あなたは将来、地域で⽣活したいと思いますか。（○は１つ） 
 地域での⽣活について、13.2％が「一般の住宅で家族と一緒に⽣活したい」、1.9％が「一般の住宅で
ひとり暮らしをしたい」と回答しているが、69.8％は「今のまま施設で⽣活したい」と考えている。「グ
ループホームなどを利用したい」と回答した人は 7.5％である。 

 

※0.0 は非表⽰ 

 

問 21 退所後の⽣活を考えたときに、どのような不安がありますか。（○はいくつでも） 
＜回答対象者：退所意向者＞ 
 退所意向がある人に退所後の⽣活についての不安をたずねたところ、「住まいのこと」をあげる人は
50.0％で最も高い。次いで、「病気のこと」、「日用品などの買い物のこと」、「通院や外出のこと」が 41.7％
と続く。 

n= 
生活費のこと 仕事や職場の人

間関係 

住まいのこと 病気のこと 家族や親せきの

こと 

12 33.3 33.3 50.0 41.7 33.3 

隣近所との 

関係 

毎日の食事の 

こと 

掃除や片づけ、

洗濯のこと 

日用品などの 

買い物のこと 

現金や貯金通帳

の管理のこと 

33.3 33.3 16.7 41.7 33.3 

通院や外出の 

こと 

服薬や健康 

管理のこと 

相談相手の 

こと 

自由時間（余暇）

の過ごし方 

その他 無回答 

41.7 25.0 16.7 16.7 0.0 25.0 

 
問 22 退所後に必要と思う支援がありましたら、自由にお書きください。（自由記述） 
＜回答対象者：退所意向者＞ 
 

    整理中     

 

  

TOTAL（n=53）

５年未満（n=4）

５年～10年未満（n=8）

10年～15年未満（n=4）

15年～20年未満（n=9）

20年以上（n=27）

無回答（n=1）

今のまま施設で

生活がしたい

69.8

75.0

62.5

25.0

55.6

85.2

グループホームなどを

利用したい

7.5

25.0

11.1

3.7

一般の住宅で

家族といっしょに

生活したい

13.2

12.5

25.0

11.1

11.1

100.0

一般の住宅で

ひとり暮らしをしたい

1.9

25.0

その他 無回答

7.5

50.0

22.2

(%)



＜Ⅱ ５ 施設入所者調査＞ 

141 

 
問 23 今のまま施設で⽣活がしたいと思う理由はなんですか。（○はいくつでも） 
＜回答対象者：施設⽣活継続希望者＞ 
 施設での⽣活を継続したい人に、継続理由をたずねたところ、83.8％の人が「施設にいたほうが安心
できるから」と回答している。「その他」（18.9％）として、・・・との記述があった。  整理中   
 

 

 

問 24 成年後⾒制度とは、知的障害や精神障害などの理由により、判断能⼒が⼗分でない方の財産な
どの権利を守る制度です。あなたは、成年後⾒制度について知っていますか。（○は１つ） 
 成年後⾒制度について、「名前も内容も知っている」人は 20.8％、「名前を聞いたことはあるが、内
容は知らない」人は 17.0％である。50.9％の人が「名前も内容も知らない」と回答している。 

 

※0.0 は非表⽰ 

 

 

  

n=

施設にいた

ほうが安心

できるから

施設での生

活が自分に

あっている

から

施設職員

やほかの

入所者との

関係がうま

くいってい

るから

健康面など

で不安があ

るから

家族の受け

入れ態勢

が整ってい

ないから

地域での十

分な介助が

受けられる

か不安だか

ら

自宅の構

造が障害に

対応してい

ないから

地域での生

活に魅力を

感じないか

ら

特に理由は

ない

その他

TOTAL 37 83.8 48.6 37.8 35.1 35.1 21.6 0.0 0.0 0.0 18.9

５年未満 3 100.0 0.0 0.0 33.3 66.7 33.3 0.0 0.0 0.0 33.3

５年～10年未満 5 60.0 60.0 20.0 20.0 40.0 40.0 0.0 0.0 0.0 0.0

10年～15年未満 1 100.0 100.0 100.0 0.0 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 100.0

15年～20年未満 5 100.0 40.0 20.0 40.0 20.0 20.0 0.0 0.0 0.0 40.0

20年以上 23 82.6 52.2 47.8 39.1 30.4 13.0 0.0 0.0 0.0 13.0

83.8

48.6

37.8
35.1 35.1

21.6

0.0 0.0 0.0

18.9

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0(%)

TOTAL（n=53）

名前も内容も知らない

50.9

名前を聞いたことはある

が、内容は知らない

17.0

名前も内容も

知っている

20.8

無回答

11.3

(%)
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問 25 あなたは、成年後⾒制度を活用したいと思いますか。（○は１つ） 
 成年後⾒制度を「すでに活用している」人は 9.45 である。「今は必要ないが、将来必要になったら活
用したい」と考える人は 30.2％である。 
 入所期間別にみると、「すでに活用している」のは、5 年〜10 年未満、15 年以上の人である 

 

 

（５）雇用・就労について 
問 15 現在、あなたは収入を伴う仕事をしていますか。（○は１つ） 
 収入を伴う仕事している人は 13.2％、収入を伴う仕事はしていない人は 83.0％ある。 

 

 

 

  

TOTAL（n=53）

５年未満（n=4）

５年～10年未満（n=8）

10年～15年未満（n=4）

15年～20年未満（n=9）

20年以上（n=27）

無回答（n=1）

すでに活用している

9.4

12.5

11.1

11.1

今は必要ないが、将来必

要になったら活用したい

30.2

50.0

37.5

25.0

11.1

33.3

活用したいとは思わない

5.7

25.0

11.1

3.7

わからない

45.3

25.0

50.0

50.0

55.6

40.7

100.0

無回答

9.4

25.0

11.1

11.1

(%)

TOTAL（n=53）

18-39歳（n=4）

40-64歳（n=38）

65歳以上（n=8）

無回答（n=3）

収入を伴う

仕事をしている

13.2

25.0

13.2

12.5

収入を伴う

仕事はしていない

83.0

75.0

86.8

75.0

66.7

無回答

3.8

12.5

33.3

(%)
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問 16 今後、お⾦をもらう仕事をしたいと思いますか。（○は１つ） 
 今後の就労について、「したいと思う」人は 2.3％、「したいとは思わない、できない」人は 90.9％で
ある。 

 

※0.0 は非表⽰ 

 

（６）障害者施設・施策について 
問 17 あなたは、⻄東京市にある次の施設を利用したことがありますか。また、知っていますか。 
 市内施設を利用したことがある人は、保谷障害者福祉センターが 1.9％である。「知っているが、利用
したことがない」施設として、障害者総合支援センター「フレンドリー」、障害者就労支援センター・
一歩、相談支援センター・えぽっく、地域活動支援センター・ハーモニーがそれぞれ 5.7％、地域活動
支援センター・ブルームが 3.8％である。 

 

 

問 18 あなたは、次の講座や事業等を知っていますか。（○はいくつでも） 
 市開催の講座や事業等の認知状況は、以下の通りである。 

（％） 

n= 

サポーター養

成講座 

ヘルプカード スポーツ支援

事業 

障害者水泳教

室 

講座や事業等

は知らない 

無回答 

53 3.8 9.4 5.7 1.9 54.7 30.2 

 

 

  

TOTAL（n=44）

18-39歳（n=3）

40-64歳（n=33）

65歳以上（n=6）

無回答（n=2）

したいと思う

2.3

3.0

したいとは思わない、

できない

90.9

100.0

87.9

100.0

100.0

無回答

6.8

9.1

(%)

相談支援センター・えぽっく
（n=53）

障害者就労支援センター・
一歩（n=53）

地域活動支援センター・
ハーモニー（n=53）

保谷障害者福祉センター
（n=53）

地域活動支援センター・
ブルーム（n=53）

利用したことがある（また

は現在、利用している）

1.9

知っているが、利用したこ

とはない

5.7

5.7

5.7

5.7

3.8

知らない

77.4

77.4

77.4

77.4

79.2

無回答

17.0

17.0

17.0

15.1

17.0

(%)
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（７）相談や情報入手方法 
 

問 19 あなたは、障害福祉サービスなどの情報を主にどこから得ていますか。（○はいくつでも） 
 情報の入手先として、「学校、職場、施設」が 35.8％で最も高く、次いで、「家族、親せき」（15.1％）、
「障害者団体」（13.2％）と続いている。情報入手先が「わからない」と回答した人は 34.0％である。 

 

 

 

 

  

学校、職場、施設

家族、親せき

障害者団体

市の広報紙（広報テープを含む）

障害者のしおり（市が作成した冊
子）

都の広報紙（広報テープを含む）

市のホームページ

テレビ、ラジオ、新聞

友人、知人

都のホームページ

病院、診療所

図書館の障害者向けサービス

民生委員・児童委員

その他

わからない

無回答

35.8

15.1

13.2

11.3

7.5

7.5

5.7

5.7

5.7

3.8

0.0

0.0

0.0

3.8

34.0

7.5

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(%)

n=53
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（８）障害・障害者への理解 
問 26 障害があることで、差別や人権侵害、虐待を受けていると感じることがありますか。（○は１つ） 
 差別や人権侵害、虐待については、22.6％の人は「ほとんど感じることはない」が、3.8％は「いつ
も感じる」、20.8％は「たまに感じる」と回答している 

 

 

問 27 障害のある方々への差別をなくすことを目的として、平成 28 年４月１日に「障害者差別解消法」
が施⾏されましたが、このことを知っていますか。（○は１つ） 
 障害者差別解消法について、「内容まで知っている」人は 7.5％、「知らない」人は 69.8％である。 

 

 

問 28 障害や障害のある方々に対する市⺠の理解は進んできていると思いますか。（○は１つ） 
 障害や障害のある人に対する市⺠の理解が「進んできている」と考えている人は 5.7％、「まあ進んで
きている」（18.9％）をあわせると、24.6％の人は市⺠の理解が進んできていると感じている。 

 

 

 

 

  

TOTAL（n=53）

ほとんど感じることはない

22.6

たまに感じる

20.8

いつも感じる

3.8

わからない

45.3

無回答

7.5

(%)

TOTAL（n=53）

内容まで知っている

7.5

名前だけ知っている

13.2

知らない

69.8

無回答

9.4

(%)

TOTAL（n=53）

進んできている

5.7

まあ進んできている

18.9

どちらともいえない

17.0

進んできていない

1.9

わからない

50.9

無回答

5.7

(%)
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問 29 障害や障害のある市⺠への理解を深めるためには、何が必要だと思いますか。（○はいくつでも） 
 障害や障害のある人への理解に必要なこととして、「障害のある人との交流を通じた障害への理解の
促進」が 35.8％で最も高く、次いで、「障害や障害者の福祉についての関心や理解を深めるための啓発」
（34.0％）、「福祉施設の地域住⺠への開放や地域住⺠との交流の促進」（30.2％）が続いている。 

 

 

 

  

障害のある人との交流を通じた
障害への理解の促進

障害や障害者の福祉についての
関心や理解を深めるための啓発

福祉施設の地域住民への開放や
地域住民との交流の促進

障害のある人に対してのボランティア活動や
ボランティア人材育成への支援

学校における福祉教育の充実

障害のある人の地域活動への参加機会の促進

障害に関する講演会や学習会の開催

障害のある人への福祉的な就労や
生産活動の機会の提供

その他

わからない

無回答

35.8

34.0

30.2

28.3

26.4

24.5

17.0

15.1

0.0

41.5

3.8

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(%)

n=53
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（９）障害者施策、市への要望等 
問 30 今後、障害者施策を進めていくにあたって、市は特にどのようなことを充実させていけばよい
と思いますか。あてはまるものすべてに○をつけてください。（○はいくつでも） 
 今後、市が充実させていくべき障害者施策としては、「障害者や高齢者にやさしい「福祉のまちづく
り」を推進すること」が 35.8％と最も高く、次いで「利用できる施設を増やすこと」が 32.1％、「障
害に対する理解を深めてもらうための交流を促進すること」が 28.3％で続いている。 
 

 

 

 

  

障害者や高齢者にやさしい
「福祉のまちづくり」を推進すること

利用できる施設を増やすこと

障害に対する理解を深めてもらうための
交流を推進すること

事故や疾病による障害の発生を予防するとともに、
障害を早期に発見し、早い段階での適切な

対応（リハビリテーションや療育等）に努めること

障害のある子どもたちの可能性を
最大限に伸ばすような教育を進めること

家族などの介護者の休息や
負担軽減を支援すること

相談体制を充実させること

障害のある人が住みやすい住居を
確保・整備すること

ホームヘルパーの派遣など
在宅生活支援サービスを充実させること

ボランティア活動を充実させること

障害者サービスや福祉に関する
情報提供を充実させること

障害のある人の働く場の確保や
就労の定着を図ること

文化、スポーツ、レクリエーション活動に
参加できるよう支援すること

成年後見制度が利用しやすくなるように
支援すること

その他

特にない

無回答

35.8

32.1

28.3

24.5

22.6

22.6

20.8

18.9

15.1

15.1

15.1

13.2

11.3

11.3

3.8

22.6

13.2

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(%)

n=53
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問 31 あなたは、今後も⻄東京市に住みつづけたいと思いますか。（○は１つ） 
 24.5％の人が今後も⻄東京市に「住み続けたい」と回答している。 
※調査対象者に市外施設入所者も含まれるため、無回答が多くなっている。 

 

 

問 32 最後に、この調査を通じて、選択肢や自由記述欄だけでは表現しきれなかったことや、ご意⾒・
ご要望などがありましたら、自由にお書きください。（自由記述） 
 

 

    整理中     

 

 

 

 

 

TOTAL（n=53）

住み続けたい

24.5

どちらかというと

住み続けたい

15.1

住み続けたくない

7.5

無回答

52.8

(%)
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６ 児童 
（１）基本的な属性 
問１ この用紙（調査票）に記入されるのはどなたですか。（○は１つ） 
 調査票記入者は「家族（本人の⽴場に⽴って記入）」が 94.6％。 

 

 

問２ お子さまの性別をお答えください。（○は１つ） 
問３ お子さまの年齢（８月１日現在）を記入してください。 
 性別は、男性が 69.1％、⼥性が 30.2％。 

 

 

 平均年齢は 7.3 歳。 

 

 

 

 

  

TOTAL（n=149）

家族（本人の立場に

立って記入）

94.6

施設や病院等の職員（本

人の立場に立って記入）

そのほかの方（本人の

立場に立って記入）
無回答

5.4

(%)

TOTAL（n=149）

男性

69.1

女性

30.2

無回答

0.7 

(%)

TOTAL（n=149）

0-3歳

10.7

4-6歳

42.3

7-12歳

31.5

13-15歳

10.1

16-18歳

4.0

無回答

1.3

(%)

TOTAL（n=149）

0-5歳

38.3

6-12歳

46.3

13-18歳

14.1

無回答

1.3

(%)
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問４ 現在、お子さまはどこで暮らしていますか。（○は１つ） 
 居住形態は、「持ち家（分譲マンションを含む）」が 69.8％で最も多く、次いで、賃貸住宅（アパー
ト、賃貸マンション、借家）」が 28.9％である。 

（％） 

n= 

持ち家（分譲マ

ンションを含

む） 

賃貸住宅（ア

パート、賃貸

マンション、

借家） 

グループホー

ム、ケアホー

ム、福祉ホー

ム 

福祉施設（障

害者支援施

設、高齢者支

援施設） 

入院している その他 無回答 

149 69.8 28.9 0.0 0.0 0.7 0.7 149 

 

問５ お子さまはどなたと一緒に暮らしていますか。お子さまからみた間柄でご回答ください。（○は
いくつでも） 
 同居者は、「父親」が 89.9％、「⺟親」が 96.6％、「兄弟、姉妹」が 64.4％との回答が高い。 

（％） 

 

n= 

宛
名
の
方
ひ
と
り
だ

け
で
暮
ら
し
て
い
る 

父
親 

母
親 

祖
父 

祖
母 

兄
弟
、
姉
妹 

そ
の
他
の
親
せ
き 

福
祉
施
設
の
職
員
や

仲
間 

そ
の
他 

無
回
答 

TOTAL 149 0.0 89.9 96.6 4.7 7.4 64.4 1.3 0.0 0.7 0.7 

0-5 歳 57 0.0 98.2 100.0 3.5 5.3 64.9 0.0 0.0 0.0 0.0 

6-12 歳 69 0.0 85.5 97.1 4.3 10.1 62.3 1.4 0.0 1.4 0.0 

13-18 歳 21 0.0 85.7 90.5 9.5 4.8 76.2 4.8 0.0 0.0 0.0 

無回答 2 0.0 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 
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（２）障害状況 
問６ 次のうち、お子さまにあてはまるものに○をつけてください。（○はいくつでも） 
   手帳をお持ちの方は、等級・程度に○をつけてください。 
 身体障害者手帳を持っている人は 27.5％、愛の手帳（療育手帳）を持っている人は 42.3％、精神障
害者保健福祉手帳を持っている人は 3.4％、国または東京都が指定する難病医療費等助成対象疾病を患
っている人は 8.1％、発達障害と診断されたことがある人は 40.3％である。 

（％） 

n= 

身体障害者

手帳を持っ

ている 

愛の手帳

（療育手

帳）を持っ

ている 

精神障害者

保健福祉手

帳を持って

いる 

国または東

京都が指定

する難病医

療費等助成

対象疾病を

患っている 

高次脳機能

障害と診断

されたこと

がある 

発達障害と

診断された

ことがある 

訪問看護な

どの医療的

ケアを受け

ている 

上記に、あ

てはまるも

のはない 

無回答 

149  27.5 42.3 3.4 8.1 0.7 40.3 4.7 12.8 0.7 

 

（％） 

  n= 

１級 

（１度） 

２級 

（２度） 

３級 

（３度） 

４級 

（４度） ５級 ６級 等級不明 

身体障害者手帳 41 43.9 26.8 12.2 7.3 4.9 2.4 2.4 

愛の手帳（療育手帳） 63 3.2 20.6 33.3 41.3 ━ ━ 1.6 

精神障害者保健福祉手帳 5 0.0 40.0 60.0 ━ ━ ━ 0.0 

 

問７ お子さまの障害者支援の手当や年⾦を主にどのように利用していますか。（○は１つ） 
 障害者支援の手当や年⾦の利用状況は、「将来のために蓄えている（預貯⾦など）」が 19.5％、「日々
の⽣活のために利用することが多い」が 24.8％、「年⾦や手当は受給していない」が 52.3％である。 

 

※0.0 は非表⽰ 

 

 

  

TOTAL（n=149）

0-5歳（n=57）

6-12歳（n=69）

13-18歳（n=21）

無回答（n=2）

将来のために蓄えて

いる（預貯金など）

19.5

7.0

29.0

19.0

50.0

日々の生活や、

本人のために

利用することが多い

24.8

22.8

29.0

19.0

年金や手当は

受給していない

52.3

63.2

42.0

61.9

無回答

3.4

7.0

50.0

(%)
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（３）介助・援助の状況 
問８ お子さまは、どのようなときに介助・援助を受けていますか。（○はいくつでも） 
 介助・援助を受けている場⾯としては、「外出するとき」、「学校や職場、作業所などへの送り迎えの
とき」がそれぞれ 43.6％で、次いで、「お風呂に入ったり、身体を洗うとき」が 39.6％である。 

 

 

問９ ふだん、お子さまを主に介助・援助しているのはどなたですか。お子さまからみた続柄でご回答
ください。（○は１つ） 
 ふだん、おもに介助・援助している人は「⺟親」が 92.9％で最も高い。 

（％） 

 

n= 

父
親 

母
親 

祖
父 

祖
母 

兄
弟
、
姉
妹 

そ
の
他
の
親
せ
き 

近
所
の
人
、
友

人

・
知
人 

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
等
の 

在
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者 

そ
の
他 

TOTAL 99 6.1 92.9 0.0 0.0 0.0 1.0 0.0 0.0 0.0 

 

 

 

  

外出するとき

学校や職場、作業所などへの
送り迎えのとき

お風呂に入ったり、身体を洗うとき

トイレの使用やオムツ交換するとき

服薬するとき

暮らしに必要な事務手続き

相手の話を知りたいときや
自分の話を伝えたいとき

着替えをするとき

食事をするとき（ご飯を食べるとき）

家事（調理、掃除、洗濯）をするとき

家の中の移動をするとき

その他

介助・援助は受けていない

無回答

43.6

43.6

39.6

31.5

30.9

30.9

25.5

24.8

22.8

15.4

8.1

8.7

22.1

11.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(%)

n=149
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（４）日中の過ごし方や外出の状況・社会参加状況 
問 17 お子さまは、平日（月曜日〜⾦曜日）の日中を主にどのように過ごしていますか。（○は１つ） 
 平日の日中の過ごし方として、「幼稚園や保育園、学校などに通っている」が 84.6％、「児童発達支
援にかよっている」が 8.7％、「自宅にいることが多い」が 2.7％である。 

（％） 

  

n= 

幼稚園

や保育

園、学校

などに

通ってい

る 

児童発

達支援

にかよっ

ている 

病院な

どのデイ

ケアに

かよって

いる 

リハビリ

テーショ

ンを受け

ている 

働いて

いる 

入所・入

院してい

る施設

や病院

などで

過ごして

いる 

自宅に

いること

が多い 

その他 無回答 

TOTAL 149 84.6 8.7 0.0 0.0 0.0 0.0 2.7 0.7 3.4 

0-5 歳 57 77.2 15.8 0.0 0.0 0.0 0.0 5.3 1.8 0.0 

6-12 歳 69 87.0 5.8 0.0 0.0 0.0 0.0 1.4 0.0 5.8 

13-18 歳 21 95.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 4.8 

無回答 2 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

 

問 10 お子さまは、どのくらい外出しますか。通所、通学、通勤、買い物、日常の散歩など、すべて
を含めてお答えください。（○は１つ） 
 外出頻度は、「週に 5 日以上」が 91.9％、「週に３〜４日が 2.7％、「週に１〜2 日」3.4％、「月に２
〜３日」が 1.3％である。「ほとんど外出しない」と回答した人は 0.7％となっている。 

 

※0.0 は非表⽰ 

 

 

  

TOTAL（n=149）

0-5歳（n=57）

6-12歳（n=69）

13-18歳（n=21）

無回答（n=2）

週に５日以上

91.9

89.5

94.2

90.5

100.0

週に３～４日

2.7

3.5

2.9

週に１～２日

3.4

5.3

1.4

4.8

月に２～３日

1.3

1.8

4.8

ほとんど外出しない

0.7

1.4

その他

(%)
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問 11 お子さまが、外出の際に困っていると思われることはありますか。（○はいくつでも） 
 外出の際困っていることとしては、「他人との会話が難しい」との回答が 40.3％で最も高い。次いで、
「電⾞やバスなどの交通機関が利用しづらい」（26.8％）、「付き添ってくれる人がいない」（20.1％）、
が続く。「その他」（11.4％）として、・・・との記述があった。    整理中     

 

 

 

  

他人との会話が難しい

電車やバスなどの交通機関が

利用しづらい

付き添ってくれる人がいない

他人の視線が気になる

必要なときに、まわりの人の

手助け・配慮が足りない

歩道が狭く、道路に段差が多い

車を駐車するところがない

気軽に利用できる移送手段が少ない

障害者用のトイレが少ない

建物などに階段が多く、歩きにくい

道路に放置自転車などの

障害物が多く、歩きにくい

その他

特に困っていることはない

無回答

40.3

26.8

20.1

19.5

19.5

18.1

15.4

13.4

12.8

6.0

4.0

11.4

20.8

5.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(%)

n=149
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問 12 お子さまは、この１年くらいの間に、次のような活動をしましたか。（○はいくつでも）：活動状況 
問 15 お子さまは、これからどのような活動をしたい（してほしい）と思いますか。（○はいくつでも）：活動意向 
 活動状況と活動意向を⽐べると、「趣味などのサークル活動」は実際の活動状況が 17.4％、活動意向
は 56.4％となっており、意向が約 39 ポイント高い。 
 実際の活動状況では、「買い物」（74.5％）、「旅⾏」（67.8％）、「スポーツやレクリエーション」（57.7％）
が高く、活動意向では、「スポーツやレクリエーション」（79.2％）、「旅⾏」（63.8％）が高い。 

 

 

 

  

スポーツやレクリエーション

旅行

買い物

ボランティア活動

障害者団体の活動

趣味などのサークル活動

講座や講演会などへの参加

地域の行事やお祭り

その他

特に何もしてない
特に活動したくない

無回答

57.7

67.8

74.5

0.7

10.1

17.4

2.0

49.7

2.0

10.1

0.7

79.2

63.8

57.7

13.4

14.8

56.4

12.8

56.4

4.0

3.4

5.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

活動状況（n=149）

活動意向（n=149）

(%)
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問 16 問 15 のような活動をするために、どのような支援が必要だと思いますか。 
（○はいくつでも） 
 活動のために必要な支援として、「適切な指導者がいること」が 66.4％で最も高く、次いで、「活動
についての情報が提供されること」（63.8％）、「活動するための場所が近くにあること」（61.7％）が
続いている。 

 

 

問 13 スポーツ活動をした方は、どのようなスポーツ活動をしましたか。あてはまるものに○をつけ
てください。（○はいくつでも） 
＜回答対象者：問 12 で「スポーツやレクリエーション」選択者＞ 
 ススポーツ活動の内容は、以下の通りである。 
 

（％） 

n= 卓球 ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ ボッチャ ダンス ボウリング ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ 水泳 その他 無回答 

86 3.5 3.5 3.5 15.1 4.7 2.3 72.1 31.4 3.5 

 

 「その他」（31.4％）として以下の記述があった。    整理中     
 
 
  

適切な指導者がいること

活動についての情報が提供されること

活動するための場所が近くにあること

障害のある人に配慮した
施設や設備があること

一緒に行く仲間がいること

介助者・援助者がいること

移動支援など、外出のための
手段が確保されていること

魅力的な内容であること

その他

特にない

無回答

66.4

63.8

61.7

55.7

51.7

45.0

42.3

41.6

5.4

5.4

3.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(%)

n=149
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問 14 活動のために外出する際に「同⾏援護」「⾏動援護」「移動支援」等のヘルパーを利用していま
すか。（○は１つ） 
＜回答対象者：問 12 で何らかの活動をしている人＞ 
 活動のためのヘルパー利用状況は、「ヘルパーを利用している」が 12.0％、「ヘルパーは利用してい
ない」83.5％である。 
 年齢別にみると、13－18 歳では、19 人中 8 人（42.1％）が「ヘルパーを利用している」。 

 

※0.0 は非表⽰ 

 

 

 

 

  

TOTAL（n=133）

0-5歳（n=50）

6-12歳（n=63）

13-18歳（n=19）

無回答（n=1）

ヘルパーを利用

している

12.0

12.7

42.1

ヘルパーは利用

していない

83.5

92.0

84.1

57.9

100.0

わからない

1.5

4.0

無回答

3.0

4.0

3.2

(%)
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（５）将来の希望 
《 次の問 47、問 48 は宛名のお子さまにお聞きします。お子さまが回答できない場合は、ご本人の気
持ちを考えてお答えください。》 
問 47 あなた（お子さま）は、今後、どのように日中を過ごしたいと思いますか。おおむね、高等学
校卒業後のことを考えてお答えください。（○はいくつでも） 
 今後、希望する日中の過ごし方は、「一般企業などで働きたい」が 38.3％で最も高く、次いで「学校
に通いたい」が 30.2％、「会社などで働けるように、職場さがしや訓練などの支援を受けたい」が 29.5％
で続いている。 

 

 

 

  

一般企業などで働きたい

学校にかよいたい

会社で働けるように、職場さがしや

訓練などの支援を受けたい

会社などで働くのは難しいと思うが働きたいと思

うので、作業所などにかよいたい

同じ障害を持つ仲間と集まって、工作や陶芸

などの活動ができるところで過ごしたい

自宅でのんびり過ごしたい

日常生活の訓練やリハビリテーションを受けたい

障害が重いので、病院などで

訓練や介護を受けながら過ごしたい

その他

わからない

無回答

38.3

30.2

29.5

24.2

16.8

11.4

10.7

2.0

3.4

10.1

4.7

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(%)

n=149
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問 48 あなた（お子さま）は、将来（成人後）、どのように暮らしたいと思いますか。（○は１つ） 
 将来、⽣活したいところは、「今の場所で⽣活したい」が 57.0％、「グループホームなどを利用した
い」が 12.8％、「施設に入所して暮らしたい」が 0.7％、「一般の住宅でひとり暮らしをしたい」が 16.1％
である。 
 年齢別にみると、13－18 歳では、21 に t ん中 5 人（23.8％）が、「グループホームなどをりようし
たい」と回答している。 

 

※0.0 は非表⽰ 

 

問 49 成年後⾒制度とは、知的障害や精神障害などの理由により、判断能⼒が⼗分でない方の財産な
どの権利を守る制度です。お子さまのご家族（介護やお世話をしている方）は、成年後⾒制度について
知っていますか。（○は１つ） 
 成年後⾒制度について、「名前も内容も知っている」人は 32.9％、「名前を聞いたことはあるが、内
容は知らない」人は 41.6％である。22.1％の人が「名前も内容も知らない」と回答している。 

 

 

問 50 お子さまのご家族（介護やお世話をしている方）は、お子さまのために成年後⾒制度を活用し
たいと思いますか。（○は１つ） 
 成年後⾒制度を「今は必要ないが、将来必要になったら活用したい」と考える人は 64.4％である。 

 

 

 

 

  

TOTAL（n=149）

0-5歳（n=57）

6-12歳（n=69）

13-18歳（n=21）

無回答（n=2）

今の場所で

生活したい

57.0

57.9

59.4

42.9

100.0

グループホーム

などを利用したい

12.8

5.3

15.9

23.8

施設に入所して

暮らしたい

0.7

1.4

一般の住宅で

ひとり暮らしをしたい

16.1

22.8

10.1

19.0

その他

4.7

1.8

7.2

4.8

無回答

8.7

12.3

5.8

9.5

(%)

TOTAL（n=149）

名前も内容も知らない

22.1

名前を聞いたことはあ

るが、内容は知らない

41.6

名前も内容も

知っている

32.9

無回答

3.4

(%)

TOTAL（n=149）

すでに活用している
今は必要ないが、将来必

要になったら活用したい

64.4

活用したいとは思わない

8.1

わからない

24.2

無回答

3.4

(%)
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（６）通園・通学等について 
《 問 18〜問 24 は、幼稚園や保育園、学校などに通っている人にお聞きします。 》 
問 18 お子さまが通っているのは次のうちどれですか。（○は１つ） 
 「幼稚園、保育園」が 36.5％、「小学校、中学校、高校（通常の学級）」が 8.7％、「小学校、中学校
（通常の学級のほか通級指導学級または特別支援教室を利用）」が 6.3％、「小学校、中学校、高校（固
定制の特別支援学級）」が 19.0％、「小学校、中学校、高校（特別支援学校）」が 24.6％である。 

（％） 

  

n= 

幼稚園、

保育園 

小学校、

中学校、

高校（通

常の学

級） 

小学校、

中学校

（通常の

学級のほ

か通級指

導学級ま

たは特別

支援教室

を利用） 

小学校、

中学校、

高校（固

定制の特

別支援学

級） 

小学校、

中学校、

高校（特

別支援学

校） 

大学、専

門学校 

その他 無回答 

TOTAL 126 36.5 8.7 6.3 19.0 24.6 0.0 1.6 3.2 

0-5 歳 44 93.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 4.5 2.3 

6-12 歳 60 6.7 15.0 10.0 35.0 28.3 0.0 0.0 5.0 

13-18 歳 20 0.0 10.0 5.0 15.0 70.0 0.0 0.0 0.0 

無回答 2 50.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

 

 

 

  



＜Ⅱ ６ 児童調査＞ 

161 

問 19 幼稚園・学校などに通っていて困っていることはありますか。（○はいくつでも） 
 39.7％が「特に困っていることはない」と回答しているが、学校⽣活で困っていることとして、23.8％
が「通うのがたいへん」と回答しており、最も高い。次いで、「先⽣の理解や配慮が⾜りない」（19.0％）、
「友だちができない」（15.9％）と続いている。「その他」（11.9％）として、・・・との記述があった。    

整理中     

 

 

問 20 お子さま、またご家族（介護やお世話をしている方）は、学童クラブを利用していますか。（○
は１つ） 
＜回答対象者：6 歳以上 12 歳以下＞ 
 学童クラブを「利用している」が 20.8％、「利用していない」が 75.5％である。 

 

※0.0 は非表⽰ 

 

 

  

通うのがたいへん

先生の理解や配慮が足りない

友だちができない

まわりの児童・生徒たちの
理解が得られない

介助体制が十分でない

通常の学級に入れてもらえない

トイレなどの施設が整っていない

医療的なケア（吸入・導尿等）が
受けられない

その他

特に困っていることはない

無回答

23.8

19.0

15.9

11.9

7.9

4.0

3.2

0.8

11.9

39.7

7.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(%)

n=126

TOTAL（n=53）

利用している

20.8

利用していない

75.5

無回答

3.8

(%)
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問 21 学童クラブの利用について、困ることはありますか。（○はいくつでも） 
＜回答対象者：6 歳以上 12 歳以下の学童クラブ利用者＞ 
 学童クラブの利用で困っていることとしては、「終わりが遅くとも午後 6 時までと限られる」、「学校
休業日は、始まりが午前 8 時 30 分からと限られる」がそれぞれ 18.2％である。「その他」（36.4％）
として、・・・との記述があった。    整理中     

（％） 

n= 

終わりが遅く

とも午後６時

までと限られ

る 

学校休業日は、

始まりが午前

８時 30 分から

と限られる 

土曜日の利用

には条件があ

る 

費用が高い その他 無回答 

11 18.2 18.2 0.0 0.0 36.4 45.5 

 

問 22 お子さまは、放課後や⻑期休暇中（夏休み）など、幼稚園や保育園、学校などにいる以外の時
間は、どのように過ごしていますか。（○はいくつでも） 
 放課後や⻑期休暇の過ごし方は、「家族といる」が 74.5％で最も高く、次いで「放課後等デイサービ
スに⾏く」（34.2％）、「習い事や塾に⾏く」（25.5％）と続いている。 

 

 

 

 

  

家族といる

放課後等デイサービスに行く

習い事や塾に行く

友だち、知り合いといる

学童クラブへ行く

ヘルパーなどと外出する

ひとりでいる

特になにもしていない

その他

無回答

74.5

34.2

25.5

12.8

7.4

6.0

3.4

0.0

6.7

17.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(%)

n=149
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問 23 放課後や⻑期休暇中（夏休み）など、幼稚園や保育園、学校などにいる以外の時間は、どのよ
うに過ごすことを希望していますか。（○はいくつでも） 
 希望する⻑期休暇中の過ごし方としては、「地域の同世代と遊びたい」、「習い事や塾に⾏きたい」が
それぞれ 40.3％で最も高く、次いで、「放課後等デイサービスを利用したい」が 37.6％で続いている。 

 

 

問 24 ご家族（介護やお世話をしている方）として、学校教育に望むことはどのようなことですか。（○
はいくつでも） 
 学校教育に望むこととして、「能⼒や障害の状況に合った指導をしてほしい」が 61.7％で最も高く、
次いで、「就学相談や進路相談など、相談体制を充実してほしい」（48.3％）、「施設、設備、教材を充実
してほしい」が 36.2％で続く。 

 

 

 

  

地域の同世代と遊びたい

習い事や塾に行きたい

放課後等デイサービスを利用したい

学童クラブを利用したい

ショートステイを利用したい

特にない

その他

無回答

40.3

40.3

37.6

12.1

11.4

10.7

7.4

18.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(%)

n=149

能力や障害の状況に合った

指導をしてほしい

就学相談や進路相談など、

相談体制を充実させてほしい

施設、設備、教材を充実してほしい

個別指導を充実してほしい

通常の学級との交流の

機会を増やしてほしい

障害の状況にかかわらず

通常の学級で受け入れてほしい

その他

特に望むことはない

無回答

61.7

48.3

36.2

35.6

20.1

16.8

14.1

3.4

17.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(%)

n=149
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（７）雇用・就労について 
問 25 ご家族（介護やお世話をしている方）として、お子さまが今後社会に出たときに、働くために
はどのような環境が整っていることが⼤切だと思いますか。あてはまるものすべてに○をつけてくださ
い。（○はいくつでも） 
 障害のある人が働くために整っていることが⼤切と思うこととして、「事業主や職場の人たちが、障
害者雇用について⼗分理解していること」が 75.2％で最も高く、次いで「就労の場をあっせんしたり、
相談できる場が整っていること」が 73.8％、「障害のある人に適した仕事が開発されること」が 63.8％
で続く。 

 

 

 

  

事業主や職場の人たちが、
障害者雇用について十分理解していること

就労の場をあっせんしたり、
相談できる場が整っていること

障害のある人に適した仕事が開発されること

職業訓練など、技能・知識の習得を
援助する施設が充実していること

自分の家の近くに働く場があること

民間企業がもっと積極的に雇用すること

職場の施設や設備が障害のある人にも
利用できるように配慮されていること

健康状態にあわせた働き方ができること

トライアル雇用やジョブコーチの派遣など
雇用を支援する仕組みがあること

同じような障害のある仲間と一緒に、
あるいは交替で働けること

介助者と一緒に働けること

自ら起業することを希望する人への
支援を充実させること

自分の家の中で、通勤することなく働けること

その他

わからない

無回答

75.2

73.8

63.8

61.1

54.4

53.7

44.3

39.6

36.2

34.2

23.5

13.4

9.4

4.0

4.0

0.7

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(%)

n=149



＜Ⅱ ６ 児童調査＞ 

165 

（８）障害者施設・施策について 
問 26 お子さま、またはご家族（介護やお世話をしている方）は、⻄東京市の障害者総合支援センタ
ー「フレンドリー」を知っていますか。（○は１つ） 
問 27 お子さま、またはご家族（介護やお世話をしている方）は、⻄東京市にある次の施設を利用し
たことがありますか。また、知っていますか。（○は１つ） 
 市内施設を利用したことがある人は、障害者総合支援センター「フレンドリー」が 12.1％、相談支
援センター・えぽっくが 2.7％、保谷障害者福祉センターが 6.0％、地域活動支援センター・ブルーム
が 5.4％である。「知っているが、利用したことがない」施設として、障害者就労支援センター・一歩が
16.8％、地域活動支援センター・ハーモニーが 18.8％である。 

 

※0.0 は非表⽰ 

 

問 28 お子さま、またはご家族（介護やお世話をしている方）は、次の講座や事業等を知っています
か。（○はいくつでも） 
 市開催の講座や事業等の認知状況は、以下の通りである。 

（％） 

n= 

サポーター養

成講座 

ヘルプカード スポーツ支援

事業 

障害者水泳教

室 

講座や事業等

は知らない 

無回答 

149 28.2 64.4 18.1 33.6 28.2 3.4 

 

 

 

  

　障害者総合支援センター
「フレンドリー」（n=149）

相談支援センター・えぽっく
（n=149）

障害者就労支援センター・
一歩（n=149）

地域活動支援センター・
ハーモニー（n=149）

保谷障害者福祉センター
（n=149）

地域活動支援センター・
ブルーム（n=149）

利用している

（利用したことがある）

12.1

2.7

6.0

5.4

知っているが、

利用したことはない

45.6

31.5

16.8

18.8

22.1

18.1

知らない

40.9

61.7

78.5

75.8

67.1

73.8

無回答

1.3

4.0

4.7

5.4

4.7

2.7

(%)
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（９）相談や情報入手方法 
問 29 お子さま、またご家族（介護やお世話をしている方）は、悩みごとや心配ごとがあるとき、家
族や親せき以外に、どのようなところに相談していますか。（○はいくつでも） 
 家族や親せき以外の相談先としては、「幼稚園・保育園・学校の先⽣や職場の仲間」をあげる人が 61.7％
と最も高く、次いで「病院・診療所」（48.3％）、「友人・知人」（47.7％）と続いている。一方で、2.7％
が「相談できるところは特にない」と回答している。「その他」（26.2％）として、・・・との記述があ
った。    整理中     

（％） 

n= 

幼稚園・

保育園・

学校の先

生や職場

の仲間 

病院・診

療所 

友人・知

人 

市役所の

福祉相談

窓口 

福祉施設

や作業所

の職員 

地域活動

支援セン

ター・ブ

ルーム 

児童相談

所 

保健師 障害者団

体 

相談支援

センタ

ー・えぽ

っく 

149 61.7 48.3 47.7 16.1 8.7 4.0 4.0 3.4 3.4 2.7 

保谷障害

者福祉セ

ンター 

生活保護

の担当職

員 

障害者就

労支援セ

ンター・

一歩 

地域活動

支援セン

ター・ハ

ーモニー 

民生委

員・児童

委員 

社会福祉

協議会の

職員 

その他 誰かに相

談するこ

とはまれ

である 

相談でき

るところ

は特にな

い 

無回答 

 1.3 1.3 0.0 0.0 0.0 0.0 26.2 8.1 2.7 1.3 

 

問 30 相談できるところは特にないと回答した理由は何ですか。（〇はいくつでも） 
＜回答対象者：「相談できるところは特にない」と回答した人＞ 
 「相談できるところは特にない」と回答した 4 人のうち 2 人は、「どこに相談したらよいかわからな
いから」（50.0％）と回答している。 

（％） 

n= 

相談するほどでも

ない・必要がない 

相談したく 

ないから 

どこに相談 

したらよいか 

わからないから 

その他 

4 25.0 0.0 50.0 25.0 
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問 31 お子さま、またご家族（介護やお世話をしている方）は、障害福祉サービスなどの情報を主に
どこから得ていますか。（○はいくつでも） 
 情報の入手先として、「友人・知人」が 50.3％で最も高く、次いで、「市の広報紙（広報テープを含
む）」（43.0％）、「学校、職場、施設」（34.2％）と続いている。情報入手先が「わからない」と回答し
た人は 8.1％である。 

 

 

 

 

  

友人、知人

市の広報紙（広報テープを含む）

学校、職場、施設

障害者のしおり（市が作成した冊子）

市のホームページ

病院、診療所

障害者団体

都の広報紙（広報テープを含む）

都のホームページ

テレビ、ラジオ、新聞

民生委員・児童委員

家族、親せき

図書館の障害者向けサービス

その他

わからない

無回答

50.3

43.0

34.2

28.2

18.8

16.1

4.7

3.4

2.0

1.3

1.3

1.3

0.0

12.8

8.1

2.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(%)

n=149
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問 32 ご家族（介護やお世話をしている方）は、障害福祉サービスを利用するときにどなたかに相談
しましたか。（○はいくつでも） 
 障害福祉サービスを利用する際の相談先として、「市の福祉相談窓口」が 41.6％で最も高く、次いで、
「友人・知人」（34.2％）、「幼稚園・保育園・学校の先⽣や職場の仲間」（28.9％）と続いている。「誰
にも相談していない」と回答した人は 12.8％である。 

 

 

 

 

  

市役所の福祉相談窓口

友人・知人

幼稚園・保育園・学校の先生や
職場の仲間

病院・診療所

保健師

福祉施設や作業所の職員

地域活動支援センター・ブルーム

児童相談所

障害者団体

相談支援センター・えぽっく

民生委員・児童委員

社会福祉協議会の職員

障害者就労支援センター・一歩

地域活動支援センター・ハーモニー

保谷障害者福祉センター

生活保護の担当職員

その他

誰にも相談していない

無回答

41.6

34.2

28.9

24.2

8.1

3.4

2.7

2.7

2.0

1.3

0.7

0.7

0.0

0.0

0.0

0.0

10.7

12.8

5.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(%)

n=149
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（10）福祉サービス認知・利用状況 
問 33 お子さま、またご家族（介護やお世話をしている方）は、次のような障害福祉サービスを過去
１年の間に利用したことがありますか。利用したことがあるサービスに○をつけてください。（○はい
くつでも） 
 以下の障害福祉サービスのうち、過去 1 年間での利用経験が最も高いのは、「児童発達支援」で 44.3％
である。次いで、「放課後等デイサービス」（35.6％）、「訪問系サービス」（10.7％）が続く。 

 

 

【児童発達支援を利用した方にお聞きします】 
問 33（付問）児童発達支援において作成される「個別支援計画」は、保育園にも共有されていると思
いますか。（○は１つ） 
＜回答対象者：児童発達支援利用経験者＞ 
 28.8％が保育園に「共有されている」と思うと回答している。 

（％） 

n= 

共有されて 

いる 

共有されて 

いない 

わからない 保育園は利用

していない 

無回答 

66 28.8 4.5 24.2 37.9 4.5 

 

 
問 34 サービスに対する、感想やご意⾒があれば自由にご記入ください。（自由記述） 
※サービス名、利用の際に困っていること、サービス利用で改善してほしい点など。 
＜回答対象者：何らかの障害福祉サービス利用経験者＞ 
 

    整理中     

 

 

  

児童発達支援

放課後等デイサービス

訪問系サービス

相談支援

短期入所（ショートステイ）

保育所等訪問支援

上記のようなサービスは
利用したことがない

無回答

44.3

35.6

10.7

8.7

5.4

4.7

20.8

2.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(%)

n=149
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問 35 お子さま、またご家族（介護やお世話をしている方）が、「⼗分利用できていない」と思うサー
ビスはどのサービスですか。あてはまるものすべてに○をつけてください。（○はいくつでも） 
＜回答対象者：何らかの障害福祉サービス利用経験者＞ 
 サービス利用経験者の 33.9％が「必要なサービスを利用できている」と回答しているが、「⼗分利用
できていない」と思うサービスでは、「短期入所（ショートステイ）」が 22.6％で最も高く、次いで、「訪
問系サービス」、「児童発達支援」をあげる人がそれぞれ 19.1％いる。 
 利用したことがあるサービス別に⼗分利用できていないサービスをみると、訪問系サービス利用者の
43.8％、放課後等デイサービス利用者の 35.8％の人が「短期入所（ショートステイ）」をあげている。 
 
＜利用したことがあるサービス別・⼗分利用できていないサービス＞ 

 

 

 

 

  

n=

訪問系

サービス

短期入所

（ショートス

テイ）

相談支援 児童発達

支援

放課後等

デイサービ

ス

保育所等

訪問支援

必要なサー

ビスを利用

できている

無回答

TOTAL 115 19.1 22.6 17.4 19.1 15.7 3.5 33.9 8.7

訪問系サービス 16 56.3 43.8 12.5 0.0 25.0 0.0 18.8 6.3

短期入所（ショートステイ） 8 62.5 37.5 12.5 0.0 25.0 0.0 25.0 0.0

相談支援 13 38.5 38.5 0.0 7.7 30.8 0.0 30.8 0.0

児童発達支援 66 9.1 10.6 12.1 21.2 7.6 3.0 45.5 9.1

放課後等デイサービス 53 26.4 35.8 24.5 18.9 20.8 5.7 24.5 9.4

保育所等訪問支援 7 0.0 0.0 28.6 14.3 0.0 0.0 42.9 14.3

19.1
22.6

17.4 19.1
15.7

3.5

33.9

8.7

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0(%)

〈利
用
し
た
こ
と
が
あ
る
サ
ー
ビ
ス
〉 
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問 36 必要だと思うサービスを、⼗分、利用できていない理由は何ですか。（○はいくつでも） 
＜回答対象者：障害福祉サービスを⼗分利用できていないと感じている人＞ 
 利用サービスを「⼗分利用できていない」と感じている人に、理由をたずねたところ、「自分が利用
したい時間や時期とあわないから」が 34.8％で最も高く、次いで、「サービス利用に予約が必要で、い
つも予約がいっぱいだから」（33.3％）、「使いたいサービスの定員がいっぱいだから」（27.3％）が続
く。「その他」（21.2％）として、・・・との記述があった。    整理中     
 ⼗分利用できていないと思うサービス別にみると、「自分が利用したい時間や時期とあわないから」
との回答は、短期入所（ショートステイ）で 42.3％、相談支援で 45.0％、放課後等デイサービスで 55.6％
である。「サービス利用に予約が必要で、いつも予約がいっぱいだから」との回答は、短期入所（ショ
ートステイ）で 57.7％、相談支援で 50.0％である。 
 
＜⼗分利用できていないと思うサービス別・⼗分利用できていない理由＞ 
 

 
 

 

 

  

n=

自分が利

用したい時

間や時期と

あわないか

ら

サービス利

用に予約が

必要で、い

つも予約が

いっぱいだ

から

使いたい

サービスの

定員がいっ

ぱいだから

通うのが大

変だから

支給量が

足りないか

ら

自己負担

が大きく、

利用できな

いから

その他 わからない 無回答

TOTAL 66 34.8 33.3 27.3 18.2 16.7 10.6 21.2 7.6 9.1

訪問系サービス 22 31.8 36.4 27.3 9.1 22.7 9.1 31.8 9.1 0.0

短期入所（ショートステイ） 26 42.3 57.7 42.3 11.5 19.2 11.5 26.9 3.8 3.8

相談支援 20 45.0 50.0 30.0 15.0 5.0 25.0 25.0 10.0 5.0

児童発達支援 22 22.7 18.2 31.8 31.8 18.2 13.6 22.7 4.5 13.6

放課後等デイサービス 18 55.6 38.9 44.4 27.8 27.8 16.7 22.2 5.6 5.6

保育所等訪問支援 4 25.0 25.0 50.0 25.0 0.0 50.0 25.0 25.0 0.0

34.8 33.3
27.3

18.2 16.7
10.6

21.2

7.6 9.1

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0(%)

〈十
分
利
用
で
き
て
い
な
い
と
思
う
サ
ー
ビ
ス
〉 
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問 37 お子さま、またご家族（介護やお世話をしている方）は、今後、どのようなサービスを引き続
き、あるいは新たに利用したいと思いますか。（○はいくつでも） 
 引き続き、あるいは新たに利用したいサービスは、「放課後等デイサービス」が 51.7％、「児童発達
支援」が 44.3％、「相談支援」が 32.2％である。 

 

 

問 38 お子さま、またご家族（介護やお世話をしている方）は、どのような情報提供や相談先が必要
ですか。また、サービスを利用するためにあるとよい支援はどのようなものですか。（自由記述） 
 

    整理中     

 

問 39 障害者総合支援法の改正により、新たに導入される次のようなサービスをお子さま、またご家
族（介護やお世話をしている方）は、利用してみたいと思いますか。 ※平成 30 年 4 月から創設され
る予定の新しいサービスです。サービスの詳細は変更する可能性もあります。 
 平成 30 年 4 月から導入予定のサービスの利用意向について、「必要になったら利用してみたい」と考
えるサービスは、「訪問型児童発達支援」が 45.0％、「自⽴⽣活援助」が 63.1％、「就労定着支援」が
72.5％である。 

 

 

 

 

  

放課後等デイサービス

児童発達支援

相談支援

短期入所（ショートステイ）

訪問系サービス

保育所等訪問支援

上記の中に利用したい
サービスはない

無回答

51.7

44.3

32.2

25.5

17.4

6.7

8.7

3.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(%)

n=149

訪問型児童発達支援
（n=149）

自立生活援助（n=149）

就労定着支援（n=149）

必要になったら

利用してみたい

45.0

63.1

72.5

利用したくない

11.4

4.0

2.0

わからない

32.9

25.5

18.1

無回答

10.7

7.4

7.4

(%)
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（11）災害対策について 
 

 

問 40 お子さま、またご家族（介護やお世話をしている方）は、お住まいの地域の避難所を知ってい
ますか。（○は１つ） 
 地域の避難場所を「知っている」人は 67.1％である。 

 

 

問 41 福祉避難施設とは、自宅や避難施設で⽣活している高齢者や障害者の方等に対し、状況に応じ
て介護等の必要なサービスを提供する社会福祉施設等のことです。⻄東京市には障害者総合支援センタ
ー「フレンドリー」をはじめ、約 30 ヶ所の福祉避難施設があります。あなたは、⻄東京市にある福祉
避難施設を知っていますか。（○は１つ） 
 福祉避難施設については、77.9％が「知らない」と回答している。「福祉避難施設も場所も知ってい
る」人は 10.7％である。 

 

 

問 42 お子さま、またご家族（介護やお世話をしている方）は、災害時要援護者登録を知っています
か。（○は１つ） 
 災害時要援護者登録については、89.3％が「知らない」と回答している。 

 

 

問 43 災害時に⾏政や地域などから支援を受けるため、あらかじめ個人情報（名前、住所、世帯の状
況、障害の状況、緊急連絡先等）を市に提供することについて、どう思いますか。（○は１つ） 
 災害時の支援を受けるために個人情報を提供することについては、「必要な情報なので、積極的に提
供してよい」が 59.1％、「最小限の（名前、住所程度）ならかまわない」が 30.9％である。 

 

 

  

TOTAL（n=149）

知っている

67.1

知らない

30.9

無回答

2.0

(%)

TOTAL（n=149）

福祉避難施設を

知らない

77.9

福祉避難施設を

知っているが、

場所は知らない

10.1

福祉避難施設も

場所も知っている

10.7

無回答

1.3

(%)

TOTAL（n=149）

知らない

89.3

知っているが

登録していない

6.0

登録している

3.4

その他 無回答

1.3

(%)

TOTAL（n=149）

必要な情報

なので、積極的に

提供してよい

59.1

最小限の情報

（名前、住所程度）

ならかまわない

30.9

個人情報なので

知らせたくない

2.7

その他

2.0

わからない

4.0

無回答

1.3

(%)
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問 44 お子さまは、地震や台風などの災害時にひとりで避難できますか。（○は１つ） 
 災害時にひとりで避難が「できる」人は 5.4％、「できない」人は 82.6％である。 

 

 

問 45 地震や台風などの災害が起こった際に、お子さま、またご家族（介護やお世話をしている方）
の不安は何ですか。（○はいくつでも） 
 地震や台風などの災害が起こった際の不安としては、「避難先での不安」が 79.9％で最も高く、次い
で「避難する際の不安」（64.4％）、「災害の状況が伝わってこない場合の不安」（43.6％）が続く。「そ
の他」（18.1％）として、・・・との記述があった。    整理中     

（％） 

n= 

災害の状況

が伝わって

こない場合

の不安 

避難する際

の不安 

避難先での

不安 
その他 特にない わからない 無回答 

149 43.6 64.4 79.9 18.1 2.7 1.3 4.0 

 

問 46 災害に備えて、または災害時に、どのような対策が必要だと思いますか。（○はいくつでも） 
 必要な災害対策としては、「避難しやすい避難所を整備する」ことをあげる人が 62.4％で最も高い。
「その他」（12.1％）として、・・・との記述があった。    整理中     

 

 

 

 

  

TOTAL（n=149）

できる

5.4

できない

82.6

わからない

11.4

無回答

0.7

(%)

避難しやすい避難所を整備する

地域で助け合える体制を整備する

日頃から避難方法のアドバイスや情報
提供を行う

緊急通報システムを整備する

避難訓練などに参加できるようにする

その他

特にない

無回答

62.4

51.7

45.0

29.5

28.9

12.1

2.0

6.7

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(%)

n=149
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（12）障害・障害者への理解 
問 51 お子さまやご家族（介護やお世話をしている方）は、お子さまに障害があることで、差別や人
権侵害、虐待を受けていると感じることがありますか。（○は１つ） 
 差別や人権侵害、虐待については、43.0％の人は「ほとんど感じることはない」が、5.4％は「いつ
も感じる」、39.6％は「たまに感じる」と回答している 

 

 

問 52 お子さまやご家族（介護やお世話をしている方）は、障害や障害のある方々に対する市⺠の理
解は進んできていると思いますか。（○は１つ） 
 障害や障害のある人に対する市⺠の理解が「進んできている」と考えている人は 4.0％、「まあ進んで
きている」（17.4％）をあわせると、21.4％の人は市⺠の理解が進んできていると感じている。一方で、
「進んできていない」と考えている人は 27.5％である。 

 

 

《 問 53 から問 59 はご家族（介護やお世話をしている方）の⽴場でお答えください。》 
問 53 障害や障害のある市⺠への理解を深めるためには、何が必要だと思いますか。（○はいくつでも） 
 障害や障害のある人への理解に必要なこととして、「学校における福祉教育の充実」が 85.2％で最も
高く、次いで「障害のある人との交流を通じた障害への理解の促進」（53.0％）、「障害のある人への福
祉的な就労や⽣産活動の機会の提供」（43.0％）が続いている。 

 

  

TOTAL（n=149）

ほとんど感じることはない

43.0

たまに感じる

39.6

いつも感じる

5.4

わからない

11.4

無回答

0.7

(%)

TOTAL（n=149）

進んできている

4.0

まあ進んできている

17.4

どちらともいえない

33.6

進んできていない

27.5

わからない

16.8

無回答

0.7

(%)

学校における福祉教育の充実

障害のある人との交流を通じた
障害への理解の促進

障害のある人への福祉的な就労や
生産活動の機会の提供

障害や障害者の福祉についての
関心や理解を深めるための啓発

福祉施設の地域住民への開放や
地域住民との交流の促進

障害のある人の地域活動への参加機会の促進

障害のある人に対してのボランティア活動や
ボランティア人材育成への支援

障害に関する講演会や学習会の開催

その他

わからない

無回答

85.2

53.0

43.0

42.3

36.2

36.2

30.2

22.1

6.7

3.4

1.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(%)

n=149
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（13）障害者施策、市への要望等 
問 54 今後、障害者施策を進めていくにあたって、市は特にどのようなことを充実させていけばよい
と思いますか。（○はいくつでも） 
 今後、市が充実させていくべき障害者施策としては、「障害のある子どもたちの可能性を最⼤限に伸
ばすような教育を進めること」が 85.2％と最も高く、次いで「障害のある人の働く場の確保や就労の
定着を図ること」が 70.5％、「家族などの介護者の休息や負担軽減を支援すること」が 64.4％で続い
ている。 

 

 
 
 
  

障害のある子どもたちの可能性を
最大限に伸ばすような教育を進めること

障害のある人の働く場の確保や
就労の定着を図ること

家族などの介護者の休息や
負担軽減を支援すること

利用できる施設を増やすこと

障害者サービスや福祉に関する
情報提供を充実させること

相談体制を充実させること

事故や疾病による障害の発生を予防するとともに、
障害を早期に発見し、早い段階での適切な

対応（リハビリテーションや療育等）に努めること

障害のある人が住みやすい住居を
確保・整備すること

障害に対する理解を深めてもらうための
交流を推進すること

障害者や高齢者にやさしい
「福祉のまちづくり」を推進すること

文化、スポーツ、レクリエーション活動に
参加できるよう支援すること

成年後見制度が利用しやすくなるように
支援すること

ホームヘルパーの派遣など
在宅生活支援サービスを充実させること

ボランティア活動を充実させること

その他

特にない

無回答

85.2

70.5

64.4

54.4

48.3

47.7

43.0

40.3

39.6

36.2

35.6

28.2

26.2

16.8

5.4

1.3

1.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(%)

n=149
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問 55 問 54 のような⻄東京市の障害者施策全般について、総合的に満⾜していますか。 
（○は１つ） 
 ⻄東京市の障害者施策全般について、「満⾜している」人は 9.4％で、「やや満⾜」（28.9％）とあわ
せると、38.3％の人は満⾜していると感じている。 

 

※0.0 は非表⽰ 

 

問 56 約５年前（平成 24 年）と⽐べて、障害者のサービスはどのように変わったと思いますか。（○
は１つ） 
 5 年前（平成 24 年）と⽐べて障害者サービスは「変わらない」（43.0％）と感じている人が多いが、
「良くなった」が 34.2％で「悪くなった」（2.0％）を上回っている。 

 

 

問 57 そのようにお答えになったのは、どのような理由からですか。（自由記述） 
 

    整理中     

 

 

問 58 お子さま、またはご家族（介護やお世話をしている方）は、今後も⻄東京市に住み続けたいと
思いますか。（○は１つ） 
 41.6％の人が今後も⻄東京市に「住み続けたい」と回答している。 

 

 

問 59 最後に、この調査を通じて、選択肢や自由記述欄だけでは表現しきれなかったことや、ご意⾒・
ご要望などがありましたら、自由にお書きください。（自由記述） 
 

    整理中     

 

 

  

TOTAL（n=149）

満足している

9.4

やや満足

28.9

どちらでもない

19.5

やや不満

11.4

不満

14.8

わからない

14.8

無回答

1.3

(%)

TOTAL（n=149）

良くなった

34.2

変わらない

43.0

悪くなった

2.0

無回答

20.8

(%)

TOTAL（n=149）

住み続けたい

41.6

どちらかというと

住み続けたい

45.0

住み続けたくない

7.4

無回答

6.0

(%)
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７ 特別支援教室・通級指導学級 
（１）基本的な属性 
問１ この用紙（調査票）に記入されるはどなたですか。（○は１つ） 
 調査票記入者は「家族」が 97.8％。 

 

 

問２ お子さまの性別を答えくだい。（○は１つ） 
問３ お子さまの年齢（８月１日現在）を記入してください。 
 性別は、男性が 78.3％、⼥性が 21.7％。 

 

 

 年齢は、6-12 歳が 87.0％で平均年齢は 9.7 歳。 

 

 

問４ お子さまが特別支援教室(L 教室・教室・S 教室)、通級指導学に通うようになった主なきっかけ
をお答えください。（○は１つ） 
 特別支援教室(L 教室・教室・S 教室)、通級指導学に通うようになった主なきっかけは、「学校の先⽣
にすすめられた」が 41.3％、「自分（保護者）から学校に相談した」が 37.0％、「入学前にすすめられ
た」が 10.9％である。 

 

  

TOTAL（n=46）

家族

97.8

施設や病院等の職員

2.2

そのほかの方

0.0

(%)

TOTAL（n=46）

男性

78.3

女性

21.7

(%)

TOTAL（n=46）

6-12歳

87.0

13-15歳

13.0

16-18歳

(%)

TOTAL（n=46）

6-12歳（n=40）

13-15歳（n=6）

学校の先生に

すすめられた

41.3

45.0

16.7

自分（保護者）から

学校に相談した

37.0

40.0

16.7

入学前にすすめられた

10.9

7.5

33.3

その他

10.9

7.5

33.3

(%)
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（２）障害状況 
問５ 次のうち、お子さまにあてはまるものに○をつけてください。（○はいくつでも） 
 障害状況について、「あてはまるものはない」が 58.7％だが、41.3％が「発達障害と診断されたこと
がある」と回答している。 

（％） 

 

n= 

身体障害者

手帳を持っ

ている 

愛の手帳

（療育手帳）

を持ってい

る 

精神障害者

保健福祉手

帳を持って

いる 

国または東

京都が指定

する難病医

療費等助成

対象疾病を

患っている 

高次脳機能

障害と診断

されたこと

がある 

発達障害と

診断された

ことがある 

あてはまる

ものはない 

TOTAL 46 0.0 0.0 2.2 0.0 0.0 41.3 58.7 

6－12 歳 40 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 40.0 60.0 

13－15 歳 6 0.0 0.0 16.7 0.0 0.0 50.0 50.0 

 

（３）外出の状況・社会参加状況 
問６ お子さまが、外出の際に困っていると思われることはありますか。（○はいくつでも） 
 「特に困っていることはない」が 69.6％だが、外出の際困っていることとしては、「他人との会話が
難しい」、「他人の視線が気になる」がそれぞれ 6.5％である。 
 

 

 

 

  

他人との会話が難しい

他人の視線が気になる

必要なときに、まわりの人の
手助け・配慮が足りない

電車やバスなどの交通機関が
利用しづらい

付き添ってくれる人がいない

その他

特に困っていることはない

無回答

6.5

6.5

4.3

4.3

2.2

10.9

69.6

6.5

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0
(%)

n=46
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（４）通園・通学等について 
問７ 学校⽣活の中で、お子さんが困っていると思われることはありますか。（○はいくつでも） 
 学校⽣活で困っていることは、「授業の内容がわからない、授業についていけない」との回答が 34.8％
で最も高い。次いで、「特別支援教室（L 教室・S 教室）、通級指導教室まで通うのが⼤変」（28.3％）、
「先⽣の理解や配慮が⾜りない」（19.6％）が続く。「特に困っていることはない」との回答は 17.4％
である。 

 

 

問８ ご家族等（お世話等をしている方）として、学校教育に望むことはどのようなことですか。（○
はいくつでも） 
 学校教育に望むこととしては、「子ども一人ひとりに合った教え方や指導をしてほし」との回答が
84.8％で最も高い。次いで、「子どもの勉強や学校⽣活、将来のことについて、相談にのってほしい」
が 43.5％である。「その他」（19.6％）として、・・・・・などの記述があった。    整理中     

 

 

  

授業の内容がわからない、
授業についていけない

特別支援教室（L教室・S教室）、
通級指導学級まで通うのがたいへん

先生の理解や配慮が足りない

まわりの児童・生徒たちの
理解が得られない

友だちができない

支援体制が十分でない

放課後や長期休暇（夏休みなど）の
際の居場所がない

その他

特に困っていることはない

34.8

28.3

19.6

15.2

15.2

13.0

13.0

21.7

17.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(%)

n=46

子ども一人ひとりに合った
教え方や指導をしてほしい

子どもの勉強や学校生活、将来の
ことについて、相談にのってほしい

学校の中や教科書、教材を
使いやすくしてほしい

学校の中の表示などを、誰でも
わかりやすいものにしてほしい

その他

特に望むことはない

84.8

43.5

13.0

13.0

19.6

10.9

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(%)

n=46
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問９ お子さまは、学童クラブを利用していますか。（○は１つ） 
＜回答対象者：6 歳以上 12 歳以下＞ 
 学童クラブを「利用している」が 15.0％、「利用していない」が 85.0％である。 

 

 
問 10 学童クラブの利用について、困ることはありますか。（○はいくつでも） 
＜回答対象者：6 歳以上 12 歳以下の学童クラブ利用者＞ 
 学童クラブの利用で困っていることとしては、「学校休業日は、始まりが午前 8 時 30 分からと限られ
る」との回答が 50.0％で最も高い。6 人中 2 人は「終わりが遅くとも午後 6 時までと限られる」（33.3％）
と回答しており、時間に関しての困りごとが上位になっている。 

（％） 

n= 

終わりが遅く

とも午後６時

までと限られ

る 

学校休業日は、

始まりが午前

８時 30 分から

と限られる 

土曜日の利用

には条件があ

る 

費用が高い その他 無回答 

6 33.3 50.0 0.0 16.7 0.0 33.3 

 

（５）障害者施設・施策について 
問 11 ご家族等（お世話等をしている方）は、⻄東京市の障害者総合支援センター「フレドリー」を
知っていますか。（○は１つ） 
問 12 お子さま、またはご家族等（お世話等をしている方）は、⻄東京市にある次の施設を知ってい
ますか。また、利用したことがありますか。（○は１つ） 
 市内施設を利用したことがある人は、障害者総合支援センター「フレンドリー」が 4.3％、相談支援
センター・えぽっくが 2.2％である。「知っているが利用したことがない」施設として、障害者就労支援
センター・一歩が 13.0％、地域活動支援センター・ハーモニーが 10.9％、保谷障害者福祉センターが
21.7％、地域活動支援センター・ブルームが 8.7％である。 

 

  

TOTAL（n=40）

利用している

15.0

利用していない

85.0

(%)

　障害者総合支援センター
「フレンドリー」（n=46）

相談支援センター・えぽっく
（n=46）

障害者就労支援センター・
一歩（n=46）

地域活動支援センター・
ハーモニー（n=46）

保谷障害者福祉センター
（n=46）

地域活動支援センター・
ブルーム（n=46）

利用している

（利用したことがある）

4.3

2.2

知っているが、

利用したことはない

26.1

15.2

13.0

10.9

21.7

8.7

知らない

69.6

82.6

87.0

89.1

78.3

91.3

(%)
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問 13 お子さま、またはご家族等（お世話等をしている方）は、次の講座や事業等を知っていますか。
（○はいくつでも） 
 市開催の講座や事業等の認知状況は、以下の通りである。 

（％） 

n= 

サポーター 

養成講座 

ヘルプカード スポーツ支援事業 障害者水泳教室 講座や事業等は 

知らない 

46 19.6 39.1 19.6 28.3 56.5 

 

（６）相談や情報入手方法 
問 14 ご家族等（お世話等をしている方）は、お子さまの子育て等の悩みごとや心配ごとがあるとき、
家族や親せき以外に、どのようなところへ相談していますか。（○はいくつでも） 
 家族や親せき以外の相談先としては、「学校の先⽣」をあげる人が 58.7％と最も高く、次いで「知人・
友人」（50.0％）、「教育相談」（41.3％）と続いている。一方で、8.7％が「相談できるところは特にな
い」と回答している。 
 「その他」（15.2％）として、・・・との記述があった。    整理中     

（％） 

n= 

学校の 

先生 

友人・ 

知人 
教育相談 病院・診療所 

こどもの発

達センタ

ー・ひいらぎ 

子ども家庭

支援センタ

ー・のどか 

児童 

相談所 

相談支援セ

ンター・ 

えぽっく 

46 58.7 50.0 41.3 26.1 10.9 6.5 4.3 2.2 

家族会や障

害者団体 

市役所の福

祉相談窓口 

保健センタ

ー（保健師な

ど） 

民生委員・児

童委員 

社会福祉協

議会の職員 
その他 

誰かに相談

することは

まれである 

相談できる

ところは特

にない 

 2.2 0.0 0.0 0.0 0.0 15.2 4.3 8.7 

 

問 15 ご家族等（お世話等をしている方）は、お子さまの子育て等の悩みごとや心配ごとを、家族や
親せき以外に、どのようなところへ相談したいですか。また、相談するためには、どのような体制が整
っているとよいと思いますか。（自由記述） 
 

    整理中     
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問 16 ご家族等（お世話等をしている方）は、福祉サービスなどの情報を主にどこから得ていますか。
（○はいくつでも） 
 情報の入手先として、「市の広報紙（広報テープを含む）」が 52.2％で最も高く、次いで、「学校」
（23.9％）、「その他」（19.6％）と続いている。「その他」として、・・・・との記述があった。    整

理中    情報を「得ていない」と回答した人は 6.5％である。 

 

 

 

 

  

市の広報紙（広報テープを含む）

学校

市のホームページ

病院、診療所

都の広報紙（広報テープを含む）

テレビ、ラジオ、新聞

友人、知人

都のホームページ

民生委員・児童委員

家族、親せき

障害者のしおり（市が作成した冊子）

図書館

その他

得ていない

無回答

52.2

23.9

17.4

10.9

6.5

4.3

4.3

2.2

2.2

2.2

0.0

0.0

19.6

6.5

19.6

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(%)

n=46
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（７）福祉サービス認知・利用状況 
問 17 お子さま、またはご家族等（お世話等をしている方）は、今までに次のサービス等を利用した
ことがありますか。利用したことがあるものすべてに○をつけてください。（○はいくつでも） 
 以下の障害福祉サービスのうち、利用経験が最も高いのは、「こどもの発達センター・ひいらぎ」で
32.6％である。次いで、「放課後等デイサービス」が 8.7％である。「利用したことがない」人は 63.0％
である。 

 

 

問 18 サービスに対する、感想やご意⾒があればご自由にご記入ください。（自由記述） 
 

    整理中     

 

 

  

こどもの発達センター・ひいらぎ

放課後等デイサービス

ホームヘルプサービス

短期入所（ショートステイ）

移動支援（ヘルパーの派遣）

生活サポート（日常生活に関する支
援、家事に対する支援）

日中一時支援（介助者不在の一時
的な活動場所の確保）

その他

利用したことがない

32.6

8.7

2.2

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

63.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(%)

n=46
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問 19 お子さま、またはご家族等（お世話等をしている方）が、「⼗分利用できていない」と思うサー
ビスはどのサービスですか。あてはまるものすべてに○をつけてください。（○はいくつでも） 
 65.2％が「利用したことがない」と回答しているが、「⼗分利用できていない」と思うサービスでは、
「放課後等デイサービス」が 6.5％、「ホームヘルプサービス」、「短期入所（ショートステイ）」、「移動
支援（ヘルパーの派遣）」がそれぞれ 4.3％である。 

 
 

 

  

放課後等デイサービス

ホームヘルプサービス

短期入所（ショートステイ）

移動支援（ヘルパーの派遣）

生活サポート（日常生活に関する
支援、家事に対する支援）

日中一時支援（介助者不在の
一時的な活動場所の確保）

必要なサービスは利用できている

利用したことがない

無回答

6.5

4.3

4.3

4.3

2.2

2.2

4.3

65.2

21.7

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(%)

n=46
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問 20 お子さま、またはご家族等（お世話等をしている方）は、次のサービス等の中で、今後も引き
続き利用したい、あるいは今後利用したいと思うサービスはありますか。利用したいものすべてに○を
つけてください。（○はいくつでも） 
 今後、利用したいサービスは「放課後等デイサービス」が 26.1％で最も高く、次いで、「短期入所（シ
ョートステイ」（10.9％）、「ホームヘルプサービス」（6.5％）、「⽣活サポート（日常⽣活に関する）支
援、家事に対する支援」」（6.5％）が続く。一方で、「利用したいサービスはない」は 52.2％である。 
 

 

 

問 21 お子さま、またはご家族等（お世話等をしている方）は、今後どのようなサービスを充実させ
てほしいと思いますか。（○はいくつでも） 
 今後、充実させてほしいサービスとして、「発達障害に関する専門の相談機関」が 69.6％で最も高く、
次いで、「発達障害専門の医療機関」（58.7％）、「親がより適切な子育ての方法を身につけるためのペア
レント・トレーニング等の支援」（54.3％）、「コミュニケーション等の日常⽣活のスキルを身につける
支援」（43.5％）が続く。 

 

放課後等デイサービス

短期入所（ショートステイ）

ホームヘルプサービス

生活サポート（日常生活に関する
支援、家事に対する支援）

移動支援（ヘルパーの派遣）

日中一時支援（介助者不在の
一時的な活動場所の確保）

その他

上記の中に利用したいサービスは
ない

無回答

26.1

10.9

6.5

6.5

4.3

0.0

4.3

52.2

6.5

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0
(%)

n=46

発達障害に関する専門の相談機関

発達障害専門の医療機関

親がより適切な子育ての方法を身につける
ためのペアレント・トレーニング等の支援

コミュニケーション等の日常生活の
スキルを身につける支援

子育てについての相談支援機関

療育機関

子どもを預けられる場所

その他

無回答

69.6

58.7

54.3

43.5

39.1

32.6

21.7

8.7

6.5

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(%)

n=46
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問 22 お子さま、またはご家族等（お世話等をしている方）が、サービスをより利用しやすくするた
めには、どのような情報提供や相談先が必要ですか。また、サービスを利用するためにあるとよい支援
はどのようなものですか。（自由記述） 
 

    整理中     

 

（８）災害対策について 
問 23 お子さま、またはご家族等（お世話等をしている方）は、お住まいの地域の避難所を知ってい
ますか。（○は１つ） 
 地域の避難場所を「知っている」人は 87.0％である。 

 

 

問 24 ご家族等（お世話等をしている方）は、災害時要援護者登録を知っていますか。（○は１つ） 
 災害時要援護者登録については、82.6％が「知らない」と回答している。 

 

 

問 25 お子さまは、地震や台風などの災害時にひとりで避難できますか。（○は１つ） 
 災害時にひとりで避難が「できる」人は 37.0％、「できない」人は 13.0％である。50.0％が「わか
らない」と回答している。 

 

 

問 26 地震や台風などの災害が起こった際に、お子さまやご家族等（お世話等をしている方）が不安
に感じていることは何ですか。（○はいくつでも） 
 地震や台風などの災害が起こった際の不安としては、「避難先での不安」が 58.7％で最も高く、次い
で「災害の状況が伝わってこない場合の不安」、「避難する際の不安」がそれぞれ 56.5％と続く。 

（％） 

n= 

災害の状況

が伝わって

こない場合

の不安 

避難する際

の不安 

避難先での

不安 

その他 特にない わからない 無回答 

46 56.5 56.5 58.7 6.5 6.5 13.0 2.2 

 

TOTAL（n=46）

知っている

87.0

知らない

13.0

(%)

TOTAL（n=46）

知らない

82.6

知っているが

登録していない

13.0

登録している

2.2

その他 無回答

2.2

(%)

TOTAL（n=46）

できる

37.0

できない

13.0

わからない

50.0

(%)
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問 27 災害に備えて、または災害時に、どのような対策が必要だと思いますか。（○はいくつでも） 
 必要な災害対策としては、「避難しやすい避難所を整備する」、「日頃から避難方法のアドバイスや情
報提供を⾏う」ことをあげる人がそれぞれ 52.2％で最も高い。「その他」（10.9％）として、・・・との
記述があった。    整理中     

 

 

（９）障害・障害者への理解 
 

問 28 お子さま、またはご家族等（お世話等をしている方）は、お子さまの状態や言動で差別や人権
侵害を受けていると感じることがありますか。（○は１つ） 
 差別や人権侵害、虐待については、43.5％の人は「ほとんど感じることはない」が、6.5％は「いつ
も感じる」、23.9％は「たまに感じる」と回答している 

 

 

問 29 お子さま、またはご家族等（お世話等をしている方）は、障害や障害のある方々に対する市⺠
の理解は進んできていると思いますか。（○は１つ） 
 障害や障害のある人に対する市⺠の理解が「進んできている」と考えている人は 8.7％、「まあ進んで
きている」（13.0％）をあわせると、21.7％の人は市⺠の理解が進んできていると感じている。一方で、
「進んできていない」と考える人は 26.1％である。 

 

 

 

  

避難しやすい避難所を整備する

日頃から避難方法のアドバイスや
情報提供を行う

地域で助け合える体制を整備する

緊急通報システムを整備する

避難訓練などに参加できるようにする

その他

特にない

無回答

52.2

52.2

37.0

26.1

23.9

10.9

4.3

4.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(%)

n=46

TOTAL（n=46）

ほとんど感じることはない

43.5

たまに感じる

23.9

いつも感じる

6.5

わからない

26.1

(%)

TOTAL（n=46）

進んできている

8.7

まあ進んできている

13.0

どちらともいえない

28.3

進んできていない

26.1

わからない

23.9

(%)
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問 30 障害や障害のある市⺠への理解を深めるためには、何が必要だと思いますか。（○はいくつでも） 
 障害や障害のある人への理解に必要なこととして、「学校における福祉教育の充実」が 67.4％で最も
高く、次いで「障害や障害者の福祉についての関心や理解を深めるための啓発」（34.8％）、「障害のあ
る人への福祉的な就労や⽣産活動の機会の提供」（28.3％）が続いている。 

 

 

 

  

学校における福祉教育の充実

障害や障害者の福祉についての関心や
理解を深めるための啓発

障害のある人への福祉的な就労や
生産活動の機会の提供

障害のある人との交流を通じた
障害への理解の促進

障害のある人の地域活動への参加機会の促進

障害に関する講演会や学習会の開催

福祉施設の地域住民への開放や
地域住民との交流の促進

障害のある人に対してのボランティア活動や
ボランティア人材育成への支援

その他

わからない

無回答

67.4

34.8

28.3

26.1

23.9

19.6

17.4

10.9

15.2

8.7

2.2

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(%)

n=46
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（10）障害者施策、市への要望等 
問 31 今後、障害者施策を進めていくにあたって、市は特どのようなこと充実させていけばよいと思
いますか。あてはまるものすべてに○をつけてください。（○はいくつでも） 
 今後、市が充実させていくべき障害者施策としては、「障害のある子どもたちに可能性を最⼤限に伸
ばすような教育を進めること」が 80.4％と最も高く、次いで、「障害のある人の働く場の確保や就労の
定着を図ること」が 67.4％、「相談体制を充実させること」が 52.2％で続いている。 

 

 

問 32 お子さま、または家族等（お世話等をしている方）は、今後も⻄東京市に住み続けたいと思い
ますか。（○は１つ） 
 58.7％の人が今後も⻄東京市に「住み続けたい」と回答している。 

 

 

障害のある子どもたちの可能性を
最大限に伸ばすような教育を進めること

障害のある人の働く場の確保や
就労の定着を図ること

相談体制を充実させること

利用できる施設を増やすこと

家族等の介護者の休息や
負担軽減のため支援すること

事故や疾病による障害の発生を予防するとともに、

障害を早期に発見し、早い段階での適切な

対応（リハビリテーションや療育等）に努めること

障害のある人が住みやすい住居を
確保・整備すること

ホームヘルパーの派遣など
在宅生活支援サービスを充実させること

障害者サービスや福祉に関する
情報提供を充実させること

障害に対する理解を深めてもらうための
交流を推進すること

障害者や高齢者にやさしい
「福祉のまちづくり」を推進すること

成年後見制度が利用しやすくなるように
支援すること

文化、スポーツ、レクリエーション活動に
参加できるよう支援すること

ボランティア活動を充実させること

その他

特にない

無回答

80.4

67.4

52.2

37.0

37.0

30.4

21.7

19.6

19.6

15.2

15.2

13.0

10.9

0.0

8.7

4.3

6.5

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(%)

n=46

TOTAL（n=46）

住み続けたい

58.7

どちらかというと

住み続けたい

30.4

住み続けたくない

8.7

無回答

2.2

(%)
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問 33 最後に、この調査を通じて、選択肢や自由記述欄だけでは表現しきれなかったことや、ご意⾒・
要望、計画に盛り込みたいことなどがありましたら、自由お書きください。（自由記述） 
 

 

 

    整理中     
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８ 相談支援機関利用者 
（１）基本的な属性 
問１ どなたのことでご相談にいらっしゃいましたか。（○は１つ） 
 相談支援機関での、相談対象者は「ご自分のこと」が 21.2％、「ご家族（お子さま、兄弟姉妹）など
のこと」が 73.1％、「その他」が 1.9％。 

 

 

問２ この用紙（調査票）に記入されるのはどなたですか。（○は１つ） 
 調査票記入者は「本人（宛名の方）が記入、または本人が答え代筆者が記入」が 21.2％、「ご家族（本
人の⽴場に⽴って記入）」が 76.9％。 

 

※0.0 は非表⽰ 

 

問３ 対象の方の性別をお答えください。（○は１つ） 
問４ 対象の方の年齢（８月１日現在）を記入してください。 
 相談対象者の性別は、男性が 67.3％、⼥性が 32.7％。 

 

 

 年齢は、10 代が 23.1％、20 代が 30.8％で平均年齢は 27.2 歳。 
          （％） 

TOTAL 9 歳以下 10 代 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 歳以上 無回答 平均年齢 

52 11.5 23.1 30.8 5.8 17.3 5.8 3.8 0.0 1.9 27.2 歳 

 

 

  

TOTAL（n=52）

ご自分のこと

21.2

ご家族（お子さま、

兄弟姉妹）などのこと

73.1

その他の方（友人・

知人）のこと
その他

1.9

無回答

3.8

(%)

TOTAL（n=52）

本人が記入、または本人が

答え代筆者が記入

21.2

家族（本人の

立場に立って記入）

76.9

そのほかの方（本人の立場

に立って記入）
無回答

1.9

(%)

TOTAL（n=52）

男性

67.3

女性

32.7

(%)
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（２）障害状況 
問５ 次のうち、対象の方にあてはまるものに○をつけてください。（○はいくつでも） 
 相談対象者の 67.3％が「愛の手帳（療育手帳）を持っている」で最も高く、次いで「身体障害者手
帳を持っている」が 32.7％、「精神障害者保健福祉手帳を持っている」が 13.5％と続く。 

（％） 

 

n= 

身体障

害者手

帳を持っ

ている 

愛の手

帳（療育

手帳）を

持ってい

る 

精神障

害者保

健福祉

手帳を持

っている 

国または

東京都

が指定

する難病

医療費

等助成

対象疾

病を患っ

ている 

高次脳

機能障

害と診断

されたこ

とがある 

訪問看

護などの

医療的

ケアを受

けている 

あてはま

るものは

ない 

わからな

い・知ら

ない 

無回答 

TOTAL 52 32.7 67.3 13.5 9.6 1.9 5.8 5.8 1.9 3.8 

9 歳以下 6 0.0 33.3 16.7 0.0 0.0 0.0 33.3 0.0 16.7 

10 代 12 25.0 83.3 8.3 8.3 0.0 0.0 8.3 8.3 0.0 

20 代 16 37.5 87.5 6.3 6.3 6.3 0.0 0.0 0.0 0.0 

30 代 3 0.0 66.7 33.3 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

40 代 9 33.3 66.7 11.1 0.0 0.0 11.1 0.0 0.0 11.1 

50 代 3 66.7 33.3 33.3 0.0 0.0 33.3 0.0 0.0 0.0 

60 代 2 100.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

無回答 1 100.0 0.0 100.0 100.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 
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問６ 対象の方は、これまでに「発達障害（自閉症、アスペルガー症候群、学習障害、注意欠陥多動性
障害等）」と診断されたことがありますか。（○は１つ） 
 48.1％の人が発達障害と診断されたことが「ある」と回答している。 
 年代別にみると、30 代以下で診断されたことがある人の割合が高い。 

 

※0.0 は非表⽰ 

 

問７ 日常⽣活を送る上でどのような支障がありますか。（自由記述） 
＜回答対象者：発達障害と診断されたことがある人＞ 
 

    整理中     

 

問８ 上記のようなときに、どのような支援があるとよいと思いますか。（自由記述） 
＜回答対象者：発達障害と診断されたことがある人＞ 
 

    整理中     

 

  

TOTAL（n=52）

9歳以下（n=6）

10代（n=12）

20代（n=16）

30代（n=3）

40代（n=9）

50代（n=3）

60代（n=2）

無回答（n=1）

診断されたことがある

48.1

83.3

58.3

50.0

66.7

22.2

33.3

診断されたことはない

40.4

16.7

25.0

43.8

66.7

66.7

50.0

100.0

わからない

1.9

8.3

無回答

9.6

8.3

6.3

33.3

11.1

50.0

(%)
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（３）介助・援助の状況 
問９ 対象の方が日常⽣活で困っていることはどのようなことですか。（○はいくつでも） 
 日常⽣活で困っていることとしては、「⽣活習慣に関すること」との回答が 42.3％で最も高い。次い
で、「日中の過ごし方について」（34.6％）、「対象の方の状態に関すること」（32.7％）と続いている。
「その他」（19.2％）として、・・・との記述があった。整理中   

 

 

（４）日中の過ごし方や外出の状況・社会参加状況 
問 14 対象の方は、平日（月曜日〜⾦曜日）の日中を主にどのように過ごしていますか。（○は１つ） 
 平日の日中の過ごし方として、「福祉施設、作業所などに通っている」が 57.7％、「幼稚園や保育園、
学校などに通っている」が 19.2％、「働いている」が 11.5％である。 
 年代別にみると、20 代の 81.3％が「福祉施設、作業所などに通っている」と回答している。 

（％） 

 

n= 

幼稚園や保

育園、学校

などに通っ

ている 

福祉施設、

作業所など

に通ってい

る 

病院などの

デイケアに

通っている 

リハビリテー

ションを受け

ている 

働いている 入所・入院し

ている施設

や病院など

で過ごして

いる 

自宅にいる

ことが多い 

TOTAL 52 19.2 57.7 0.0 1.9 11.5 1.9 5.8 

9 歳以下 6 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

10 代 12 58.3 25.0 0.0 0.0 8.3 0.0 0.0 

20 代 16 0.0 81.3 0.0 0.0 18.8 0.0 0.0 

30 代 3 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

40 代 9 0.0 77.8 0.0 0.0 11.1 0.0 11.1 

50 代 3 0.0 33.3 0.0 0.0 0.0 33.3 33.3 

60 代 2 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 50.0 

無回答 1 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 

 

生活習慣に関すること（片付け、
整理整頓、衛生など）

日中の過ごし方について

対象の方の状態に関すること

生活するための金銭的なこと

人間関係に関すること（家族、友人、
知人、会社の同僚など）

健康に関すること

家事のこと（食事、買い物、洗濯など）

仕事に関すること（就職、復職など）

保育園、幼稚園、学校に関すること

その他

困っていることは特にない

42.3

34.6

32.7

30.8

30.8

28.8

25.0

13.5

11.5

19.2

9.6

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(%)

n=52
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問 10 対象の方は、外出の際に困っていることはありますか。（○はいくつでも） 
 「特に困っていることはない」が 21.2％だが、外出の際困っていることとしては、「他人との会話が
難しい」との回答が 46.2％で最も高い。次いで、「電⾞やバスなどの交通機関が利用しづらい」（32.7％）、
「他人の視線が気になる」（19.2％）、「付き添ってくれる人がいない」（17.3％）と続く。 

 

 

 

 

  

他人との会話が難しい

電車やバスなどの交通機関が
利用しづらい

他人の視線が気になる

付き添ってくれる人がいない

必要なときに、まわりの人の
手助け・配慮が足りない

その他

特に困っていることはない

無回答

46.2

32.7

19.2

17.3

15.4

11.5

21.2

3.8

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(%)

n=52
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問 11 対象の方は、この１年くらいの間に、次のような活動をしましたか。（○はいくつでも）：活動状況 
問 12 対象の方は、これからどのような活動をしたいと思いますか。（○はいくつでも）：活動意向 
 活動状況と活動意向を⽐べると、「旅⾏」は実際の活動状況が 46.2％、活動意向は 65.4％となって
おり、意向が約 19 ポイント高い。 
 実際の活動状況では、「買い物」（78.8％）、「スポーツやレクリエーション」（51.9％）が高く、活動
意向では、「旅⾏」（65.4％）が高い。 

 

 

 

 

  

スポーツやレクリエーション

旅行

買い物

ボランティア活動

障害者団体の活動

趣味などのサークル活動

講座や講演会などへの参加

地域の行事やお祭り

選挙の投票

その他

特に何もしてない
特に活動したくない

無回答

51.9

46.2

78.8

7.7

30.8

11.5

11.5

28.8

38.5

7.7

7.7

1.9

55.8

65.4

53.8

7.7

23.1

42.3

11.5

32.7

26.9

5.8

7.7

5.8

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

活動状況（n=52）

活動意向（n=52）

(%)
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問 13 対象の方が、問 12 のような活動をするために、どのような支援が必要だと思いますか。（○は
いくつでも） 
 活動のために必要な支援として、「障害のある人に配慮した施設や設備が近くにあること」が 67.3％
で最も高く、次いで、「活動するための場所が近くにあること」（63.5％）、「移動支援など、外出のため
の手段が確保されていること」（57.7％）、「適切な指導者がいること」（57.7%）、「介助者・援助者が
いること・（57.7％）が続いている。 

 

 

 

 

  

障害のある人に配慮した
施設や設備があること

活動するための場所が近くにあること

移動支援など、外出のための
手段が確保されていること

適切な指導者がいること

介助者・援助者がいること

活動についての情報が提供されること

魅力的な内容であること

一緒に行く仲間がいること

その他

特にない

無回答

67.3

63.5

57.7

57.7

57.7

50.0

48.1

44.2

5.8

3.8

3.8

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(%)

n=52
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（５）将来の希望 
問 34 対象の方は、今後、どのように日中を過ごしたいと思いますか。※対象の方が未成年のお子さ
まの場合おおむね、高等学校卒業後のことを考えてお答えください。（○はいくつでも） 
 今後、希望する日中の過ごし方は、「会社などで働きたい」が 34.6％、「会社で働けるように、職場
探しや訓練などの支援を受けたい」が 25.0％となっており、「その他」として、・・・・などの記述が
あった。    整理中     
 平日の日中の過ごし方別にみると、福祉施設、作業所などに通っている人では「会社などで働きたい」、
「その他」がそれぞれ 23.3％である。 
 
＜平日の日中の過ごし方別・今後、希望する過ごし方＞ 

 

 

  

n=

会社などで

働きたい

会社で働け

るように、職

場さがしや

訓練などの

支援を受け

たい

日常生活

の訓練やリ

ハビリテー

ションを受

けたい

大学、専門

学校などに

通いたい

自宅でのん

びり過ごし

たい

その他 わからない 無回答

TOTAL 52 34.6 25.0 13.5 9.6 9.6 28.8 7.7 11.5

幼稚園や保育園、学校などに通ってい

る
10 80.0 60.0 0.0 10.0 0.0 20.0 0.0 0.0

福祉施設、作業所などに通っている 30 23.3 16.7 23.3 10.0 13.3 23.3 10.0 16.7

リハビリテーションを受けている 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

働いている 6 50.0 16.7 0.0 16.7 16.7 33.3 0.0 0.0

入所・入院している施設や病院などで

過ごしている
1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0

自宅にいることが多い 3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 66.7 33.3 0.0

その他 1 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0

34.6

25.0

13.5
9.6 9.6

28.8

7.7
11.5

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0(%)



＜Ⅱ ８ 相談支援機関利用者調査＞ 

201 

問 35 対象の方は、将来、どのように暮らしたいと思いますか。※対象の方が未成年のお子さまの場
合、成人後とお考えください。（○は１つ） 
 将来の暮らし方として、「親など家族から独⽴してひとり暮らしをしたい」が 19.2％、「今のまま家
族といっしょに暮らしたい」が 15.4％、「結婚して新しい家族を作り、その家族といっしょに暮らした
い」が 5.8％、「グループホームなどを利用したい」が 36.5％、「施設に入所して⽣活したい」が 7.7％
である。 

 

※0.0 は非表⽰ 

 

問 40 成年後⾒制度とは、知的障害や精神障害などの理由により、判断能⼒が⼗分でない方の財産な
どの権利を守る制度です。対象の方やそのご家族（援助・支援をしている人など）は、成年後⾒制度に
ついて知っていますか。（○は１つ） 
 成年後⾒制度について、「名前も内容も知っている」人は 46.2％、「名前を聞いたことはあるが、内
容は知らない」人は 44.2％である。9.6％の人が「名前も内容も知らない」と回答している。 

 

 

 

 

  

TOTAL（n=52）

9歳以下（n=6）

10代（n=12）

20代（n=16）

30代（n=3）

40代（n=9）

50代（n=3）

60代（n=2）

無回答（n=1）

親など家族から

独立してひとり

暮らしをしたい

19.2

16.7

25.0

12.5

22.2

66.7

今のまま

家族といっしょに

生活したい

15.4

16.7

25.0

11.1

100.0

結婚して新しい

家族を作り、その

家族といっしょに
生活したい

5.8

16.7

8.3

11.1

グループホーム

などを利用

したい

36.5

58.3

50.0

33.3

33.3

施設に入所して

生活したい

7.7

16.7

8.3

12.5

その他

7.7

16.7

33.3

22.2

無回答

7.7

16.7

33.3

33.3

100.0

(%)

TOTAL（n=52）

名前も内容も知らない

9.6

名前を聞いたことは

あるが、内容は知らない

44.2

名前も内容も知っている

46.2

(%)
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問 41 対象の方やそのご家族（援助・支援をしている人など）は、対象の方のために成年後⾒制度を
活用したいと思いますか。（○は１つ） 
 成年後⾒制度について、「今は必要ないが、将来必要になったら活用したい」と考える人は 67.3％で
ある。 

 

※0.0 は非表⽰ 

 

（６）通園・通学等について 
問 15 対象の方が、通っているのは次のうちどれですか。（○は１つ） 
＜回答対象者：幼稚園や保育園、学校などに通っている人＞ 
 50.0％が「小学校、中学校（固定制の特別支援学級）」と回答している。「小学校、中学校（通常の学
級）」、「小学校、中学校（特別支援学校）」がそれぞれ 20.0％、「小学校、中学校（通常の学級のほか通
級指導学級または特別支援教室を利用）」が 10.0％である。 

（％） 

 

n= 

幼稚園、 

保育園 

小学校、中学

校、高校（通

常の学級） 

小学校、中学

校（通常の学

級 の ほ か 通

級 指 導 学 級

ま た は 特 別

支 援 教 室 を

利用） 

小学校、中学

校、高校（固

定 制 の 特 別

支援学級） 

小学校、中学

校、高校（特

別支援学校） 

大学、 

専門学校 

その他 

TOTAL 10 0.0 20.0 10.0 50.0 20.0 0.0 0.0 

9 歳以下 3 0.0 33.3 33.3 33.3 0.0 0.0 0.0 

10 代 7 0.0 14.3 0.0 57.1 28.6 0.0 0.0 

 

  

TOTAL（n=52）

9歳以下（n=6）

10代（n=12）

20代（n=16）

30代（n=3）

40代（n=9）

50代（n=3）

60代（n=2）

無回答（n=1）

すでに活用している
今は必要ないが、将来必

要になったら活用したい

67.3

66.7

83.3

68.8

66.7

66.7

66.7

活用したいとは思わない

9.6

12.5

33.3

11.1

50.0

わからない

17.3

33.3

16.7

12.5

11.1

33.3

50.0

無回答

5.8

6.3

11.1

100.0

(%)
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問 16 対象の方は、幼稚園・保育園、学校などに通っていて困っていることはありますか。（○はいく
つでも） 
＜回答対象者：幼稚園や保育園、学校などに通っている人＞ 
 学校⽣活で困っていることとしては、「先⽣の理解や配慮が⾜りない」、「友だちができない」ことを
あげる人がそれぞれ 30.0％と多く、次いで「授業の内容がわからない、授業についていけない」、「支
援体制が⼗分でない」、「放課後や⻑期休暇（夏休みなど）の際の居場所がない」の３項目がそれぞれ 
20.0％で続いている。 

 

 
問 17 対象の方やそのご家族（援助・支援をしている人など）が、学校教育に望むことはどのような
ことですか。（○はいくつでも） 
＜回答対象者：幼稚園や保育園、学校などに通っている人＞ 
 学校に望むことについては、90.0％の人が「子ども一人ひとりに合った教え方や指導をしてほしい」
と回答している。 

（％） 

n= 

子どもの勉強や

学校生活、将来

のことについ

て、相談にのっ

てほしい 

子ども一人ひと

りに合った教え

方や指導をして

ほしい 

学校の設備や教

科書、教材を使

いやすくしてほ

しい 

学校の中の表示

などを、誰でも

わかりやすいも

のにしてほしい 

その他 特に望むことは

ない 

10 80.0 90.0 40.0 40.0 40.0 10.0 

 

 

 

  

先生の理解や配慮が足りない

友だちができない

授業の内容がわからない、
授業についていけない

支援体制が十分でない

放課後や長期休暇（夏休みなど）の
際の居場所がない

まわりの児童・生徒たちの
理解が得られない

通級まで通うのがたいへん

その他

特に困っていることはない

30.0

30.0

20.0

20.0

20.0

10.0

0.0

10.0

30.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(%)

n=10
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（７）雇用・就労について 
問 18 現在、対象の方は収入を伴う仕事をしていますか。（○は１つ） 
＜回答対象者：問 14 で「幼稚園や保育園、学校などに通っている」と回答した人以外＞ 
 収入を伴う仕事している人は 57.1％、収入を伴う仕事をしていない人は 35.7％である。 

 

 

＜問 19〜問 21 回答対象者：収入を伴う仕事をしている人＞ 
問 19 対象の方の仕事の形態は次のうちどれですか。（○は１つ） 
 就労形態は、「授産施設、または福祉作業所」が 70.8％、「会社・団体等の正規の職員」が 16.7％、
「アルバイト、臨時、パート、嘱託等」が 8.3％である。 

 

※0.0 は非表⽰ 

 

問 20 対象の方の１ヶ月当たりの平均的な給与・賃⾦・⼯賃はいくらですか。 
 1 ヶ月当たりの平均的な給与・賃⾦・⼯賃は、平均 38,257.5 円である。 

 

 

 

  

TOTAL（n=42）

収入を伴う

仕事をしている

57.1

収入を伴う

仕事はしていない

35.7

無回答

7.1

(%)

TOTAL（n=24）

10代（n=3）

20代（n=9）

30代（n=2）

40代（n=9）

60代（n=1）

自営業（家業の

手伝いを含む）

会社・団体等の

正規の職員

16.7

33.3

22.2

11.1

アルバイト、臨時、

パート、嘱託等

8.3

11.1

100.0

内職
授産施設、または

福祉作業所

70.8

66.7

66.7

100.0

77.8

その他 無回答

4.2

11.1

(%)

TOTAL（n=24）

5,000円未満

25.0

10,000円未満

20.8

15,000円未満

12.5

20,000円未満 50,000円未満

4.2

100,000円

未満

4.2

150,000円

未満

12.5

150,000円

以上

4.2

無回答

16.7

(%)



＜Ⅱ ８ 相談支援機関利用者調査＞ 

205 

問 21 対象の方が、仕事をする上で困っていることは何ですか。（○はいくつでも） 
 「特に困っていることはない」が 20.8％だが、仕事をするうえで困っていることとは、「給与・⼯賃
などの収入が少ない」との回答が 54.2％と最も高い。次いで、「職場の人間関係」が 20.8％と続く。 

 

 

問 22 対象の方が、仕事をしていない主な理由は何ですか。（○は１つ） 
＜回答対象者：収入を伴う仕事をしていない人＞ 
 仕事をしていない主な理由として、「仕事を「したいか、したくないか」ではなく、「できない」」が
40.0％で最も高い。 

 

※0.0 は非表⽰ 

 

 

  

給与・工賃などの収入が少ない

職場の人間関係

通勤が大変

職場外で相談相手がいない

勤務時間、日数が多く体力的に不安

職場の設備が障害に対応していない

業務内容が合わない

障害に対する職場の理解不足

その他

特に困っていることはない

54.2

20.8

8.3

8.3

4.2

4.2

0.0

0.0

8.3

20.8

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(%)

n=24

TOTAL（n=15）

9歳以下（n=3）

10代（n=1）

20代（n=7）

50代（n=2）

60代（n=1）

無回答（n=1）

仕事をする

必要がない

20.0

100.0

現在、求職中、

職業訓練中

6.7

50.0

仕事をしたい

とは思わない

仕事をしたいと

思うが、できない

20.0

28.6

100.0

仕事を「したいか、

したくないか」ではなく、

「できない」

40.0

100.0

42.9

50.0

100.0

その他

13.3

28.6

(%)
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（８）障害者施設・施策について 
問 23 対象の方やそのご家族（援助・支援をしている人など）は、⻄東京市の障害者総合支援センタ
ー「フレンドリー」を知っていますか。（○は１つ） 
問 24 対象の方やそのご家族（援助・支援をしている人など）は、⻄東京市にある次の施設を利用し
たことがありますか。また、知っていますか。（○は１つ） 
 市内施設を利用したことがある人は、障害者総合支援センター「フレンドリー」が 61.5％、相談支
援センター・えぽっく、障害者就労支援センター・一歩がそれぞれ 15.4％、地域活動支援センター・
ハーモニーが 9.6％、保谷障害者福祉センターが 15.4％、地域活動支援センター・ブルームが 42.3％
である。 

 

※0.0 は非表⽰ 

 

問 25 対象の方やそのご家族（援助・支援をしている人など）は、次の講座や事業等を知っています
か。（○はいくつでも） 
 市開催の講座や事業等の認知状況は、以下の通りである。 

（％） 

n= 

サポーター養

成講座 

ヘルプカード スポーツ支援

事業 

障害者水泳教

室 

講座や事業等

は知らない 

無回答 

52 38.5 73.1 36.5 34.6 15.4 7.7 

 

 

 

  

障害者総合支援センター
「フレンドリー」（n=52）

相談支援センター・
えぽっく（n=52）

障害者就労支援センター・
一歩（n=52）

地域活動支援センター・
ハーモニー（n=52）

保谷障害者福祉センター
（n=52）

地域活動支援センター・
ブルーム（n=52）

利用したことがある

（または現在、

利用している）

61.5

15.4

15.4

9.6

15.4

42.3

知っているが、

利用したことはない

25.0

48.1

42.3

42.3

44.2

15.4

知らない

13.5

19.2

23.1

30.8

25.0

26.9

無回答

17.3

19.2

17.3

15.4

15.4

(%)
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（９）相談や情報入手方法 
 

問 26 対象の方やそのご家族（援助・支援をしている人など）は、悩みごとや心配ごとがあるとき、
家族や親せき以外に、どのようなところに相談していますか。（○はいくつでも） 
 家族や親せき以外の相談先としては、「福祉施設や作業所の職員」をあげる人が 59.6％と最も高く、
次いで「友人・知人」（42.3％）、「市役所の福祉相談窓口」（36.5％）と続いている。「相談できるとこ
ろは特にない」と回答した人は 1.9％である。 

（％） 

n= 

福祉施設

や作業所

の職員 

友人・ 

知人 

市役所の

福祉相談

窓口 

病院・ 

診療所 

地域活動

支援セン

ター・ブ

ルーム 

幼稚園・

保育園・

学校の先

生や職場

の仲間 

障害者 

団体 

相談支援

センタ

ー・ 

えぽっく 

障害者就

労支援セ

ンター・

一歩 

保谷障害

者福祉セ

ンター 

52 59.6 42.3 36.5 34.6 26.9 19.2 15.4 11.5 11.5 7.7 

地域活動

支援セン

ター・ハ

ーモニー 

生活保護

の担当 

職員 

児童 

相談所 

保健師 民生委

員・児童

委員 

社会福祉

協議会の

職員 

その他 誰かに相

談するこ

とはまれ

である 

相談でき

るところ

は特にな

い 

 

 3.8 3.8 1.9 1.9 0.0 0.0 7.7 1.9 1.9  
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問 27 対象の方やそのご家族（援助・支援をしている人など）は、福祉サービスなどの情報を主にど
こから得ていますか。（○はいくつでも） 
 情報の入手先として、「市の広報紙（広報テープを含む）」が 50.0％で最も高く、次いで、「友人・知
人」（48.1％）、「学校、職場、施設」（40.4％）と続いている。情報入手先が「わからない」と回答し
た人は 5.8％である。 

 

 

 

 

  

市の広報紙（広報テープを含む）

友人、知人

学校、職場、施設

障害者のしおり（市が作成した冊子）

市のホームページ

障害者団体

病院、診療所

家族、親せき

都の広報紙（広報テープを含む）

都のホームページ

テレビ、ラジオ、新聞

図書館の障害者向けサービス

民生委員・児童委員

その他

わからない

無回答

50.0

48.1

40.4

34.6

19.2

17.3

9.6

7.7

5.8

3.8

3.8

3.8

0.0

9.6

5.8

1.9

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(%)

n=52
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（10）福祉サービス認知・利用状況 
問 28 対象の方やそのご家族（援助・支援をしている人など）は、次のような障害福祉サービスがあ
ることを知っていますか。（○はいくつでも） 
 以下の障害福祉サービスのうち、知っている福祉障害サービスは、「短期入所（ショートステイ）」が
75.0％で最も高く、次いで、「共同⽣活援助（グループホーム）」（71.2％）、「就労継続支援（A 型、B
型）」(67.3％)、「相談支援」（57.7％）、「放課後等デイサービス」（57.7%）が続く。 

 

 

 

  

短期入所（ショートステイ）

共同生活援助（グループホーム）

就労継続支援（Ａ型、Ｂ型）

相談支援

放課後等デイサービス

就労移行支援

生活介護

訪問系サービス

児童発達支援

自立訓練（機能訓練、生活訓練）

施設入所支援

療養介護

保育所等訪問支援

上記のようなサービス知らない

無回答

75.0

71.2

67.3

57.7

57.7

55.8

51.9

50.0

34.6

32.7

26.9

15.4

11.5

1.9

1.9

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(%)

n=52
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（10）災害対策について 
問 29 対象の方やそのご家族（援助・支援をしている人）は、お住まいの地域の避難所を知っていま
すか。（○は１つ） 
 地域の避難場所を「知っている」人は 73.1％である。 

 

 

問 30 対象の方やそのご家族（援助・支援をしている人など）は、災害時要援護者登録を知っていま
すか。（○は１つ） 
 災害時要援護者登録については、65.4％が「知らない」と回答している。 

 

 

問 31 対象の方は、地震や⼤風などの災害時にひとりで避難できますか。（○は１つ） 
 災害時にひとりで避難が「できる」人は 13.5％、「できない」人は 59.6％である。 

 

 

問 32 地震や台風などの災害が起こった際に、対象の方やそのご家族（援助・支援をしている人など）
の不安は何ですか。（○はいくつでも） 
 地震や台風などの災害が起こった際の不安としては、「避難先での不安」が 78.8％で最も高く、次い
で「避難する際の不安」（67.3％）、「災害の状況が伝わってこない場合の不安」（61.5％）が続く。 

（％） 

n= 

災害の状況

が伝わって

こない場合

の不安 

避難する際

の不安 

避難先での

不安 

その他 特にない わからない 無回答 

52 61.5 67.3 78.8 11.5 3.8 3.8 5.8 

 

 

 

  

TOTAL（n=52）

知っている

73.1

知らない

23.1

無回答

3.8

(%)

TOTAL（n=52）

知らない

65.4

知っているが

登録していない

19.2

登録している

13.5

その他 無回答

1.9

(%)

TOTAL（n=52）

できる

13.5

できない

59.6

わからない

25.0

無回答

1.9

(%)
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問 33 対象の方やそのご家族（援助・支援をしている人など）として、災害に備えて、または災害時
に、どのような対策が必要だと思いますか。（○はいくつでも） 
 必要な災害対策としては、「避難しやすい避難所を整備する」ことをあげる人が 65.4％で最も高い。 

 

 

（11）障害・障害者への理解 
問 36 対象の方やそのご家族（援助・支援をしている人など）は、対象の方の症状や言動などで、差
別や人権侵害、虐待を受けていると感じることがありますか。（○は１つ） 
 差別や人権侵害、虐待については、44.2％の人は「ほとんど感じることはない」が、7.7％は「いつ
も感じる」、34.6％は「たまに感じる」と回答している。 

 

 

問 37 対象の方やそのご家族（援助・支援をしている人など）は、障害や障害のある方々に対する市
⺠の理解は進んできていると思いますか。（○は１つ） 
 障害や障害のある人に対する市⺠の理解が「進んできている」と考えている人は 7.7％、「まあ進んで
きている」（28.8％）をあわせると、36.5％の人は市⺠の理解が進んできていると感じている。 

 

 

 

 

  

避難しやすい避難所を整備する

地域で助け合える体制を整備する

日頃から避難方法のアドバイスや情報
提供を行う

避難訓練などに参加できるようにする

緊急通報システムを整備する

その他

特にない

無回答

65.4

61.5

55.8

32.7

25.0

13.5

1.9

1.9

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(%)

n=52

TOTAL（n=52）

ほとんど感じることはない

44.2

たまに感じる

34.6

いつも感じる

7.7

わからない

9.6

無回答

3.8

(%)

TOTAL（n=52）

進んできている

7.7

まあ進んできている

28.8

どちらともいえない

32.7

進んできていない

21.2

わからない

7.7

無回答

1.9

(%)
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問 38 対象の方やそのご家族（援助・支援をしている人など）は、障害のある方々が地域や社会に積
極的に参加するために、特に⼤切なことは何だと思いますか。（○はいくつでも） 
 障害のある方々が地域や社会に積極的に参加するために⼤切なこととして、「地域や社会が障害や障
害のある人に対する理解を深める」が 73.1％で最も高く、次いで、「障害のある人が使いやすいように
施設を整備する」（59.6％）、「障害のある人が参加しやすい地域活動やイベントなどの機会を増やす」
（57.7％）が続いている。 

 

 

 

 

  

地域や社会が障害や障害の
ある人に対する理解を深める

障害のある人が使いやすいように
施設を整備する

障害のある人が参加しやすい地域活動や
イベントなどの機会を増やす

移動が困難な人に配慮して、
交通機関や道路を整備する

ボランティアを育成する

障害者本人や家族同士が協力しあう

その他

わからない

無回答

73.1

59.6

57.7

46.2

46.2

34.6

7.7

1.9

1.9

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(%)

n=52
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問 39 対象の方やそのご家族（援助・支援をしている人など）は、障害や障害のある市⺠への理解を
深めるためには、何が必要だと思いますか。（○はいくつでも） 
 障害や障害のある人への理解に必要なこととして、「学校における福祉教育の充実」が 71.2％で最も
高く、次いで「障害や障害者の福祉についての関心や理解を深めるための啓発」（55.8％）、「障害のあ
る人との交流を通じた障害への理解の促進」（50.0％）が続いている。 

 

 

 

 

  

学校における福祉教育の充実

障害や障害者の福祉についての
関心や理解を深めるための啓発

障害のある人との交流を通じた
障害への理解の促進

障害のある人の地域活動への
参加機会の促進

障害のある人に対してのボランティア活動や
ボランティア人材育成への支援

福祉施設の地域住民への
開放や地域住民との交流の促進

障害のある人への福祉的な就労や
生産活動の機会の提供

障害に関する講演会や学習会の開催

その他

わからない

無回答

71.2

55.8

50.0

48.1

44.2

44.2

42.3

28.8

7.7

0.0

1.9

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(%)

n=52
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（12）障害者施策、市への要望等 
問 42 対象の方やそのご家族（援助・支援をしている人など）は、今後、障害者施策を進めていくに
あたって、市は特にどのようなことを充実させていけばよいと思いますか。（○はいくつでも） 
 今後、市が充実させていくべき障害者施策としては、「障害のある人の働く場の確保や就労の定着を
図ること」が 65.4％と最も高く、次いで「障害サービスや福祉に関する情報提供を充実させること」
が 63.5％、「障害のある人が住みやすい住居を確保・整備すること」が 61.5％で続いている。 

 

 

 

 

  

障害のある人の働く場の確保や
就労の定着を図ること

障害者サービスや福祉に関する
情報提供を充実させること

障害のある人が住みやすい住居を
確保・整備すること

障害のある子どもたちの可能性を
最大限に伸ばすような教育を進めること

利用できる施設を増やすこと

家族などの介護者の休息や
負担軽減を支援すること

事故や疾病による障害の発生を予防するとともに、
障害を早期に発見し、早い段階での適切な

対応（リハビリテーションや療育等）に努めること

障害に対する理解を深めてもらうための
交流を推進すること

障害者や高齢者にやさしい
「福祉のまちづくり」を推進すること

相談体制を充実させること

文化、スポーツ、レクリエーション活動に
参加できるよう支援すること

成年後見制度が利用しやすくなるように
支援すること

ホームヘルパーの派遣など
在宅生活支援サービスを充実させること

ボランティア活動を充実させること

その他

特にない

無回答

65.4

63.5

61.5

59.6

48.1

46.2

44.2

44.2

42.3

42.3

30.8

30.8

26.9

25.0

5.8

0.0

3.8

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(%)

n=52
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問 43 対象の方やそのご家族（援助・支援をしている人など）は、約５年前（平成 24 年）と⽐べて、
障害者のサービスはどのように変わったと思いますか。（○は１つ） 
 5 年前（平成 24 年）と⽐べて障害者サービスは「良くなった」、「変わらない」と感じている人がそ
れぞれ 40.4％である。 

 
※0.0 は非表⽰ 

 

問 44 そのようにお答えになったのは、どのような理由からですか。（自由記述） 
 

    整理中     

 

 

問 45 対象の方やそのご家族（援助・支援をしている人など）は、今後も⻄東京市に住み続けたいと
思いますか。（○は１つ） 
 42.3％の人が今後も⻄東京市に「住み続けたい」と回答している。 

 

 

問 46 最後に、この調査を通じて、選択肢や自由記述欄だけでは表現しきれなかったことや、ご意⾒・
ご要望などがありましたら、自由にお書きください。（自由記述） 
 

 

    整理中     

 

 

  

TOTAL（n=52）

良くなった

40.4

変わらない

40.4

悪くなった 無回答

19.2

(%)

TOTAL（n=52）

住み続けたい

42.3

どちらかというと

住み続けたい

40.4

住み続けたくない

1.9

無回答

15.4

(%)
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Ⅲ 事業所・団体ヒアリング結果 
 

    整理中     
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Ⅳ 資料 
 

 

 

 

 


